
門

門

u

白

川

一-

十

l

匂

斗
m
山

十

l

円

U

H

H

U

T
-ハ

π円

U

円

H

H

U

占

恒

川

口

十

・

「

」

}

)

 

十

l

w

z

h

刈

招

料一
一

件

u

w

z

h

M仰

日 本 建 築 協 管



曾 費

地 方 舎 費

特別賛助費

普通賛助費

タトに

曾 告

舎費等携込みに就て御願ひ

年額 12 園 也 ( 令 tl にして京阪神附近存作者)

年額 8 圃也 (千?l ｩ にして京阪耐 ｉ ｉｉｾ 付 近以外の地方存イ Ｑ Ｚ 一 持Ｉ

年額 12 園也

年額 6 圃也

建築と註曾鰹譜科

建築畢碗究購讃料

年 額 6 園 36 銭 ( 建料共)

年 額 2 圃 24 銭 ( 向 上)

以上の内令授、 計助授は日( 則と しては( 定款) 1 ヶ年分前納 して頂〈

定 めになってはゐますが叉政阿に分納きれでも( 細fli J ) 主支へないこ

とになってゐます。

振梓口 J:V大阪 39975 帯維11手11mの上 な るべ く令員各イす よ hの櫛抑込み

あらんことを希望いたします。

ｦ 碍 ｦＺ＿ か ら請求 ｲｾｊ ニげ る場 イトは大時下記 の要 何で集金郵便に委託叉はＮＺｊ ｴ Ｎ

f也のブf 法によ り斜lイ司 ひいた します。

丘丞主特別:.n助qTは l fi i l3 間以上にて凡 そ2 月、 5 月、 8 月、 II 月

の 4 同以内。

辿五企 Ａｦｴ 、苦泊費助費並に誌代は大穂 Ｑ 阿 Ｓ 固叉Ｈ ｾ 4 間以上にて 5

月I l 月 の 2 同以内。

以上iJJ 金案内 の代法在 して集金月の雑誌は赤文字刷の袋 を使用いた し

ておりまオーから ( 不棄は捺色の袋を使用す) 集会は亨O J末頃御伺ひす

ることに制 ｬ 合みの上高ｾ｝ｖ ｦｦ 政御手配願ひま ＮＮ ｾＭ c  

此場令 ｧｾ に ｲ ド Ｑｾｊ 又 は Ｑ Ｚｻ ｉｾｪｴ Ｎ 他前納 されてゐる ｲ￭ｬｊ でも取般の 郁令上一

椋に亦刷袋を使用いたしますかじ( 集金は :i': ::lilJ (  t まサん ) 此F折卸諒

承置き願ひま寸。

昭 和 14 年 11 月

枇 | 山 人 日 本 建 築 協 曾 主 計



一 枚 の ル ー フ イ ン タ ・ 一 滴 の 涯 青 を も 使 は ず 而 も 紹 釘 防 水 の 新 工 法

トタン・スレート・陸屋根如何なる屋根の雨漏りも完全且つ迅蓮に手直出来る修繕材

。戦時匪策に$ ; へ

如何なる屋根の

故障も雨漏りも

簡単に手直し出

来る修繕材

l 糊状液状に分J l 雨者の合理的配合

に依り遁確なる修終目的を7惑す

2. モ ル ナ イ ト 白 骨E寒暑の影響を. ; 受げ

す亀裂脱落無く而J夕、カ半永久的且

黒色スレ ー ト色、灰 、鋭、 臼、 総

各 色 めり

" 3 施 工 簡 易 素 人 に も 簡 草 に 使 用 出 *

る

<>) a. . ーフヰング防水層に依らず一滴のアスフ アル ト

ま使用せぬ新時代の簡易防水工法

1. 熔 融 せ る ア ス 7 アノレト制使用せき' る潟ぢL努で煮焚の必

要な し

Ｒ Ｎ モルナ イ ト ＱＱ 気温に到する感度殆 どなく潟に亀裂剣 ｾｪ ｦ｛
主? 起 きす，絶劉完全IId7. l cとなる

3. 新 築工事の場合の外絞殺防Jt.、修理の場合 L ) C/ ] ・に耳、拘

自由に修繕可能

4，施工 t 斡 81
] の技術会必要土せず'

特 殊 塗 料 と 建 築 材 料

商阪ffR 屋陸

スレ ート 屋根防水断商

控 景 屋 恨 断 商

阪大

倒

関

山

曾

の

節
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Eヨ 告

本協曾定数; 第十七僚、第十人傑及第十九俊ニ依リ監事二名

評議員宇数改選並評議員補扶二名選奉ニ付昭和十四年十一

月二十四日開曾ノ遁常総合ニ於テ選奉執行致シマシタ。其

結果下記ノ遇リデアリマス。

幹 事

首選 605票 鈴 木 一 幸 氏
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選官

同

評 議 貝

官選98票 宇都宮藤次郎氏 嘗選94票 伊藤 正文氏 官選94票 三 ilfi 茂氏

岡 崎 票 玉世盟次郎氏 同 92票 巾西 六郎氏 同 92票 J I:手 正 雄氏

同 91票 北国熊之介氏 同 91票 伊 藤 武 文 氏 同 91票 野 中 駒ili 氏

同 90票 北 川 正嫡氏 同 90票 坂 本 杭 次 氏 同 89票 松久保敬三氏

同 89票 澗 服 従H将氏 同 89票 久保田種吉氏 同 89票 禅師貫之介氏

同 89票 花 輪 正 虎 氏 同 89票 政 同 基 次氏 周 回 票 荻悶良之助氏

同 89票 長 尾 清 一 氏 同 89票 増 ;)4: 敏克氏

ず〈製}.i 7摂新名f : l TI夫氏 :;7( 耕 4!媛 大下順三郎氏 ( 以 下略〉

評 議 員 補 快

嘗選 596票 浅 野 新 一 氏

次結 3t!Ji: 中 間 六 郎 氏

宮選 593票 菅 陸 二 氏

三制Ui Ｓ ＧｾＧ 史ｾ 1)/]¥ 口 甚 吉 氏

( 以 下 師 寺〉

昭 和 卜 四 年 十 二 月

量土 図

? 会人 日 本 建 築 協 曾



大阪都市計霊防火地匿園を頒布す

今回下記内務省告示に依って 大阪の防火地直が康範閣に渉

って追加指示されま L たに就し、て、同防火地冨.園を失の通

り賓費にて頒布仁ますから御入用の方は至急お申込下 さい

大阪都市計書防火地匡園( ニ麗分ノー ) 1 部

- 寅
資 1 5 銭 ( 外に送料 3鑓〉

- 準 金 方 法 掻 替 ( 緩替口座大阪39975)

内 務 省 告 示

大阪都市計霊防火地区追加l鍵更ノ件

- a  

・ .

昭和十年十月 二十八日附議 議 事 第一一九蹴 第六O 四

内務省、告示第百八十八雄

大正十二年七月十三 日内務省告示第二百二十七院大阪都市計壷防火地匿迫力日鑓更ノ件

昭和十一年四月四日内閣ノ認可 ヲ受ケ昭和十一年四月二十九日ヨ リ之ヲ施行ス其 ノ係

開聞商ハ大阪府民、及大阪市役所 ニ備 へ置キ従斑ニ供 ス

昭 和 十 一 年 四 月 九 日

申 込 所

祉 関

法 人

内 務 大: 恒

日 本

潮 息 之 輔

建 築 協 曾
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昭和 14年も正に終ろうとする。

静かに本年をｾ fl1Jみて最も多〈感じられることは 、|剖民全般が興奮することなく

冷静に時局に封庭して行〈様に なっ?こといふこと である。

このことは岡民が一時的興奮から冷めて 、本/1要に長期般にまうj する党悟をきめに

といふ考へ方 lこ於て、大に 慶賀すべきであるが、寓一-、司王鐙に劃する陣| 民の開心

力t溺らいに所に原因するも のとすれば、誠 に憂ふべき現象と言lまねばならぬ。

これから こそ本;俗的臥薪嘗脂の時期に入ろうとしてゐる時に際し、時局底J : n1に

針する熱意を以て、而も冷静に 全ての岡部fT . に打克っ て行くと いよ、強い究悟こそ 、

今 日特に必要な事柄である。

この需には、 事鑓後目まぐるしい程 に相槌いで公布せられつつある各師の法令

が、何れも時局廃車nに劃する政府・の正確な見通しによ年いて、綜合計霊的に立案せ

られに確聞不動のものなることを閥民が首肯し得て、人々が安じてそれに追随し

て行けるものでなればならないと忠ふ。

朝令暮改を ｾｴ 剣先なくせられる如雲、 その場凌ぎのものが多りれ ば、問 ｬ｜ＡＺ は一 方

に諦め の心 を用意して唯黙ってそれを見送るに過ぎなくなるであらう。

9・18 後に於ける米や木茨や煙J4i の値上などに就し、ては既に論議し諜されてゐ

る。建築界に開係の多い方面を例に取るならば、最近公布せられに刑材生産統llilJ

規則が、その煩.rffi な内容に初|ふるに、殊更に尺貰法をH j ひ、叉既にある商工学fの

日本標準規格 を無視して 、し、 かにも農林省のみに於て間に合せにＺＡ￭Ｑ陀せられ、 ｮｾ

もな〈改正せられる級ＧｩＮ 感じを最初から ｾｩｩｾ へるものであるなどはこれである。

又 、商工 省令の木造建物建築統制規則が、資材陣 Ｑｾｾ の意味 から木造建物 の 延 ｦｦ

敢にｬｉｩ ｬｪ ｾＱ 主主ｾＢｽ ｊｮ へるのは己むを得ないが、こ の 規則の泊灯 ｪ を最も 多 〈受げるであら

う行こ宅に針し、こ の規則の反作用と綿動員法乃家賃抑H i IJ とから如来せられると議

想せられる住宅の質の低下に到し、岡氏髄院向上の立場から何等かのHi IJ 限を力11へ

る如き法令がないなど 、如何にも綜合的企整の下に相互脈問t _ ; てう:-5W: せられてな

いこと が祭せられて千鈎の霊みを感す' ることが出来ない。

未曾有の困難に際し、臥薪嘗ＩｊｊＩ寺は岡民全般の既に ｦｾＧ Ｑ 害する所、政府はｾ 鐙 終局

の目的に 向って一貫し? こ方策を示し、同氏ーをして自ら進んで背t引を享受する境地

に立? こしめよ。

1  X II  



故 橋 本 勉 君 を 偲 ぴ て

刀℃ 瀬 狂

橋本手! ー遂 l二死んでしまっ? こ。永い前から親し〈交際して居? こが。供よりづっと健康で伎

より先に今頃死ぬなどとは亨にも思はなかっ fこ。

ｮ 髭をせめて頭 に村 ＨＱ Ｇ ｊ り ＿こ ちと云つに事もあっ Ｗ こ が。 今は ｾｬ 必 要も Ｑ［［Ｇ ¥な り、顔 色のi也

｛ｯ�ｾ に見えにのも無効とな っ ｔ こ。酒 カ ［ ｩ 汗そ し＿こに ｪ 主ひ な い。酒カ［成功 の一 助となる様削減 ｾｉ ｾ

であっ? こから思かつにのであらう。 すかくのヵ;刻Iいで直ぐがらろうとは、畢生時代からの癖

が直ら十じまいで、共も悪かつ Tこlこ異いない。死去の械を得て御影の宅へ始めて訪問し? こ

が、香煙i煮る内に銭心院大道自勉居二1::1.よる {立n卑となって居り叉生前のお真とがあっ 1: 。共

Ｑ 労に近所の七十七 翁の追悼詩があって 、 共 ｾ ｉ Ｍｉ の 何仁 志 中 拘呼ＮｩＡｩｴ Ｗ ｆＭ 名とあっ ｦ こ。事業の ｫ か

家庭の事力¥イiiJれ とも制御/1こ紛れて居?こ嗣子良子煮に遺言し?こかつ ?このではあるまいか。

夫 人の 言 に 平常健康なる ｩ 枚看病の常初めタ而も級りであっ ＿こと のＴｦｾ で、不 起の約 ｅ は会 ＱＱ ら

するに安眠する か らの言葉の僚であっ? こそうにが、共にはー活気の事に思ふ。然し還l腎迄思

」、存分働いて後植者も等し〈大製迄1 : 111こ建築家であるから、中分ない一生なれば安らかに

成刊/1 し給へと 云ふよ り外はなし ¥ 扱橋本勉顎ーは僕の先輩でも後輩でもな〈正し 〈同輩で 、

即 ち同期の工科大泉時代の卒業生である。 ｼ 時は丁度 一 内 Ｍ Ｈｦｾ よる明治三 十九年 の瓦で恨に丙Ｇ ＱＧ

併員と郁 して居る。今は' ( j ; : 四月が卒業生を/ +¥す時なるがJt 世;時は夏期であっ? こ。倹等のク

ラスは総員 九人でー高よ り絶望1-f多数の五人。二高より二人。 六高より二人丈り であっ? こ。

橋本君はー高より侯は二高間身であっ? こ話め、大墜に於て初めて釘l己となっ Tこ。

然るに何かの問縁で放以 ｫ に親桁であって或時期は同じ下柄に舟＿こ事。もあっ＿こ。元ＮＭ［ｪ ｾｴｬｴ

同級生九名は東京在住者が多〈て、供も自宅より通撃し7こ一人なる が、或場合下宿する 必

要があっ て其時同宿しに。尤も Ｑ Ｐｾ の居 ｔ こ下柄に橋本君が移って司 ､ 二 二 次第であ る。此様な場

合や共他折衝が多〈て異なる高校であワても親密の度強〈、従って{ 実力: 三年間の事ーをよ り

よく会11 ると云つでも間違はあるまいと思ょ、。市して勉が二人あっ Tこ駕め便宜 1-:、橋勉 t 呼

んで居?こ。

丙午作員には謡的をまねる者' が多々あっ fこ。勿論月謝なしに 9:11人か家人かに1事J受を交り

にも ので 、 ｾｉ 現世 、 貿生亦喜多流等 ｪ 見華 Ａｉ であっ＿こ。 内に橋 本科ーは喜多で高校時代に喜多宗家ー

の内弟子の械に共寄宿に居? こと云ふので、子千々の厳にお l_ i l i 敷請ではなく卸落選の織であっ

? こ。共れ故橋本7ミーを宗家とも 11ヂぴ、指導役として異流混合の謡併を開 Z 、元町の倉軒に集

まり叉は小石川の狛興i前・に館主に鼓を基準ってjミツて柴んに事もあっ? こ。此等はし、つも 1fl1i卒、-

と云』、程 lこ訓練されて居ない j'.:文il ili! W: の梅幸日本にょっ? このである。此桜な聞係で飯同町の干2・

多の鮮葺 ｩ こ 紳士 ｬ こ 互して皐生時代 ｾｉ 境能を 心行くばかりきして 貰つ ＿二次第である
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斯〈して一年級は終り、次の夏期は日光州 ＡＨＱＢｬ ｩ ［ｬｬＢｴ こを Ｚｾ￻￭ｬ ｪＱ ｾｾｾ Ｇ Ｚｾ 賀予＿に ｉｐＮｭｾｴ 1' 1光の 111中原 lこ

二週間程滞. s : しfこのであっ ? こ。内 一人は病気で此Rnは八人で あっ? こが夜分の散歩ーは諮」、事

を忘れなかっ fこ。 Jlt 等の内には袴と舞扇子とを忘れするに R1Ji2: して来? こものもあっ? こ。共は

橋勉君主 ｆ 帥 匠と して仕ￎＩＱ ｦｯ の稽をな し、 ｉｾｊｌ 前崎 式や氷滑式の形式を表 ｬ ますものさへ出来＿この

である。 叉橋勉君を? 宗家として丙午併は東遊びと云」、共通興伎がある。諮L l i J の徐伎なるが

羽次のキリの東遊びを太政の間に fe? して二人 又は以 1-，の: ! ? i ' ーが詩ひながら扇子を廻して行〈

ので 、建築史を科つに直後であっ 1こから 、 フランボーヤン ト式と 11千ぷ型式も「11供! こ。訟の

出来るも のでも知らぬ宥でも 、nnと調子とに合して行ひ作るものである i¥士、 日光 lこ於ける

夕食後の十分Ａ立は騒がしさ事であっ ｦ こと思ふ。是等が橋勉［ｦｩ・の計々に遣し ｦｾｆ 八 ｔ こる主なる

ものである。

兎に角橋本fl 'は要領よ い、こに わらぬ製生であっ? こ o 1jj し日光のをに於て過然栴干の話

が1+'， 1こ。同草寺米骨て梅干の味を知らぬと云:l 、。食って見ょと勤めても従はす、 71予が美でな

い味は推察して照るが l' 会」、必要がないなど、議論 lこ花カ切tいて、何れは菓子の内八梅干を

入れて食はしてやると、悪品連中は心中に秘して居? こが，三十三年遂に共を賀行する 場 合

がなかっ ｔ こらう と思って居る。柄叉日光 ｩｾｗ ＺＨｆＮ中狐狗加の ｈＧ ， 来る ＯＱ｜ 列記ぬの話から山中原の老

人に而も 雨の夜訟の;ム- 竹三本を切って米てFi ひ飯綱の2去を借りて質験しにものである。八

人の内七人は興味を以て片手を出し荒のj 二に乎を蹴れ風呂敷を掛げて 、 コックリさんの氷

壌を待つ fこのである。始めは五六分位で共来揺が註文通りの足lこ現れ、柄数回初ー々なる質

問に針して返答を受り、終りには風呂敷など Ｈ ［ ｕＡｾ < とも共現象が表はれTこのである。大部

分は始めて質験するものなるが質際表題し ｔ こ事ぞ信じ＿このである。ォー ご Ｑ 三 ｾＱ 卦りぬ橋本君Ａま

如何しでも狛イ言じなし、 o li f( jかが特に命じ? こ足を泉げる慌仕事するのであらうと現に Il の前

に論より詩践であるによを信じない。骨折 の事でもなき l吹片手を此誌の ー卜. に世い て見上主

事つでも承知しない。此桜な W(，げない賠lまイ、思議として遂に逝ってしまつに

檎には徐り趣味がなかっ ｔ こらしし、。木架合の義務的展覧手ＺＱＨこも ｩ 漁り ＱＱＧ ， し ｔ こ事を世えて Ｉｬｾ Ｇ

ない。

イ ｾの ＷＱｴ 父が秋になると艇の格桐の一葉を拾っては縁 ｦｲ Ａｉｊに腰掛りて殺しそうに日をｼ眺めて

居＿こよ ｴ 云ょ、様な趣味の感化や 、 叉文撃上の方商に何 ｩ いて居 ｔ こ棋で 、 森川思 ｩ ＯｩＮ ｲ とか 、 よ ， ｉｾ ＺｴＮＮ

涙荷: とか、問口鼎: 軒が云々と云ふ事を 、火鉢を悶みながら杭々の事を聞 い7こa見えがある。

尾花は風左藤fごと 云ひ風は尾花と藤fごと云」、。なとは今納ノj 、耳 l二時って居る。

蹄省の汽車中他人の菓了・ｾ間違へて食つにと云五、粗忽かしい ［ 友人を持って居＿こり、隣の

秘蔵狛を日置流の建人が弓で射て獣皆 ｬ こかりつり＿こり。Ａ照架狂 言の 糸助 三郎 Ｍｊｪｾ にへって

興行して廻つ? こと云よ、;友人があっ? こり 、特居すると磁石で南北 を決定して1m固"t: 王し〈南

北に敷〈と云よ、秀才なる友人があっ? こし而し て肱風の京五と初出fの有様をお民 lこJI' x.らし

fこのは橋勉7守であっ? こと 云ふ。
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此〈して二年とな b三年 となると製|茄l宗の歌も夜注して来て出IJY' 天小g;' iの按色も/ + ' ，る。共

に岩本院 の 稚了ー育ちが時々ｾ号本院の洞でとなる ので 、ＺＦ＾ｬ ｊ は聞かぬつも りで も自然耳に入

ってドット笑ひ出すと、柴境に遊んで民Tこのに、オウ↑ 亡がしいと製悩| に熱I'Pする。か、る

黙から岩本院と云」、11乎ぴ名も/ + ' ，米? こ。共他謡曲的長唄も l判 る が 此 方 l立聞き' 1
1
斐がある矯

め、おとなし〈諮はして置く。諮でよく聞くのは石係、山姥、特知鳥で、内てーも 三時過ぎ頃

は、裟婆にては脊知鳥やすかにと見えしもーーと 三 ｈ の ｦ Ａｲ ￬ 筆と鉛 ｩｆ 削とを ｈｾ Ｍ ＭｹＮ ｴ こ拍子守ぎ

って 、営々の煙草一本 t 云よ、底のうさ晴しであっ? こ械に思」、。

か〉る黙は記憶に存して善知鳥の謡などは持迄今猶残 っ て居るが三年 の ｾｉ Ｍ ｉ 頃からの容は

夢の様である 只結婚にますする聞合せは{突が皐生ながら !，' ，向 f このである。共後1突が病気とな

り 、 橋 ｬ 也君は ｻ 業の伎の結処がよ くて卒業直後払切 十＿ し引 続き伴太の陸軍 に 私服しに ｾ￟ Ｍ となっ

? こが送別命ぢせ十停車場に見送りもし? こ覚えがない。

共頃は各自の事で除硲がなかっ? こと児える。去五月建築製令晩餐手? に於て久しぶりに京

都都ホテルで内ひ蹄; 主出 口の椅子に偽り親しく談じ且同T l の夫人" & 他の夫人等三人が阪 'lil[1

から Jli' uって京都のi/ l : 宅訪問の手筈となうて居fこので時間などの打合せを10 して橋本T¥はう，:11

人に せかれて木屋町に自動車をヲ ｉ ￬Ａばし侠は電車で蹄つにのであっ＿こが是が三十五年ｾＨの税

交の最後であっ fこ。

誠に橋勉君は事業家らしいタイプであって共j主に精進され合ふ人毎にわー気の511であると

悔みの挨拶を交げるは生円 l斐める生涯を完成し Tこ事と満足しでも悪る〈はあ芯まし、。愁に

は限りない故共の代なる後櫨者良平君も !日] 1[j' i X %; で同じ製佼の卒業生でめるから渦足しでも

よいであらう。只供としてはもう少し働かせにかつ f二位nn も1! 日命向i告をょせるであらう。
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時を待f こす・パサ リ終ちしょ桐一葉 〈十四年十月二十日)

労 務 者 住 宅 の ト ッ プ

7 パ ー ト ご 燭 立 家 屋 5 0 戸

産業部大阪では厚生省とタイアップして職工さんの伎宅J別l綬和に大析にが 、 こん

ど大正広工場向から ｬ い山製鋼所がトツフ ・ｾ ・ 切って話題の工場住宅を新設すること〉

Ｑ ｩＮ つに。同製鋼所で計剖中の住宅は ＲＰＰ 人 の職工さんを牧察し得るアパ ートと、ｾ ｾ｜Ｈ

工さん 50 家族の Tこめの澗立家屋 50 戸で、木i ' l t川尻の工場附近に敷地主7物色目下交

渉中であるカ ;1まY 交渉成立の見通しが付い? こので 、 十日間以内に資金調整法に従ひ

ＭｦＡｬｊ， 形式的に、大蔵、厚生雨省へ手績を ＪＧｬ ｾＱ こうへ Ａ 内工場制の正式許可をまって若 ー で Ｎ

することになっ＿こ。 ＴＰＰＰ 人の持務者を擁する同工場として今回 の 計制は ，包［ｾ要 する

もの〉みの施設で 、今後必要 に臨; じてどしどし増設する方針である。 ( 11，22)



本 年 度 建 築 界 の 重 要 問 題

力日 藤
基

Eご2

土

口

昭和十問年も終り を背げんとするに '討って 、過去一年間を! 日! みれば、 ilfj 年度に引制〈戦

時開制下にあって我 がｼ或ｼ米什有の Ｍ ＼Ｉ Ｇ ［ＺＩ倒的 ［ｩｩ 般の［Ａ ￭ｬｊ ｊＱ｛カ河 ｪ かれ 、 之に作って建築界ｽ走者 ｉ｜￯ ｬｪ ｾ Ｍ ｉ ・

i!i リ界に大きな影響 と刺戟を! l i Jへ? こ。而し同氏は等しく時局を認識して開策に Illri J.I低し 、戒 は

協力し凡ゆる犠牲と忍従を以て之に封彪し、今回我悶が起つ? こ最大最高の 円的である米疏

新秩序建設の大偉業に向って純ブJ を子供げて寄らに jfuつ〉めることに今夏百円ふを要しまい 。

今その 一年間に 起つ に建築 上の 毘要な 問題を念頭に浮ぶま〉に述べて見る。

1 市街地建築法令の改正

市街地建築物法令 も時局 に制 肱する ? こめに本年二 )'J 一部の改正: t 行って 、防空_ I - . の必要

からｾＺｩＧ也地域の制度を設げ又地域 ｩｬ￭ｬｊ にＨＺｩ ｴ る主 ｉ 也市 Ｑ ｝Ｑ自主主＿従Ｊｾより ｦ￬￭ｾ にし ｔ 二、即ち工業地域及

未指定地は従来の三容 ｉｊ の主 ｊ ｬＩＡＮＺｴ問書 ｬ 同ｾ ￭ｾ げ ｦ することとしに 、 叉術生保安卜 ‘ の見地より ｻ Ｍ ｉ ，居

専用地医及工業専用地w，; : ! l i 1J i ' 認め f二、共の他路幅も四米: t 最小限とするこ主にせられ? この

である、従って之れに附随して和々の改正は h れ?こ 。

2 防空建築規則の授令公布と防空計重

防 ＵＧ ｾ ｦＺ 手主力Ｚ可 Ｑｾｪｾｦ 剖｜￯｜ｪ : t 救ょ、 fこめ にli'H_l I !l II :η 公 { ji : t 見fこのであるが。之れも全じく本年・

二月に公布四月から 施行せられて肘る 、即 ち ン Ａｾ規 Ｇ之は ｔ 川町 ｊ 血建築物法ｾＨけー二僚の規定に恭

いて出て居るのであって 、w : 京は四月から共他大阪 、京都、防Y1' i、名古屋を始め 川11筒、 fj 't{

須 賀 、果 、下 関、門司 、小介 、 戸畑、八幡、京総、佐| 止似し- * 鋭的、前島 、iji 日間 に八月 一

日から賓胞せられて居る 、来 年 lま更に謹if 日昔I¥i¥j : t 哨すでゐらふ。之れにうt って東京及大阪

にあっては莫大の費用と人 員をかけて木出家屋の火災質L院を行ってゐる。

この規則の適用に依って今後新築される木造家斥: は防火的に建てられるが、既成木浩に

針して共の都市の 重要な部分は 、防 火改修をすることとなり大li ，反に於ては二十高闘の問J i j!

柿助に依って着々進められてゐるし、 叉防 ｾｓ 十広範何匹も ＱＫ Ｑ Ｑ 来 上 ってゐる。「 日材として の日 ｪ Ｎｪ

火木村も五月に内務省令にi kつて規栴が定められf こ。

防空計剖の 一部と して各E 要占相都1唱廿引lrれ宇)市l

3を? 始め堺汁市f に於ても司市J 内 E中十ド判I川J恒恒要所に二ケH所}庁T築 j浩i主Iする計 i剖!E出別i日Mリl力が;延巡逃!主iめられ近〈賓賓司現する、 之れは

昭和 Ｑ 十二年の臨時議併に於て六大都 ｲ｛ｩ に賞 施ｾ 見 るベ〈決定せられ Ｗ このであるが 、 本時局

は一層その極めて 1必要なことが認められて共の| 貨を早め 仁 左云へる 、之れに要する餓筋の

配給等も特別に受給を得るであらう。共他サイレ ン、! ! 川刀高塔等建築的施設として愈警防

方商の所況を呈して来fこ。内務省に は七月三 日内務省告示を 以て防宗研究所が設置せられ

内競技師変問厚介氏が初代所長に任命せられに、即ち之れ はF主[l¥: 防宗に闘する研究機関で
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あって何々な調布研究をなして ｾｍＺｾ ｟ｉＮ Ｎ の指導方針をｊｪ ＧＨＨｪ Ｇ に する所のものである。共 Ｑ 也財闇法

人として大日本防室 ｬｾ 合が四月に 設立を見＿ こ、 内閣総理大臣を合長としＡ員｜ 1或IJ えを制: 1: ili し

有力な組織と機能 とを有するものである。之れに i: i { って愈防雫施設も促進するであらふ。

5 鎖 鋼の問題及カツリン及電力の統制

鍛摘の制限に閲しては事境直後既 に統制せられて居るのである が 、本年に入 1) 時局の新

段附に入る に 従ってーす倍強化せられにー共の配給 ｊＮＦＭｭＺ も主主ん削減の ー Ｎｾ併を辿り今日 に於て は

同材使用の建築物は殆と見られなくなっ仁 、従って之れがN策として竹ifi' iの研究が慌に行

はれ示1] 1戸商工の巽助教授及首i ]i の品問氏が本年の製千? に研究の渡来があっ? こ 、一方無防 コ

ンク リ{ ト の提唱があり大阪府の機1 L ' j ' 技仰がその指針を殻表せられてゐる 、叉斉.(:i 替の 中村

I支fnnが煉瓦迭 に就て再恰討せられ?こ論文が護表せられに。餓J1i l !の統i]il lに括討する建建物の稲

類及共の重要性に就ては特に慌]:iなうj号砲を必要とするもので、者1¥市防謎の中心 をなすべき

最も必要な建築物はその京要性に就ては特に比較附究をなすべきであらよ、。

共他項Ｈソリンの統制の結果運輸に文怖を来し叉屯力の統 ｩ｝ Ｑｉ Ｑ Ｈ ま建築工事に影特 ｾｾｬｩｊ へて工事

の遅延ーを 11こななくせし める に至つ? こ。

4 木材の統制

木材に酔 ｬ して昨年来倫入ｦＱｪ ｬ ｬ 限政策を係り米依の￭ｕｾ貨統Ｚｬｪｉｪを行ってゐるが、更に本年九月

農林省令を以て用材生産統制規則 =5:'/"1 11 し、共で十月川材煩絡規定を;はごめ叉大阪府は大阪府

用材検型E規則を出して之れがJlx締を行ってゐる 、叉I.n ろべくして/ " 1 1
1ない建築商硝 lこ(:i，くる十l'

宅建築のi]li l限規定も近〈公布せられるこ E であらう。かく木村の制限の強化に依って木浩

建築界にも大きな影響を及ぼすであらふ。

5 建築技術員の膝徴

岡家総動員法に.)，-¥; ｜際 Ａｬｑ 徴用令が七月に貰施せられ建築 ｩ 都府白カ Ｔ トツフ・ｾ切って徴用せ

られ一!こ 、技術? 夜間の信念に i終えて多数の技術討が或は内地に或は外J也に男躍/ " 111恋し? こので

あって、目下それそれの主要任務に献身的野力を ｾｾｉｬ って居るのであるが 、 民間及 Ｇｲｾ ・公界に

於ても建築技術員拶 ｝Ｑ 底を告げるに至つ＿こ原因は 、 Ｑ，［ｩ ｾｊ 改者が今日の見通しがつかなかっ ｦ こ結

果であって 、llt 鮎から子千々としては問策 k の頬要問題に防! して政Irf は宏ーしく建築家主7参1¥i 1J

せらめ岡策遂行に遺憾なさを則せられfこいことを特に提言して世〈。

6 地代家賃債絡賃金の統制

泊貨の Jl 釧長に依るインフレ抑制のにめに十月十八円地代、家 賃、f附各及賃金の会てに針

して所謂9. 18物偵に釘付のストップ令が公布せられ二十日より施行せられてゐる、即も物

慣の統制令は商工省令で 、地代家賃及賃金の二省令は厚生省、から 1:11 て居る、市して今回の

統制令の賃金も主として物聞に縁の部い消費部門流通部門には非常に担〈主として生産的

な持働方商を抑へ? このであり、叉地代: 家賃は昨年八月四日にストップされにことになっ? こ

のであるがそれ以後租税公課が とり 又は改築士曾築を行つ穴場合等は十一月末 に是i E が /+ 11ボ
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る こ とになって応る。之 ｾＱ て規定の統［ｪｩＱ ｊ の紡ＡＮｦｾＨ立 ｻｉ ・宅及 ｻ Ｍ ｉ 日の問題 に 大 に 反稗して米るから

将来の生 ｬ ｾ 宅不足に ｾｩ する主 ｊ 策ぞ今からヨきいて置かねばならない。

7 工事分散の問題及都市計壷の再検討

時帰の彩惣 ｬ 主主 ｦｬｊ ｩｆｦＺＺ工業は勿論一般産業もその興隆と ｪ ｬ ｊｬ こ工場 ＩＷＺ ｊ 也 の問題 即 も工場 ｊ ｕ ｾ 方分

散の問題が厚生省溢りで伐に論議せられて米 fこ従って之れに 1' 1:; 、住宅の問題、ひいては都

市計費Ｚの同検討の必要が焔感せられてボ Ｑ こ。而し工場 ＩＧ￭Ｉ 也の問題は地域Ｚｬ￭ ｕ と肉Ａ ｾれでは 解決

することは怖を liI :に践すことは， ;ーを伐fこな い所で 、本問自と i 也l或の問題( . 1 ー開不問l十のもの

である農林符方｛向 ｩ の主Ｑｉｩ埼Ｅは ｩ 主主 ｊｦ のＺ ＱＢ Ｎ 誌への特ＯＱＧ， 、 或 ｩ 主農業主の都 ￯ ｬ ｪＩｪ止阪産業への ｩｬｬｩｾ "  

を防響する政策として農林に地域問題が三引を: せす' して工場分散を同れ之れを誘致して段主

人口 の足 ｬ ト ー めをｾＱￍどして居るやうであるが注意すべき軍要問題である。

勿論従来の工業立地の l球散化及びある程度の* 事置は必要であるが 、要するに大工業立J自

の要素は材料調達の要肉 、労働力調達の要閃 、販路の問題であり之れ tこ)111八て更に箪事政

策的見地の重要性を関tpしではならないのであるからよれがにめには同士計百} J 也方計管? の

質現を期待せねばならない。

8 努務者住宅問題

軍需及生産力蛾 Ｑ￪ ｩ｜ Ｍ Ｑ 罰・にＩ ， ｾづいて起つに工業のｊｪ立賑 ｬ こ ｮ ってる＿務有ー人 ｮ の拶引は若しく

股[ 阪産業都市に蛸集し? こ :) '5f匁x. の数は賓に移しいものである。従って之れがTこめに必然的

に起る位宅問題wnh抜として厚生省、に於ては之等の作/ f I ¥i li に持問者住宅建設を策し之れが

宜ー現を岡ることになっ? こL ! j J ち本年度から 16年度に L、Tこる労政庁住宅供給三ヶ年: 1- 1' !英主主? 樹立

し八月二日に十四年度第 一 Ｑ 町 ｾ Ｑ Ｎ Ｕ Ｑｽ が決定しに。即ち点京 、 大限 、 京都、愛知 、 ｮｨｬ Ｇ 奈川 、 兵

ｊＧ ｊｴ 、 民品、 ＱＱ Ｑ 口 、 稲岡、長崎、ｾｾ，馬 、 埼玉の十二 ｉｬ ｾｦ 将に配分せられ之等仰向Ａ院の股賑産業

地帯に世帯向性宅30. 000戸、共同日令200向所在? 建設するものでめる。

而して世帯向住宅は 11' 型! は般地40珂i 一戸 15.1:'1'- ，乙型は放 t[l J25J:'ドー・戸 11 J ' f - を標準とし 、共同

宿合はー｛菌防 ｪＧ ｊ ，ｘ ｬ 也 Ｑ Ｎ ＰＰＰ 坪 、 建坪 ＶＰ Ｐ 坪 、 牧谷人員 ＲＰＰ 人ｩＢ根市としてゐる、大阪府答 ｉ ｊ Ｂｾ［ は

前許が3. 500戸後者の共同病合は30能i所である。

共後十 月 三十日融資制Ａ日を与とめて之れを地方長ＧｾｾＮ及作 ｊｾｓｒ 行に通牒せられ融資を開始し

?こ 、その貸出僚1tlコは IU! 限北に同澗合は3分2皿、共他 は4分21豆で期限は 20筒年以内である。

以 上の政策責現に依って一昨差常つての労務者住宅191¥底も柏緩和せられるであらうが今後

起る所の一般住宅問題に闘しでも針策を請すべきであって 、住宅政策は今後更に岡策とし

て十分の研究を要すベ〈 、』互に匙んでは人的資源の針策三}S1.oll : ｾ要すべ〈 、 手足が闘のやうに

軍需努働力の絶躍的不足の{ ，*11I : の下 に生産力抗充を，むし 、でゐる現下の情勢よりして 人口 問

題は愈その重要性ｾ 力 ＱＱ 八 来る こ とを痛感せまるを得な い 。

9 建築及都市計霊関係人事問 題

時局の影響は官史寓能 と云ょ、や うな控を生 じ淵:民主義に陥つ?こと云ふや うな非測を耳に
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す るに到つ?こが 、建築及都市計聾闘係職員 l主一層の真剣IJ I床を ))11へて米?二 、殊 tこ建築行政界

は永年沈滞の安紙* に あっTこが 、今問土木界 に刺戟せられて遮まきながら 人事の交流が提

唱せられて来? ここと は菩ば しし ・現象 と云はねばならね 、r"J j労作に於て七月訂設局 に第二技

術課が復活 して元大阪府建築課長中禅氏が課長に新任 せられに 、同氏の手に依って 人事の

交 流 Ｑ［ ［行 は れ＿こ 都 市計 書 方簡に 大阪 府 からも締 ｴｉＭＧ ， を 見 ｦ こ か く して漸共 人 事の侭 ｉ ｴ Ｇ Ｚｾ Ｎ な交 流 カ Ｚ

促進せ られるに相迅ない。市し なが ら存 々は更に進んで建築行政はタj倍持閥係を合む一大

強力な建築統師機柿: の 必要を痛感す る。

10  以上は本年度 lこ於ける主要問題と して ヂIJ 記 し?こに過ぎな いが 、時局の重大性の JJll iV:

するに伴 っ て 建築界は得 々 多事多段 ｉｕ こる べ く 、 都 市 計需Ｚ界 に 於ても新＿ こ な計設質施のＮｾ［海

に迫 られる べ く、従って斯Ji!. に臓をイずも技術報闘をな さんと するものは 、等しく自恕して

共の 組 縦 を 完 出にし 協 同 一致 進 取 的 鰭度を持して ｾ￬ｬｮ ) J 日本の建設に巡逃せられんことを望

んで捌筆 する ( 昭和114.1 1. 7)  

技 術 家 の 大 量 生 産 案
決

.r-L噴

刃=L

旺盛な生産力抗充の要望 にll'aへて文部符では前年に引絞き 15年度に於ても商工の

増募を始め高農高等水産の全商にわ? こり大々的な士f}慕計; !引を樹立、大抵?i に釘し折

簡を試み てゐfこカ;u.c - -:7，く夜定の結果商工の増員 l主新設 7 正:j工の 1. 400 名の i合幕をは

じめ'として約 2. 000 名の増募が承認され遅しき生産力の臨逃諮を泰でてゐる。 即 ち

会高ヱ_ _  第一弐持定 によ っ て 冶 金 ( 熊本、仙牽 前 商 工 ) 搾 鏑 ( 仙 蓋) 電気工製

( 徳島〉の同率科( 各準年40名) 新設が承認されに外、保tT樹、多賀 、E1t 問、字部、

久留米、新居僚の新設 7 高工は l1J j森より各校とも定員 200 名を 400 名に増謀、 ま?こ

今春 5 月から開設されに金運 ( 化襲、機械‘ 電舎{ 工製) i賓松 〈化接、機械) 神戸 (

精密機械〉福井 ( 工作機減、電策) 山梨 ( 工作、1平川D 長岡 (: 1' . 作) 徳島 (:C{' Ii )

秋田鋸 山奪門 ( 電気、金属) の 12肇利はそれぞれ定員を 40名 ( ー皐刊) から 80名に

増員 するこ とが承認され決定しに。

合高農、高等水産= 一貫主の結果 岐阜高農 の段段墜料、 上回震 紙 の 繊*H皐fl 新設

〈各 40名募集〉 と宮崎高農の獄階科20名募集は承認。

会その他- _ 下級技術員養成の? こめ 工業撃投 191製利分約 7.640名の檎募北ひ1こ7J，産

率校 ＱＵ ｾ 星科 Ｈ ＶＰＰ 名〉農事佼 Ｙ 皐科 ＨＴＰＰ 名〉を彼活要求 中 。

向 折 衝 中 の高等 水 産 、 高等 山 林 、 ＡｬＱｫ賠専の Ｓ 高専佼の新設計 Ｚ ｴ ｴ ｾｉ ｊ は物資の ｪ＿ｉｬ 底から

ff 現 は不可能閥ぎれて ゐる。 ( 11 . 22)
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新 名 種 夫

器家が治療に劇柴の類を使ょ、場合には 、次第にその量を; 憎して人惜のそれに釘する抵抗

力と油脂性と を増加l しつつ遂に治病の目的を達するのを普通とする。

一昨年のZ火、資金調整法に引続いて鍛鋼工作物築造許可規則が公布せられ! こ時、ゐれ程

に大i頃ぎを演じTこ建築界であっ fこが、その後一躍幾つの規則が出 fこのか 、全く教へ切れな

い程であり、而 も l っとして建築界め自由な活動に強力な制限を加lへないものはないので

あるが、最近では業界もこれに謝して冷静にます策を講 じて行〈程度に、時局迫感性を増加l

し? こかに見え る。

統制法の一方には、 l つはその結果でもあるが、建築資材の供給不足が 、釘、ボールト

の類からセメン トに まで及び、若し慨にこの現象がもっ t 念激に到来してゐ ?こ とすれば、

業界の騒動は査し想像 に飴りがあっ? こであらう。

質際、眼を閉ぢて静かに事:境計I と今日とを比較して見よ 、これは全〈 大使、1i .鑓 り方であ

る。明治開閣以来の日本がその下に設民して氷fこ自 IJ1主義は、この 2 箇年* の問に杢〈強

力な統制主義に置き換八られ、その効よｾは既に我々の日常生活の Ｊｉｕ かい部分にまで、ひし

ひし t 感じられつつある。

この 鐙 化 を比較的平 ｾｩＤ 謀 に 成し遂げにものは 、 l つは支那事起きといふ未曾有の大事件の

推進力でもあるが、今 l つはそれを背景とする 2 年牛といよ、歳月であると思ふ。その聞に

尖第に強さを［増して行つに統 ｈ￭ｬｊ に劉して、ｼ 設 ＱＱ Ｎ｟［ も悩みの ｾｉｊ に漸次 也肥ＨＧｪ ｧＺ を獲得して行つに

のにと考 へられる 様に思五、。

建築界に就いても同様で、今日も向、追っかりる如 〈矢檎早に護せられつつある 、建築

ｉｾｍ 係の各和統 制法並に その矛市にまで 、 業界は兎も角も相首な理解と幾分の諦めとを 以て

割合冷静に封民主して行〈棋になって ｾ､ こ。

事境以来の業界を振りかへり 、 吏に本年ｾ回刷して考へられるものは抗 ｼ にこの削で令あ

る。

?な 1年 ?な

t: が、 これは業界の人々が心照的に時局i¥t. J/. I感性を増加l し? ごと言ふに11: 1) 、続出IJ そのもの

が綜合的に整備せられ 、それが関市・に運!日せられ始めにと いふわりでは決してな い。

統 制 法の釘ｾ＼［，は続々高 ｉｉｉ か〈なり、 それに 作って各自立の矛盾撞着は、次第に精力 ｈ しつつあ

る。本年を四日iして 、建築界カ Zかくまで冷静であり得る ことに百Ij 目するのは 、一方に於て

統制に依る 業界の トラブルが依 りに 多L、からでも ある 。
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この原因は| つは統制法の不備iこ依るものでもあるが、より多〈新しい統制法 C Ｍ ｊ Ａｩｾ、規

定や習慣との矛盾撞着に起因するものである 様に思ふ。

例んば、官公署に於りる建築炭術者の不足などに就いても、 一方に於て閣家ー総動員法ま

で鼓動 して、 建築技術者の徴用に非常手段を ｍｾ［ じてゐる時代 ｬ こ 、 一 方に於て各官公署では

多数の建築技術者を各部門に分散して 、統合して、 一段榔化すれば充分有無相通じ得るに

も ｉ ｾ ｍ らす｜従来の行き掛りに摘はれ、安易主義に流れてこ の 極めて簡単な皆絡機構の統 ー ・

さへ符J し得子、徒に人員の不足と事務の組長淵? とを?嘆いて ゐる 現) J えである。

ｊ 仁、建築資材 の 統出 ｉｊ から米る手紙 の 煩卵、品不 足 に依る材料 の 入手県 ｦｾ 、 及職人 の 手不足

等にｾ＼Ｑ象算の超過 、 工期の延長、設計の 挫 吏等の場合に 起り つつある 幾多 の商笹 ｴｬ なトラ

フソレなども 、建築主割前負者間の契約規定なるものが、 〈仰に 101:1:古11以外の官公署に於て)

皆態依然＿こるものであれこの急 Ｚｮｩ な枠換期に廃する ｪ リ ｲ ｊＺ Ｉ、の ものでない Ｑ ｾ に ｾｉｬ 来するもの

が極めて多 い のである。新しい酒の察官器として古い ｾ ｾｩ 袋 ｩＺ その 悩伎はうとする所に無理が

あるのである。

閣筑順胞とは、 iJi ｾ、態度に於てこ の ｊｕ Ｍ ｊ の ト ラフル に ｬ 耐 えて 行〈 の 主は 反 釘に 、 新し い 革

新政策に臨する様に末梢に至るまで一員ーしにf ! i iJ 度金確立することでめる筈亡。

口に臥薪嘗l院: といふが 、物資の紋. 乏を忍ufJ J す る場f? と、児むべきを吏めないで起る商

倒を糊塗しながらその日悲しをするものとは自ら区別さるべ Z である。後者こそ却って園

筑11国臨への怠1支としてヨ|明[ : さるべきではないfごらうか。

質際にこの時代の悩みを受けること放も 多く、Iui も:叫定や:J ilJI立にItlJ して設言する機千? に

必まれることの少ない建築技術者として、本年制 Ｑ ￭Ｑｩみ米年をＧＱＺ象氾Ａし て Ｉ ｻＺ ｾ ｉ ￴ 言 って泣き広 ー い

事柄の l つである。

'(::( 

*  

i;{ 

j羽材生産統制規則が本年 9 月農林省令として公布せられfこ。

木材規t栴の統ーは業界の久しく待望する所であり、我建築 協合に於ても、幾度かこの問

題を? とりあげて研究し、又?f;局に建議する j引Iがあっ fこが、今回これに依って木材のがl怖が

兎も角も全閥的に統一せられ、この意味でー雌業界の希望が述せ られ? こかに見 える。

fごが、これを公布さるに首つては、何故に日本棋準規絡 に法的根践を持? こせる松に考地

しなかっ? このであるか。

ｉｬｾｪ こ ｌ 省の日本棋準規絡は 、 資 材 全 般 が 絶到に そ れに ｩＧ ｜ Ａｬ 践して ゐ ＿こも の で は ないと は言 へ

兎も角もそれカ; 1つの強い繰り j引となってヲヒ分の陣j泌を設Jjll してゐ? こも のであるにりに、

そこへ良林省より 全 〈性質の具る統制法が出るといふ のでは、材料全般に渉る日本松司t仏1，

格の構成を傷り 、一部の統制の需に却って既に出来上ってゐる大きな統ll Jil堂前Lる感じを伴

って 、こ の上もなく気持が匙lい。

ぞれに更に不思議に思ふことは 、イ可を? 好んで尺貫法を係 j刊レIこのであるか 、建築の l'i1fな
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が漸〈米法に統一せられ、市街地建築物法に於ても最近改正せられに部分は全て米法に改

められて、建築の仕事が漸〈米法のみで出来る所まで進んで来? こ所へ、何の鴬に殊更lこ尺

貫法ｾ採用し ＿このか 金 〈了 解に苦しむものである。

市もその内容の、煩維な程に細かいのは、これ亦何としに事であらう。統制とは複雑煩

政なものを簡単明瞭に整理する所にも大きな意義があるのだと思』、のにが。

i:I i:I 1年

又 、用材 生産統制規則と時ｾ同じうして 、こ れは商工省令として 、 木造建物建築統制規

則が公布せられ、 11 月13 日から質施せられTこ。

この規則の制限を受りるもので最も多数に上るものは恐らく住宅建築であらうが、自家

用住宅一一将司西で所謂「居宅」に就いてはこの規則の制限に依って、恰もワシントン合議

後の日本J海軍と同様、延長ji. 100平方米を如何 lこ有効に利則するかが研究せられ恐ら 〈完全

な宰聞の利用とその質的向上とが招来せられることも想像せられる。

所が一方、闘民の大多数に側係ある貸家住宅にteJ しては、この規則は恐らく家主に便利

な口賓として利用せられる恐が非常に多い。

務 ｫ ｬ こ戟時 の住宅難の所八 、 一方に於て家賃を抑ｾせられてゐる家主としては 、住宅の 質

の低下と同時に、これを口賀に坪数の減少をも企岡するでめらうこ左は充分に想像せられ

る。

「斧で人聞を殺すことが可能であると同様に 、不完全な住宅も人聞を殺すに充分t.:' J  

岡民日豊位の向上が強調せられてゐる折柄、尚工省の主 ｉｾ 盟［制限と平行して、厚生省は住宅

の質の最低限棋準を 、法令を以て規定する必要はな いか.

i:I 1公 i:I 

本年末に於て建築界に最も大きな話題を投げかりにものに、 J占、盤上荏設計悩| 築の懸賞・募集

がある。

質際今日まで致~切れない程建築の懸賞競技があっ? こが、それは多くの場合、建築家仲

間の問に fごり問題になっTこもので 、今回の忠型車場; の場合の様に 、全間同の関心を集め にも

のは嘗てなかっ仁枝t.:' 。

これは大1拡 大 毎・をはじめ、その系統の東京のジャ ーナリ ズムが、J占、盤頴i彰台の事業主?

後援して、 その資金の募集 tこーー役買ってゐるのにも依るが、何よりもこのJ fl 鑓下、謎閣の

英霊の熱念。嬬 ｩｾｾ するといふｾＮ［ｴが、全凶 ｩ 亡のｼ刺 心 の的となら ｆ るを得な い 則 ｬ こ ｊｊｪＨＱ 討する乙

とは勿論である。

この設計・案が忠烈無比な我が; 将兵の純粋1J!fi垢な赤誠を? 表徴する主同時に 、;tK速に不動な

る日本f j 1jJIIi II ｾ具現するものであるべきことは募集規之の針鼠 に 記されてゐる過であって 、

高一臨募闘案の選定よろしきを得ない場合には、 11世に謎闘の霊に到して申認なきのみなら

す｜問民全般に誤つに建築 Ｑ 明石 ｾｴｬｦ｛ え附切る危険を多分に含むことを恐れるのである。
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この賠に就いて建築家側の審寮員 に劃し一一今日まで日本精紳を表象するもの主して、

軍人合官官や名古屋市騨舎や、寓閤博の建園館等ーを首選せしめに同じ人達が、全部ではない

が大多数であるが故に一一この際今日まで の審奈態度をー榔せられ、建築の根本精紳に立

ち蹄って審議に省られなことを期待するものである。

賓際上述の如き今 日までの懸賞首選岡案が、新日本建築の設建を何れ? ごり阻害し? こか想

像以上であって 、全国民注l硯の焦里山である今度の懸賞競技は、 それfごりにー商 うま〈 成功

してよき園祭が得られTこ場合には、今日までの誤つに建築1闘を 3是正するによさチャンスと

もなり f与ると考へるのである。

嘗では叩胃に身を固め? こものが日本古武士の姿であっ fこが、今日の我勇土の姿は織兜、機

閥銃などの近代的武装ＷＩ中 ｬ こめる。今回建設せらるべき Ｎ Ｇｾ、霊塔も様式的には飽〈まで現代

日本を表徴するものでなりればならないと忠ム。

今日までの懸賞首選間集を日iみ、 主Eねて審脊員の猛省主? 促しておき度いと思五、。

><11 1  2  

三五0 0年前の「おろり 」

飛騨上野平の古代人住居士止から貴重な石斧などザクザク

高 山市北郊上II牙平一晴子は石器時代の大集l型住居I止あらうと想像されてゐ? こが、

さきに飛騨古代史の研究にとりか〉つ? こ東大助教授八幡ー令官氏によってわが凶有

史前の素晴らしい「ゐろl J J が護見され、いよいよ古代人の性居1 J I ニであることが

到定されに、この新設見は八幡氏が郷土作家江馬{ 彦氏らの日UJ 力を得て調奈ぞ蹴げ

るうち上m} 平に石器時代のおもかげをのこす貴重なものが在日もれてゐるに遠ひな

いといよ、想定に本づき去る二日から同所字尼崎( 高山市本母、橋本氏所有桑闇〉

の一部を質地踏奈し三日から人夫数人を入れて設掘し? こ結果、六日朝になって約

六尺の地下で方三尺、深さー尺五寸の立仮なフアイヤ ・プレ ース佐渡見、さらに

掘 り扱げるうち同様石造「ゐろり」が現れにので 一同思はぬ掘出物に倣聾を畿げ

?こ。

このフアイヤ・プレースは十貰ぐらゐの石塊七伺から出来てゐるのと三個で

出来てゐるのとこ種あり、この lまか細紋土器数百片、 j岩製と打製石斧など石器

類も多数抗出され? こ。

同氏は午後六時二十一分殻列車で司蹄京し? こが、 このゐろりは年代にして三千五

百年は粧つてをり蹄京後早速飛騨の全1:居I止につ いて新研究を瑳表することになっ

てゐる。( 高1 . 1 1)



建築物の強度計算に於ける

仮定風墜に関す 3 研究 (第2 報〉

「建築物強度計算用風墜規準案に劃する解説」

以 日本建築協合 災 害 強 度 委 員 曾

( 1 ) 緒

-雲 吾

Z 司

本報に於ては第 1報に瑳表せる規準案の解説を鴛すこととする。

問題を簡単にする 矯 に苦々の取り扱ょ、建築物 l立高さ に劃して間口 が充分長いと 1限定すれ

ば問題は二次元的に取り扱って差支へな し 叉大部分の建築物はその横断閣の輸出iが屈折

を有するから j武監の分布は所謂 Reynol d 数 に影響される こ主力: 少い。即ち 表商の組 きや形

が相似できへあれば比較的小さな模型を用ひて左程大ならさ' る風速( 苦々の宜験に於ては

30 乃至 38. 2m/sec) によって質験的に求め f こ結果も質|控の建築物 に大なる風速の風が問機

にあ? こつに場合 左大 して道具はなし 、。依って吾々は高さに比してnr J 口の比較的大なる模型

をmひて宜験 にHd之を求 める こととし夫れに 用ょ、る供試髄は出来 るだげ多 〈のM態保1t!"

を供へる如きものを選ぶ事・とし＿こ。その結果屋根回に於て勾 ｾｩｅ 商と鉛直商とを有する事 、

質際 J -. 単ーより多数連総に迄配置される可能性ある事及在来の質験に於て余り取扱はれて

をちなかっ?こ事等の J]) F. I  Iによ り 「鋸臼J! J ¥屋摂を有する梨柿」を使用する事とし?こ。

形j伏寸法は椋高207mm IJ汗高 140mm It¥' J 口322mm奥行 132mm招此 10mr古屋根勾 illiE約30

0

の木製曲 とし、 表雨.は質| 祭のものに /:H来る l決り接近せしむる考の下に 窓陣子、屋根瓦等を滞

肉l!lJ e し壁商白木鈎掛 とし或程度の摩擦商を附してめる。屋根商は! J i l を担lMi 軸 として棟に

於て j 二方に聞 き得る如 〈し各表商には内fA ＰＮＵｭｭ 以下の良輸省 Ｚｾｊｔ ｊＱＮ 付 け模型 内部を泊し

て ｇ￶ 式精密風 ｾＱ ｦ， ｮ こ ゴ ム 管を 以て連結しで あ る。

導! 出管の数は各模型に就き鉛直天窓部 に64筒、屋根商に45筒、堅商は雨側に各21簡 とし

特に最前列の模型に限り鉛直天窓下の前壁画に144簡を取付 りである。

此等の模 型 訟を風洞内に於ては直列として ｬ 棟より Ｖ 棟迄ｾ連 接せる場合及び 並列として共

列間隔を椋高の夫々 0，75、1. 00、1. ＲＲ 倍 の Ｓ ｾ 主として各列を ｬ 棟より Ｖ 練迄主せる場合及び ｬ

棟のみに付き 屋根勾配をｾＪ々 に 鋭化廿る場合 に閲して ｦ ｊｬ ｊ Ｓｬｦ し＿こ。

ｊ ｬ ｾ 等Ｉｦｦｩ｜洞質 験結果の詳細 ｼ は昭和 ＱＳ 年 Ｒ ， 3月蹴「建築色 町t!: 令」誌上に於て既に設表せる i"J j

であるから菰では之 を省略するが; 針んは此等の結果を用ひて:!?c の如 〈考察 し?こ。

( 2 ) 計算規準用風塵係数の算 出

賓 際 に於て九て の建物は窓 、出入口 、 煙突叉は ｾｩｴ 踏を通じ て Ｖｾ 筑の ｪ 結 決がある。従って
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「建物内の出力は外出に ｉｶｍ 注し且屋根叉は蛍臨の任意思 Ｑｩ に於て共民力は ｉｾＡ［｜ こ内 外出 ｊｾ の仇数

的手11である」

若し「風に向って開口が開かれてゐる場合内陸は共関口に於ける限界線内の｛ｬｾ力に一致

する。即停滞鹿である」

若し r mll 慌が大なら Y る純聞に於てはベルヌ 戸ヰ の理論に従ひ流出入の空気速度は其IIJl

| 慌に於げる盤力差の平方般に比例する」

依って「間隙を過して風が吹込む場合はJ王j 鹿は外国Eに比し常に /J 、なることを示し叉¥l t J隙

の位置によりでは主主々内陸の低下を生ぜしめる」

この疋TI 念は一般建物に於ては「金内陸は吸引力なり」と 言ひ得 るのである。

叉I! JJ ¥燥を通して宰気の流動大なる場合即 風 k 町、風下町を過して開口の開かれであるがl

き場合は風は擦過風となって共背後には i阿佐生じる。 r同一気流内に於て辿度の能化を! : t

ぜる場合、共辿度ノになる部分に於ては他の部に比し陛力の低減を来す」

‘ 誌に動粘性に闘する Reynol d 数は省略し得るが或加の引張 -j ) - 5 ? 生じ{ 商品風の在る| 自主界内

に於ては臨 ｊＩ の低下ｾ取し月ｊｪＭ ￠ 目吸引の作用を生するる事左なる。

以 ｫ の如き ｸｭ 念に主主き古Ｚ々の ｆ 日ひ＿こ ｻ ｊ ｨ 試鵠ＺＺｴＧ考よ、る時は内陸の動きに闘し夫が同日， ｾｬｊｪｾｬｴ

等により i11世策特ならしめられてゐるとしても( 従って殴力計に多少低下して現れるとし

ても〉世々は比率を問Ａ自にする ｲｾ げであるから此の事は何等不都合な〈多少の ｪ 局 ｩｳｬｬ ありと

すればーj音質際に近くなるものと認め、そこに表示せられに数値は絶髄完全策特若〈は内

貰( ソリッド〉なる 1M:;:¥: 髄 lこより得られ? こ数値より は克に質NJ 的に信組さるべき j状態にめ

るものと考へられる。

今表面上にｩｬｬＩｪ首に座標 ｩｬｬｬｩｬｾｾ り

全 国，ｾ 力・・・ ー・・一 . . R

模型の棋準長・・・・・・ l  

とすれば至近 ｬ 師卜 ｾＱｦ Ｚ ｕ の ＱＱＱ に於りる ｪ 瓜肱ブＩＰＺＧＮは

d  R  ｾＧ～Ｂ Ｂ Ｎ＠ ， ， 1  V  I  ¥ 

]J =  ､ｾ＠ ］ ｃＧ ｐｖｾｦｬ＠ ( xy)  ｦｾ ｴＷＩ＠ ・・ (  I  )  

誠に A ・. ， luj &'i 

p ・ 2主筑の特j度

叉は

dR 、

ｾＧ ＮＧ＠ _ ... I  VI ¥ 

d. A=C" fI (x，y W(  ｾＧ＠ )， ・… ・・・ (  2  )  

Ｑ ｐｖ ｾ 、 ［ I  

風 辿 一 一 ・ V

空気の動lli 性係数一 ・・ ν

_  pV2 噌 4

然るし -T ｬ ま千行Ｗｬ｜＿ｊＧー風ののする ｬ 技渇 ＱＱ 醗Ｈ停滞歴Ｉであるから之ｾ ｾ＠ lこて表せば (2)式

(1  

す=C"[I (x，y  Ｉｦｾ＠ (子) """"， ( 3 )
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VI 

となる。然るに ｒ･ｹ ｮ ｯ ｬ､ 数一ーは不辿紙流にますしでは余り影響を持 ｦ こないから ｬ 乱闘，ｾは之
ν  

に無関係主考八れば

IYI¥ 

ｦｾ＠ t  - ; ) は常教と宥倣し得る。 i

l

皮削lにこχ
( 3わ〉式は

J与L=  CCぴη竹刊fμ吋'f川ft

"  

となり T/ qは只位置のみの l通j肢として表はされる。之を C とすれば

C = ? = C叩 y) ............( 5)  
一一

p;  C1 7・D. 0 4 J f i ' 1' .. .  '-'/;，.1; 
下・ J . 1

放に (x，y) 史} i の風魅力度Pは

ｐｖ ｾ＠
= Ct t =C・(- T 〉 ・ … . . . . ( 6)

ｾｉ ｉＭｊＮ｟ＺＺ＠

1m1]7μ 

( 6) 式中V は水ヱ|三風速でPは

ｰ Ｍ ＱＮ ＲＹＵ ・ ｟ｾ Ｑ ｾ • _  ｾ＠ ) kg.sec'  i  一"': ｾ＠ g " c，c  ) . . . . .  (  7  )  

一万了8 .1 + O，004t-7 60い 1 " J  

主主 ｬ こ ｐ は大気Ａｴ ｬｾ の平均値Ｈ水銀柱の首 ｊ m. m)  

t は温度の平均値 ( CO)

普通地表附近( 大約前j500m以 内) にては

P= 760mm t =15
0

C  を標準と巧へ

P=O.  125 r出判 .........c 8  )  

、 円1 冒 j

t =O.  ＶＲＵｃｖｾ ・Ｍ 一 Ｍ…・ ＨＹＩ

之を全両前に就き千六分すれば

R=  1  Pda =  1  qCdA= q  1  CdA … ( 10) 

之を全商的につき平均すれば千均Ｉ乱回 ｾｾｪ ｊ

I1f)5 は

) 5=巧些

)5 

)0 

I1 

j  

|メ

、柏

電三p

ｾ＠ 10 

h 宅F

.  、6

15 

。

1/  
p  4‘  

17 

1/ 

膨

小i  

ｾＧｉ，￭＠
1  ... :  

区
令!f! 官

1/ 

防

色こ

11 C出

v  

1/ 

1/ 

ど

t  

之を＿苦手々は ￬ ＡｬＱ ｊｾＩｽｩ の配位カ ［ｪｬｬ ｬｩＧ均等 Ｑ こ全而に ｔ つ Ｑ 一三 一 ｾ ｾｾＭＭＭ］Ｎｉ 0  .1 . 2  .3 . 4. . S 

丘つてゐるから誤差太ならす' UI :J.¥て附l阜の? こめに

n  

rt2ci  

)5=一 千

とし 、之を| 訓示すれば主義1a，第l b 及 第2固となる。

ｬ 剣 ｫ ニ司リ ｅｬ ［ＧＱ Ｑｊ 百 ｌｾｏｏ J TI ・J 、C = - 0.5 第 In悶

20
0

_ 30・C = - 0. 1 ＳＰｯｾω 。 ｃ ］ Ｋｏ 1  

60
0

_ .90.  C  = 十0. 9 ヲ以ツテ li 1l-1陥トシ U.

ＱＹＧ 以 ト川村部ｾ 4;; 勺' 1 L:. '、全部i正トナ 1' ;ドヲ1: 11レ

第 ｬ｡ 園は最前 ｊ 州風卜 ｾｉｗｊ の屋根回に於ける風眼係数 の ｭ ｾ 長勾 ｾ ￭ｃ の 後 化 ｬ こＱＧ Ｑ リ、 与さ Ｈじを示す

第 l b 園は之を岡示ぜるものである。

第 2 園 1 - 夜、ま附内賀肱於げる直列及並列の二抑: の配世 の い にH l 料{ より 6隙迄

のＩＡｬｩ｜睦貰験値より Ｑ［［Ｈ Ｑｊ ｜ せる風 ｬ 虫係数 ｬ こして掠及 ｩＱＱ｝Ｇ に於ける ￬ｊｉｉｊｾ ｉｩｦ ｉｉＧｩ の ｲｮ の千 ｾｊＷ え民間全般に

於りるｩＡｬ開 ｬｩｬｬ 立の融和 ｬ の千均ｾ示す。

今屋根回 ｉ の水平となす何 ｬ 斜《角を［， Ｚ ｍ ＧＨ Ａｬｩｉｉｊ に 、 ＩＱ｜且 ｾｓ ｲ 系政ｾｻｦＮ ｉ ［ ｴＡｬｩｬｨ にして全毘拠 ＮＷ ＱＧＧＧ J匂風I f f i r系肢を

プロットすれば第 Ｕ 園 の黒賠の如くなる。此の ｃｻ ， ｃ の ｍ ｦ， ｊｴｾ 、は ｓｩｮ･ curve で大i盟友し得るとす

※頁 22- 28 参照
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れば貰験より <(90

0

に於てはCは疋の最高値に達しその他は O. 8程度 と、叉κ 零の黙では C

はO. ＶｾＰＮ＠ 7程度となるべきであるから今振帽を O.8し C零の軌を 、 測定1[11及零製li 決定 の

如何 tこより生じ得べき誤差を安全側に置かんが誌にRound Number  35

0

に↑ 限定すれば、C =

18 ， ａＢ Ｇ Ｎｾ Ｎ＠ ， _ . _  

0. 8Sitlτ 下( <( - 35) となり闘不せる如〈相官測定値ぞよく代表し共の他 の要件をも 1前足し

第 5 園 風上屋根商の勾配と風睦係 て< ( e  C との聞係とし

' 04  

出子

-，険，

-，ι  

- ".1 

る43長に思はれる。

て探用し得る如〈考へ

る 。 所でｾ ￬ｉ｜ ｜迭 の風Ａ照規

i告を闘示すれば

C= I. 2Sino ( ーO. 4  

の Curve となる。 ー・

般に風J二屋根商の風! 取

は之を IEに仮定する方

ドト ラス部材のIfil¥カは

大とな ること 第 1及 2

表の例留の通りである

が、 一吾々の質検胞より

すれば澗巡視準は疋と

なる I1む聞が f尽き に過ぎ

一方風墜に因る部材販力主鉛直荷重に !到るそれとがね競異り居る場合は多 〈の場合多少

風塵の絶割値大となるも部材肱カ の絶釘fiuは風l WSに因るも のの方が1)、なるが i¥ic に該部材 の

設計用肱力は鉛直荷主に因る部材ｐＮ ￰ 力のみによって定る。困って風 ｾｦｩｬ 在負となる場合は屋

根商傾斜角 ＲＰＭｾＳＵＰ の範囲にては風区係数佐 容 に とるも Ｍ ＰＮＴ にと るも設計 ｭｬｦｾ カ ｬ こ は向 ｾ［

の影響 b ｾｦｬＱｩｾ 、 の である。依 っ て此 の純図にては質 ｾｦｾｦｩｬｩ に ｊ 占質ーに 風Ｑ｣ｲ ｾ ｲ 系 散を厄介な る曲線的

に鑓化せしめることは無駄な ことである 。それ i¥J c 規準案に於て は傾斜角0_ 30
0

の純固にて

は之を一律 にーO. 4 となし更にそれ以 .卜. の傾斜角の純聞も簡単の需 に30
0

超過60
0

以下の範

囲は + 0. 4 e  60

0

超過90
0
以下のil 屯聞は + 0. 8 とため に。悲し此の方が簡明で記憶に使なる の

みならす' 粧情的であって而も宜ー験 lこ徴して何等不安を仲はないから賞用に過す、ると% へる

からである。

( 3 )  風謹に居材る増加係数

一般に気象蓬・叉は 測候所等ーより公表せられてゐる 所前公郁風速はロピンソン風力百lーによ

る 廿 分間平均風速である。然るに前記 の風廊 力 度Ｚｲ ｜ＧＺ は ｾｲｲｱ ｬｾ Ｎｉ ＩＺ と市 ｲｮ ｣ のｊＺ ｬｬｬ 論より 誘導ー ぜるも の

であるから此の式中の速度 は 無 ￙ｾＩ 定 常 流の現賞速度 ＿こ忍べきも の で ある。従って ｖ として

は真の意味の瞬間最大風速は採るべきではな いが風の息に杭!?主する 程度の期間に於付る T
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第 1表 1W，H却ル判こ Hc る設; 十月J M(力と本会民千? 規qIJ 案に依るそれとの比較l列l

5長閑 15m トラ λ 間隔3m

ｐｖ ｾ＠ _  1  

w = c ・rz， <Z'=!_z- ｰ ］ Ｍｳ ｫｧＮｳ｣｣ｾＯｭ Ｂ＠ V = 35m/sec とし

風ｾ t = 76.  ＵＵｫｧＯｭ ｾ＠

鉛直荷重屋桜 ＳＰｾｩｊ ｉｺＮ ，型 ｚ レ ートＺｬＧＮＩＺ Ｉ 同 Ｏ ｭ ｾ Ｉ
小尾電量W= CO. 75 十0. 3281) x  M.  ＸＸＳ ｾ ＲＷＮ＠ 7  - ｾ＠ ｾ ＷＲＮ＠ 7kg/m

2  

ｾ ＱＵｫ ｧＯ ｭＲ＠ )  

|村| 側四に依| !" イ ツ 規 準

| る肘 | 頁市百日間亙ntiii lf"i:ls，-

1  I  +  3750 I  - 4()S I  - 1・: : . 750

2  I  +  3200 I  i  +  3200 
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21 250 9  
ー

259 +  111 250 0. 966  

22 400 28 
ー

428 204 400 0. 934 

23 1200 
259 !  _. 1200 600 1200 

24 250 +  o O 102 250 

25 400  イー 204  I  - 400 +  204 400 

V2 +  1600 463 +  1600 1600 

V .  1600 139 イー 1600 685 I  +  1600 

H  
。

157 157 
。 。

イー 3150 193 +  3150 1345 イー 3150 

2  +  2700 十 2700 1200 +  2700 

3  4  2250 289 +  2250 1055 +  2250 

4  イ 1805 十 1805 912 
斗.

1805 

五

5  3150 724 4・ 3150 ＱＳｾ ， Ｕ＠ 3150 

6  +  2700 +  2700 1200 4・ 2700 

7  イー 2250 415  
→ 

2250 1055 十 2250 

寸 8  +  1805 +  1805 91 23 寸ー 1805 

9  2780 10 ー
2790 +  11 62 2780 0. 997 

10 2370 2370 +  ＹＮｾＵ＠ 2370  

勾 II 1975 +  106 197う +  730 1975 

12 2780 +  840 2780 +  11 62 2780 

13 2370 2370 
_， 

945 2370 

日日
14 1975 ート 406 1975 +  730 1975 

15 +  450 +  77 
.目、i

527 240  +  4うO 0. 855 

16  600 4・ 96 十 696 336  600 0. 863 

ノ 17 十 750 十 135 十 885 384 イー 750 0. 848 

18 十 450 240 4・ 450 240 +  450 

19 4・ 600 323 4  600 323 十 600 

20 +  750 384 +  750 384  ーし
750 

広E

21  240 39 十 279 寸ー 106  240 0. 861 

22 400 68 十 468 寸ー 21 1  400 0. 855 

〆μ合、
23 1200 イー 213 +  1200 +  643 1200 

24 240 4・ 105 イー 240 +  105 240 

25 400 +  211 十 400 +  211 400 

V ， +  1600 406 十 1600 691 イー 1600 

ｖｾ＠ 十 1600 68 +  1000 69 1  イ 1600 

H  
。

227 227 
。 。

均値の最大を以て] 取扱はるべきものであ右。

而してロピンヅン風力計による廿分ｉＱ ｮ 平均風速主ダインス瓜Ａｮｾ， ｈｉ こ伏る間川 Ｉｉ ，ＨＩＨ JiJ¥¥ jili e  

の防l係は

V D= K. Vr  となる。

ｋ は各地の平均として大約 ＱＮＵ 内外 主なる。 ｟Ｎ ＱＮ ｪｾ の 忠 、 ｴ Ｚｴ Ｎｊ｝� 形によっても大いに ｢ｾ るが
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第 2 表 風 Ｑ Ｍ ， 犀根聞の風Ｉｦｔｾ零 ￨ 1限定せる場合の設計用眼71

T  ，ｾ ｣ＮＧｚＮ＠ 1， = 76.  ＵＶ ｫＮＺ ､ｭｾ＠

ｚ ノｾ y =15m トラス間隔 = 3m 屋根勾副= 5寸

風 速= 35m/sec 鉛 直 荷 重72. Ｗ ｫｧ Ｏ ｭｾ＠ 十 ・ 際医カ ー ・・ー賂張力

材 |阿鈴醐帥悶直町断開吋T荷慨奇縞勧重動酢吋に峨一こ北依

汁ー 3150 +  31うO

2  寸ー 2700 

490 

2700 

3  イー 2250 2250 

4  -+ 1805 1805 

5  -+ 3150 864 -+ 3150 

6  2700 706 十 2700 

7  十 2250 号66 -+ 2250 

8  -+ 1805 422 イー 180'; 

2780 2780 

2370 264 2370 

1975 1975 

12  2780 寸ー 897 2780 

13  2370  682 2370 

14  197う 466 1975 

寸ー 450 
。

450 

16  600 
。

600 

17 4・ 750 
。

-+ 750 

18  十 450 240 450 

19  600 323 600 

20 →ー 750 384 +  i 50 

21 :  240 
。

240  

22  I  400  
。

400  

1200 -+ 326 1200 

24 240  105 240 

25 i  400 211 400 

寸 1600  

ｖ ｾ＠ 4・ 1600 

H  
。

173  I  173 

一 一ー

X II 2 0  



風速によっても唆化し風速の増大に伴って失第に短時間となるその値は下表の程度である

会総風 一 望 ｟ｊ ｾ 山 ｣ 以内 ｟ Ｑ ｟ Ｕ ， 竺 竺二 ｌ ｾｾ 竺己 ｌ
息 の 周 期 I 30 - 200 悶 1 2 0 S民 位 I 10 sec 内外

依って 10秒程度と限定すれば瞬間最大風速よりは 10- 20%程度減少すべ〈向地表商のJI た態

や地勢により風辿の分布は非常に異り 、例へば大| 仮附近の風速の比としては商問風が強い

場合には下表の程度となる。

位 置 風 ;車 上じ

中央気象塞大阪支蓬ぐ勝山主主9了目〉 1. 0  

;巻 門〈妓11附近〉 2. 7 

木津川尻飛行場 1.7 

保1 町 海 岸 1. 9  

三必忌ｾ＠
島 1. 1  

但し風速は観測値t ' i ' i : i ｾ＠ 10mのものに換算しである。

依って上記の事怖を参同(J し一方現行の強度計算が安全擦に閲して幾多の不介内を蔵する

所の許容強度を用ひる方式fこることに思を致し、且現在迄の慣行をも考慮し、一般に公隅

風速の1 . 3俗を最低とすることに定め? このである。

叉周囲の航況が特)J ｉｊ 風速 Ａｬ ｴＱｉ減 に有利な場合ｾ除草 一般に高さの高い建物では次の如き ｭ

rl1から風速増加係数を21雪地: すべきものである。

一般に風速の高さに依る鎚{ じは地商の11犬況により大 いに 異なるものであるが斑論及質験

に基つ' いて大暗号えの如き2 j i 1: 式を得る。

立皇立ーc ( /-;; 

U  ＨｚｾＩ＠ ，. ｚｾ＠

張に U( z( ) ・・." . . ・・・・日さ ZI の位置に於ける風速

ｕＨ ＷＮｾＩ ・ Ｐ ・・ ・ ・・。高さ ｮ の位置に於げる風速

《 ・ ー ・ ・ …ＮＮＮ Ｎ ＿Ｚ有数にて ＲｾＴｦ 立に鐙化する

此の式は数拾乃至数百米の ilfs聞に世絞るものである。但し地上五米内以の風迎は 1米位迄

は鑓化が少いカ; 1  ; j と以下に於ては急激に減少するものである。但し水閣の如き場合lま別で

此の鑓化はなく 、叉市街地の如〈建物 の櫛比する場所に於ては建物の平均高の如きものが

地表と考八られる。

今 ｕ ＨｚｾＩ ｾ高さ Ｑ ＰｾＲＰｭ の風速に採り

U(Z()  

= 一一三 風 速 増力H係 数
ｾ＠ U( d 

とすれば、m は弐表の通りとなる。

Ｎ 地盤面上の Ｑ ＱＰ ｭ 以主 ＱＳ Ｐ ｭ 以ｼ ご Ｑ Ｔ Ｐ ｭ 以 Ｑ ｾＺ ＵＰｭ 以下 Ｑ ＶＰｭ 以 ｲ ｬ ＷＰｭ 以下 ＱＸ Ｐｭ 以 下 Ｑ ＹＰｭ 以下 ＱＱＰＰ rn 以

高き Z-( m)1
ぬま

FIの郊分| の郁分| の部分| の部分 |の部分

l
の部分

l
の部分| 下の部

培州歎 ｾＮ Ｍ ｉｏ
r  

1. 25 

1  
1. 35 

I  

1. 42  

I  
1. 48  

I  
1.53  

I  
1.56  

I  ｌ ｾ ｊ＠
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昭和 11  年度災害強度委員曾委員
( 五十音順〉

ｃ ｏ ｬ ￵ ｛ｬ風 ｬｾ Ｏ ｊ 、委員〉

竹 中 工 務j苫 大阪府建築課
松 尾橋後株式合前士

育 柳 貞 世 0 海 lli J- 新 1克
チ|二 郁 爾

長 谷 部 lコ1裂建築主事務所 川西航空機株式合枇
大 林 組

池 仔l 出ー
Fき 大 F民 !武 夫 河

問 l明 #払

大阪府建築課 大 林 組
中川石川猛築基1務 所

景 山 正
11月 O 黒 悶

41文・4 責旨 出f 米 白紙.

兵庫県系産築課
松尾橋梁株式含祉

大阪市建設課

。菅 陸 B自

ir 『H厨r丸
F戊..... 

樹 竹 i t: オミ 半ド

出 征 中 出 ti E 中
兵庫将繋防課

ノ' Cーz、 隆 夫
a恒 岡 {変 司i' Iー 内 Jiti 売

紳奈川県芸建築課
陸 軍 技 師

大阪府主主築課

O 中 労= 新 皇¥¥ 中 ，島
＿ｾ ，＠ 喜 中 1守

τ仁t2  1僑

大阪府建築課
大阪府主主築課

大阪府王室築課

長 尾 百号
西 島 勇

{:& 出 清 範

竹中工務J苫
大 阪 府m築課

兵庫! 隠建築課

日 lL'I' 
勝

I 好
0 平 些f

，th UJ、 雄 藤 閃 11時 批

西野回戦工芸匹校
都島工事長泉校

大 林 組

堀 口 甚
τ口甘

五kて 尾 辰 機 矢
問 鍛 報

海 軍 技 師
大 林 組

O 山
回 荷主 i度 官官 圭

ニ1E3i ， 
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大 恒 例 建 築 協 曾 倶 楽 部 室

秋 期 見 畢 曾 概 記 大

何 年 に 依 る 建築 1具媛古j; 室 t j 槌の秋季見書陸と親睦 思 つ7こより 以上の 100名 と云ふ 申込 で 正 直 に 告 白

舎 は 鈴 木枠事長以ド再三件令してi斬〈決つ1: の が すると協舎からの補助金 には限りがゐり令授は 3

1存」ヒの 秋 色 を 採 り つ 》 古 典的 存在! : 1 ，云ふべき つ白ー 関 ｔ ごが交主Ａｩｾ から 宴舎費おＺｦＺｩＮげに案内状の印 刷 費

名な ，II:i LII 丸 太 の槌 林 状胞と 枚干J ' m: 況を見星野す るこ や主!i1吉'f}l，迄 ー匂j の費用がこの 内 に含まれて居るの

とに なって過 る十一 )1-1 ': 二日の 日開を;fI J して午 前 だ か ら参加 者 が多 い穣牧入が冷 え るの が 原 則 だ が

九 時pl . . 十分に京都泉に集合規定時五IJ30分断I に行っ その代り 赤 字 L 士官え るの で 大 議 官は苦しくな る。

て見る と:大 和、 戸川悶職員の愁ひ玖無理からん哉 それに 今 一つ心 聞はパスの 問 題で省 管 の こ と に

1. 0 ヒ嵐氏I品目長〉

XI 130 

から 規 定から云へば定刻に i 柄 宛 し か IHさないの

がj反則で普遜パスに比べて太 きい とは云へ l 柄 拘

名も梁れるのが闘の 山 この難問題をｾｬｉ ｦｲｩｬ に解決す

るか兎に f (j A:. 相官，ic長 が 交 略 委員 となって官る こ

とになっ1: 。

大 和君どう 口説き絡し1: か 来 事 務 外 の 車庫自iJ に

コ1 l つげてく J l 1: のにはホッ トし1: 勿 論 11街民議官]

詩乍ら 一行 11京都携をめと に しれお| 祭で綴古riJ f-f f:立

場 に 待 つ一行 外 の 乗 客 こ そ 好L 、商の皮定めし今時

分 lま採 めてゐ るfごらうと斯んことを思ってる 聞に

バ λ は二 係 隷 L 無 停車で舟! 山街道 合終:Il:i t有尾 に 者



3. ( 北原氏自E彩〉
くこれに加ふるに 持ち。

梅尾、総尾で天ド 幹事長鈴木< : ¥: の紹介で中川村身長 111本末治氏の

に名高い三尾の紅 北 111丸大に就ての長訴を7・湾総する誠i坑'1
'

から抜悲

2.  ( 井出沃保彩〉

葉、常盤木の級浪き中に挺紅に燃ゆる紅葉、京泌

の秋はまさに酎でゐる。

右飢: ]に座席全占めてゐ1: 池田賓氏

倒によって車中没談のトップ念切る ;弘ん棒の吊

皮 迩に阻まれて布側が凡 えんftifi1jの主主 rt に絶長t: '

終 決 fごと羨しがせることこと、カ ー7 ・{e廻ると本

側の述中も主主りてゐないでやり返す、 この慮1手稲

J高の! J ' J 崎詣りや、大法の30石と云つ1: 凱] 子、 出後

以来 18粁 を走って目 的の: 崎野郡中川村に着く 。

過ぐる水害で一昔li

{e残して洗失した IJ 、

感佼の工事者第 ( 窮 民

2 参照 〕に臨時念: 殺

の古い天井板と丸太

で造つ1: テープんに

小! f } 主主用の長い収t卦

といム戦場型の露天

食堂モンペイ姿の北

山線 ｃ ｾ Ａｬ 電 Ｓ 参照 〉

の 運 J く茶菓 に パ λ の

疲 れを慰安されれ泉 4・( 久保田氏1晶!杉〉

して凡ると

北 111丸大

l:t l ・OOO{ド

の l否定を持

ってゐると

，、 : "" ¥.'，【

- Ｍ、ｾ ｾー

ιちる }.I :5日午

前 に 村 の 7

ｾｕ ヵ Ｚ 火災に

迎ひその 10

年 後 に l: t蒋

r-tt. の ・i( ｾ災で

Ｓ 制蕊家ｦＡ＾焼失しＷＺ［ｬＺｾめ村に ｉＺｵ･ 釣がないが京都

府 暦 史に 由ると ＱＮ ＱＰ 日 午前桓武天皇の ￭ｾｐ 代に王 監 て

られ1: 建 築 に 北 111丸太を使用されて居ると云ふこ

ヒである。

北 山 丸太 ( 務 長 4 参 照 ) の待' f _ i !'{1二災直でゐる 、

正日でめる。

本 末 殆八 ど大 小 f'; し、無館、木肌のが許J、純 白

で光滞がめる。細〈てし年ｬＧ￬ ｺｾＪ 車て居る結果亀裂

を生せ' 子、色 l立永〈処色するこ となし等が章宏が

られ る理由で 6:> る。

e伊

3 1  X II 



この優秀材は土地柄や地形によってのみ ｈｾ ，Ｊる

のではなく 、ーに造林技能による L ので従って技

術の巧拙と豊田符なる注意及び手入れの如何によっ

て優劣が決るのである。

澄 林 の 蓄 心

植休に就ては先づ二機に韓日で好かろう。

一般杉は積子を以て苗木とするが北 111 J ; L太は苗

木! 君主Fによって育てるの U! : 木の枚を育てるのと

の二種になって居る。( :e;(i 電5 参照 〉

北 111丸太は白杉でめってその種は本白 、f I 草山白

鬼灯白、グトに芝原 u得す株1. ' *杉あり 、右各稲の緋

色は省略するも苗木は樹液流1!l5J {t>初めれi 5 5 月初

旬 に揮し 2 年間 其{ 選培養して 山出と錆し、 昌三育l花

廃なる校より長さー尺位に伐I ) j宋り上昔¥i五六寸位

の枝 t:' 1fJ 主主しイ也はもぎ取り 、根本 l 寸位を持I j り赤

土粘土を谷き酋問地へ指摘し7kr 施し日夜をかげ

る。この苗木の選俸を訣つ1: t; iiTfiJ 3附 ら100 r  

年も育て7二木が役に立? こん駄木となる。

苗木は百吉岡地より山地に移摘するのでめるが、

時季は 3 月の初めから 20 日間の組組問が較し切時

季で l 田丁歩賞り 4. 500本としてゐる 新柿後4. 5年間

は Ｖ 局主 Ｘ 刃の Ｒ 固にで ｘｉｊ し其の後 ＵＮＶｾ ｦＧＮＡま毎年 Ｗ

月下XIJ を行ひ其後は隔年が枝子Tに詰る年のがI年に

行ふ。但しきE‘ 木は成休後永久隔年に行ふことt ' 原

則として居る。

この外注意す べき導r項 は 5 項 目による規則的に

なでつ居る i 例に XI ] 扮ひ? こる雑草等は苗木の肥料

とする等等。

名物のーとなって居る妓打 Ｈ 寝 ｾＶ 著書照 〉こそ

は育成中最も林綾上に主主眼されて居る従ってこの

枚釘技術は全図に有名で本丸与もこの枝打賞況が

;1:. 旨でめる諮り、枝打作業こ そ北 III 丸太のヰ命で

めり 、製品の l憂劣もこの技術により従って技術者

の選定こそ 根本的問題でめる。 wI 症の緋1域こそこ

の枝打如何によって生れるのでめる。

枝打は3 月中 旬より 5月' 中旬 までと 7. 8. 9. 10. の

5. ( 岩尾氏ll i :彩〉

うケ舟問! に 定められて侮雨期 は絶望せに狭じられて 6.  ＨｾＱ 悶氏ｴｲＮ ｩ 影〉

XI1 3 2  
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7.  ( 弁田氏1吊彩)

居る 、 と云ムのは匂j 口から お蝕 する: 蛙ひめるか ら

でめる。枝子Tに就ては 15項目 が規則的に定められ

て居るが省略するもこの枝打は垂木にゐつては梯

子を掛げて南忍の草刈銭 ( 潟 県 7 参照 ; c 京都に北

1. l I 丸太周の専門鍛冶めり〉を用ひこの鎌l立髭弟IJ 1; 

が出来ると云ふからその鋭利 なるは惣像される。

この言葉を l 時間毎に規則的に研玄直して用ひる

こ とになって居る。丸太は梯子もなく樹上 lこ昇り

鈍伝用ひ樹から樹に般の様に波り紛J ーから l 時間

せねば紹おに下りないことになって居る。 |注防l で

有名なのは垂木枝打でなくこの丸太枝子Tでゐる。

この投打力; 1人前になるのには III 年の修業合要

す と云ふもーにその人絡が尊重ーされ怠 l誌な泉持で

打損ひ守するとか校士、外れて樹に[ 弱含入れる泌な

事がゐつにも詰合には忽ちにして劣材となり 倒ば人

格の秀J'l 1: 熟練者が高 さ 1r閉まで育てにその{ 去を

永熟者が不貌切に手入れしれ場合 には その受次ぎ

場所の下部は優秀で上部か C 曲りJ i . X; 1土節や コブが

出来ると云つ1: it.f) で前ミEのi5規定 は絡事? に専守す

るは勿論木に針するよ立切と了察こ そ飲< pJ 力、らさ。

ることである、と。

杉丸太と去へＡ工業人は直〈電柱ｾＢｾｊＡ、｛象するでめ

らうが筆者も無論その昔E績でゐつにが祷 尾 を過ち'

てi脊滋の湾流 iこ12' 3、雨 IJI 殆ん ど杉の桁，休なり 、長IQ

くて亭キとして長〈然 L 殆んどがー努に 先立唱のみ

に核を持ち ;震を持 っ その姿は朗自然 1: る L ので，6

る。

丸った用舟木によって i 本立になって居る林はさ

のみ感じないが根元は l 株 でめりながら立; 伎は 2.

Ｓ 本 ｲｬＧ には 、 Ｗ 本も Ｘ 本い挺 ｩ 互に延びて ｡ｾ て居る

械は :1じ山にこそ見る 山姿で紀南吉野杉の豪批さと

お山杉の 1清酒な山姿とは奮し前主事tft 習で恰も 武人

と侍女の好一おとでも云へやう。

30年かも 50! ドで律直78すから高さ 5. 6 聞はおろ

か 10ft口] もみらうと云ム丸った用材の に生長力比して

直鰐 2す乃: 五 3寸a でl高さ j折< 2. 3聞の霊木材は50年

はおろか 100!ド、 150
1
1" C$ii; u草8 参照 〕を7総て居 る

と聞かされこれがーに人工的造林法によって斯く

も陥りめりと云ム( 立会〈制I技と織す可きで、切 口

に凡る渦怨の木目は 1
5
1"に l 筋宛増えて行くので

ゐるが中心、協霞凶が> 1 t < 外部に至る際、お: 教iでき霊

ヲk芹l古木!i 会〈 議眼鏡 を} f j ひき' ft ば卵l定し漏れ 、。

これによっても如何 に古き力・を物誇る L のと云へ

8. R:!; ! lUI! I珂一一l 閥、から S本 U tfl "C d る

150 年以ヒピ f正す! f f i 木は木壱l悶んでゐる村の

自民さんの手よりむ細色、

3 3 x  



ょう。

枝 打 賓 : : R を 見 る

村 長 に案内されて上の畑橋上から丸太の投打質

況を見るに 50歳童生 h の枝打士が猿の虫fl ( するする

と長米に 登 り先端に近い樹上から並ぶ樹七に掘っ

ては主寄り搭り次へ次へと波りつ、枝打する様は失

組乍ら正に猿技で貨に鮮かなものでめる。

村長自らも 〈穏 長 9 診 照〉潟挺の様に筑波を' 見

せて下つ1: 事を感謝する。

間げば 16裁 か ら 数年間自 ら枝打 をし1: i : 云ふ。

この村 の 素封家連 Ｈ 哀 ｾＱＰ 参照 〉は 何 れも ｌｬ ｉ 持ち ＱＱＱ ＱＰＮ 伎打交の勢ｾをた〈わえたれの索封 ｾｈ 杉原氏 ｴｾＮ 初

主でめるが皆一様に投打{ f するとの事で無論村長

も素封家の l 人で然も現在葛里子郡町村舎 長の苦良識

にめる 人。 この村長にしてこ の村人めりか枝を打

ち木を磨〈 村人の モンベイ姿 こそは江主面白で純平1-

.  9. 111回村畏( 中川氏自E彰)

XI I  3 4  

さの表l訟といへょう c 斯〈して育てヒ: ず1: 税 、三量

木は若木で 12年古木で 50年位で伐り 、 丸太は30年

から 60年位で伐 るが、 直径 4 寸内外で高さ 3Q尺 か

ら ＴＰ 尺 に なっ Ｗ 二ｾＮ合は若木で ｌ 伐ることもゐる 、

伐 採 は 春伐リ と秋伐リ に分ち春伐りは

5月25 日よリの 4 月10 日迄 を秩佼1 ) (エ7

月25 日よ り3 月中旬迄 として居る。

i : : i し丸太 ( 18 月中勾より 9 )jの 30 日

迄五瓦として居る 、 伐つ1:71立は箆を以

て木賞に! 怒るァつりない様に皮剥金しきε

木にゐりでは五日間丸太は 7 日乃至! 日

間 枝 iナの止、立てかりで 111で筏燥させ

るのでゐる。この間に暴風雨がゐつに

1 J } 台[ 士忽ちにして劣材 となるのでゐる

従って1 : i の絵風雨季五? 滋りる s ! t に最

もこれ等被害の少ない! 時期五' 率八で居

るのでめるが、 この銭めに村人の天候

そ凡ることは海の漁夫はおろか気象慰

者 L 洗足しと云ふことでみる。

村長の言によれば暴風雨の J3めに毎

年 Ｒ ＮＳｾ 園の ｴＩ ＱＮ iJ f を被る t の事で1 ，五年

の如l きーi注問は皐 魅でなげ〈雨無し年で

し5 千闘のj員害がめつに との司王でゐる

山 ｈｾ ししれ皮剥木は過をの長さ に切り

臨 裂 含防ぐ1: め材の中 心から 6 分泌り



まで背割 をす るのでめるそして凡そ一ヶ月間笠聞

は外に出して乾燥さぜ {宅問や雨の日は納屋に入れ

るのでめる。

乾燥しれ木は I 時間清水に潰げ 乾燥中 に生じ7こ

恕倣な箆 裂のほi!f.1.t' 待って III から採つ7二It l1 l待ii

の白砂 台以て手で、ヂカに光津の出る迄磨き上げ

るのである ( 察長 11参照〕

斯うして出来上つに真木は茶室の好至E・* 。隼

縁。床柱。情。長T甲。 手 怒り等の主として装飾箇

所 に用ひられるのでゐる。 値段は桂月で高僚な L

のになる l本 150固から 2. 3否 圏 L するのがめる。

生産額 1 ヶ年20;¥lt圏内外 と籾せられて居るが往

年1: t lUi 貸業者に tH- 餌とな るのと 1J)，1: 山丸太と混同

され値段も筒L資 に墜ちる主云ふのぜ 8 1. 1三吉il に是: 等

ケfVj . l とする気め 13名の林業君主が主主まって資木金 5

成 問 の 北山丸太株式含祉 を殻立してそのｾＢＧｩＧ，には

之合設するＩｾめＨ ニ ｦｴ 山丸太の詮〉のレッテんを貼

ってゐる 、似せ物との匹. 81
]( ま素人には容易にヂ1) 定

し革( 丸、が年刃が怒っに従ってf.!) せ物はは七物でも

うヶ年位すれば唆色 するとのことでゐる。

最後に北 111丸太松式合社主製品を見撃してモン

ｾ＠ . . . . . . . .  嘆岨旬 、

11. (井田氏tli<彩〉

イイ姿の社長吉岡吉請託さんに〔察 長12参 照 〉北山

丸大のみに見る美〈しい天然シポとノ¥エヰノポや年

駄の議111) 法丸大や垂水の値段等主〔地の玖育 It; 受付

て 3 時半iじItl 丸太の凡墜を終る。

一行lヱパス i' 併合はして陀司l ! -t る! 、のもめっ i:

が清i訟のぜ、( ， ｾＧに ｲｦｲ ムて三 ｫｦ￼ ・々眺めめかｾＮＮｩ iJ l  

村の秋色を愛で乍ら下って行く。

途上 Ｓ つ Ｔ つのが ｪ 子、 ｾＹｦｺｾ の波｛［ｊＭ姿のヲ主将氏

lまでは恨のかがんに老k阻止で何れしきまって Jj 震に

はモ ｹｾ イ一行とすり主主ふ皮びに利やかな ｬ￭Ｎ に微

笑みを交 :1 して行〈。陽は愛宕山に隠れん t し雨

岸 に伶立しれ 11; 々には根元から 7 分遁りまで問じ

大さで先端のみに青い楽公持つ丸大杉や 1; 本の株

から数本し校 z?:Hしてるまffi*丸大が林立してる中

にｾ紅な紅葉Ｈ 霧 毘 ＱＳ 参照 〉や資色い巨木が黒占有Ｚ

してる山発! . i IL i 7 ] t の名慌を凡るやうでみる。丸犬

伝" 制定し1: トラックに砂換を' 悌げられノ、 y カチで

ｅ 立を＿夜ひっ、抑の尽に着く。茶で名 ｾＱ き高山寺の

E堂本L O母の尾の絶景lま寺院の! 怠にめり〉についの

せられて心詐りの御n : 伎を司王納し春の 凡さ畏長野金

剛寺の庭Ｈｲ＾想像しつ、徐先に ｈｾ て凡る主是 ｾｌＡ￭ 恐

3 5 x I I  



入つ1: 。

庭 の 狭L、こと受付子 e2m到しの庭( まと防げば庭を

遁して向 ムの景色を客いてゐるんですまと見事な

1育すかし気の毒がつれか受付子主主初 l立闘淀で すよ

ｦ コロクイ ＷＢ￻ Ｑ ｊ Ａｴｦ ￬ｑ 非 ｲｾ の Ｑ
主付加へてくれ 1: 0 ¥制拘が参考になった。 j

高 山 守 ｊＺＮ の茶Ｏｩ ｴｾＤ［ かむ可児〈主半 分コン タリ ｬ

トの資物底力、? 知らんが妙なコン↑ ラ λ 卜でめる

高尾 " 列んでゐるタクシ ーの君、ド Il にや、都行' J . _ ? 交渉

すると 北里子まで平常2悶位な賃金 't: 7岡英れと云う

これで統制が何昆にめるんか、f甲合ひでパスの使

をかり晩餐合場木屋町御地の料苓1 . 9 . 1育に行く 、JJi1

淀川の流れも東 ｉ ｬｊ三十六ＨｾＱＺも月がな ｌ 、ので眺め何

十 規定の 6 時半舎を聞く。開Jl ll'l 1ま1i ij 例に倣つい抽

畿で決める位階勅等が末席 lこなって若い迩中が床

の間春季貌賎合同様、官ir 回[ 立伊孫錫吉氏が最長ゼ

であっ f こがイトウミチヲ 一行揃って 6 人の愛兇カ:

照って来てゐる闘係か今回 ::J: 1 a凡す' 代 って交ja

が76歳の設計家で素人館家の殺禦貞雄先純白のつ

むりが待 に目 をi J I  <  0  :>j，に年! 阪で云へば谷民議民 13・( 久保同氏! 最彩〉

i I I 1 間賞氏とい っ1: 盛が御雨J i)j にどちらが上かと問 げば2 人共 拍って !j( 口同首ーに引lっちよるちゃない

12. 命紅玄制定吉田畏駐( 杉原氏l品杉〉

XI 136 

か可愛そうなことケ云ふて呉れるなと lfjJ 有る。

久 方J足りで京都市役所の三橋箇 -'!;:Ii fl 民にEEt ふ、

昔の口癖で課長課長主 主主授すると君f ! l.xii! lj が縫って

ネと名刺を' 失れる見る土京都市澄絡部長と府合力;

縫ってゐ仁三 ｩ 削除 ｊ ｊｾ の挨拶に窪にお粗末でない税

が振 Ｑ Ｇｌんので御辛［憶をに 、 ｾへて上座の原四千歳

君カ: ー問 N i ; 夫してではありません参加者の一員

t して t 蚊回繰涯して 1延ち無 v 、前でこれ丈の饗燃

を受げるんだからめる有 ｉｬｴ ごつれら火器塁な仰 Ｎ ｾｾ走が

ｉｐｉ るだらうと感刈してｾつれｾｲＮ ｬ 立有益 ｉｴｴ 、 が次の斡

nひ !f 袖: 1' 力、りの 入に代 って欲し いと つ付加へて

資 ひ I : かつ 1: 。

f員無昔日箆の幹事として何で b ｾｦ りと云 ｊ 、のでこ

んな駄文を' 者協して見1: 、 rel l : 威めるまE主主主 社舎に

l j i R ; せる、のせ八は編t l i l i : 委員にお安ぜする。

終りに潟援を寄せられT- f ト位に感謝の意を止す

( 1具楽部窓枠司王 高坂生〕



( 紳戸) 三 越 新 館

新 建 築 捌 |

将 来 計 費E 留置型

I 工事関係者

設計配置 街 河 工 務 所

工事細工 株式曾紅清水組

J. ! 雪築建問; 46湖 、 地 ヒf潟 地 下2稽 。 延 面 積

1750好。軒高，1，'3尺7寸。 将来7傍建計E

1.  ，昭和 ＱＲ 平日月 Ｓ 日記工 、昭 和 ｬ ｾ 年 ｝｝ 月 Ｑ Ｐ 日銭成 。

ＱＮ Ｒ 再 Ｒ 地階ＺＧＧￌｾ気及綬械室

第H位階は費場及事務室

i也上1階は蕗場及事務室

地上潮土質場，事務室及番廊に1 ! 1 ; ! i lj す。

Ｑ ・銭筋ヨンタＡｉ ｾト 耐震耐火傷澄に司怯は Ｑ 階緬
島牽折壁石， ｾ理事タイ ａ 。内装は ｉ 階の柱，墜，腕苦手

全部大型石張。 2障害床は寄木。地下室人澄石タ イ

ノL 張。防火上必要なる外却には「ステイ F ノL シャ

ツタ ーj 主設置す。

1. 謹T! ffi 設備

各階より漣絡ある非術情段会建物の外部に設置し

叉室内のｾ用階段及 ｭ ，苫員用階段 李 登て遊 ｾｦｦ 設備

室設けた り。

1: 防 火 器 傭

「スプ リ ンクラ ｾ ＮＱ正 町 皇子 式潟火後を 設け ，叉消

火径は建物外にて市の滑防「ポ J プ」止連絡する

「サイア ミス コネ クシ ヨン」を皇室置。

1 . 火災報知俊

庖内各階に Ｒ ケ所 ｊ 叉底内 ｦ￭ｦ 防 ｾ￨ 市消防署に沼

速連絡す。

] 電 気 設 備

不窓の災宮に備へ第1電気室長地下型船三 第 2電

気室を 2習に設備。

1. 掴緑度調整設備

各階に東洋キリア式溜潟蔓調建設荷及ｾ黛塁安置を

B置す。

J. 警 富 井 設 備

盤友径14J す，深さ4∞択， ｾ基涌出轡各 ｝ ＰαＩＨＩ 石

西 側 入 口

t支 計 機 川 工 務l苫 施 工 清 水 組
1  J CU 



一 階ｾ場

1  - : 3 階殴

XII 2. ( 神戸) 三 樽 ‘ 新 館 I安 計 横JII ヱ 務l苫 施 工 清 水 純



プ F ケ ー ド

西 側 外 敵 夜 景

( 帥戸) 三 越 新 館 設 計 横 河 工 務 底 施 工 清 水 組 3  )C II 
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間物館と嗣書館合併置する考白

書臣研究所計種建張家ルイヂ ・チ

ヤ ノ ｌ リｾ =  L uigi  Ci ar Ji ni  

1 ・背 面 透 視 悶

3・L

1 ・1 階 卒 面 図

2 ・正首玄凋透視団

〈イタリヤ) ローマにがける建築事教損圃の諸作品・考古筆研究所計壷 5  XI I  



I _  

・・駒・・"句陶咽

I  _. ・・“・. . 耐.

・・"M・-

‘ 岬 叩 山

古典叉 ｩ ヒ大型計 ＡＡＧ ｾ

.... .  .，.. ，. ・・

ｾ楽家クラウ デ イオ ・ アンドレア 【 ｚ

C laud旧 Andreani

什十ｾ I  

B

 

t

 

E

 

E

 

E

 

E

 

E

 

E

 

g

 

a
町

田a
u
 

E

 

E

 

血

目

。

1 ・1 勝 平 西 国

2  . 烏 限 僕 T型

‘  ‘  

某銀行?十干量

ＡｦｬＡｾ王室宮フアグ イ ］ レオナ ツ 1- -

F avini  Leonat o 

1 ・1 併 存 回 附

X l 1 6  ( イタリヤ) ローマlζ 治ける建築事救援圏の諸作品・古典文化大積及び某銀行計壷



同 お 2 ・舛敵透預悶

同 上 2 ' 一部透敵国 建 築 家 ノL イツヂ ・ゲアネツテイ Lui gi Vanetti 

( Architettura.  Sε tt e mbre. 1939より〉

( イタリヤ) ローマに於ける建築事救援圏の諸作品・某銀行及びローマの宮廷 〈夏期〉計蓋 7 川 t



. 5つの都市計貸の位置

圏中・ I. Il. 1II. I V.  V  

都市計澄 ( 1 ) の モデル

e  XJ I 
( ドイツ〉へJ L . マン・ゲーリング工場都市計壷

ブラウン' シユバイヒ附涯のハルツ地方

は綴蓬l'三宮み. 古くよりr ，t . 鎖精微の工

業が践で. それらの後館活. 努務者のジ

ー ドノL ンクも多くあった。その中心に今

度へルマン ・ゲ F リング工場郊市が建設

されるととになったn

その位置選定は主と して工場施設との

漣絡及風向につL 、て考寂された。 l比{ 康件

に上って附近に 5 つの土地が選定された

( 第1回参照) 問中 1 2  R は工場i I Hに量青

山に劃して良好な交通関係にあり. 叉風

向tて型討するUl aも良L 、。5 はブラウンシ

ユパイヒ e! i オルヘンピユ ツテルの 2都

市に直後つどいて便であるが. 鎖山作業

場へ距維があり過ぎる。 4v主5 と同様で

ある上. ブラウンシユパイヒに封L て遠

い裂iが不利である。諺fらU ，、市の文化的

経済的1盟主任. d査畏f笠 額7J <m水. 自然

の休重量地に到する住居眠の67. 161 ，遠近交

通の開 ｦ ［ ｾＮ 将来の健康上好 都合 な峨張之

らの務執主り見て 5 つの位置のうちで 1

泊、も ｾ￨ 考へられ選定された。Ｈ第 ＺＱＺＱＧ

"鴎j )

市の交ilfi 骨組は十字務上りなる。市の

心臓部から! l ! llfl 中Jむの交通魔場まで :l 本

の阻害IJ 王道路がfr=られその中央のは巾の

高官いプロムナ ｆ ド止して考へられ Ｎ ｾ

の交通には協側のが充てられる。交通E草

場からは nつの主要交通焔が分岐して天-

A 工場。ブラウンシユパイヒ及ドイツ各

市.に歪る聞道に連絡する。叉巾の贋し、官官

君主は1じ乃のさ巨停車場から南方に問ひ. 心

搬きsで主道土交叉L . リヒテンペルゲル

( 餓i J .1地) に至る。市街交通や職場への

交湿の腐には間以道路が綬られてゐる。

そしてそれは磁〈植樹された線線として

造成される。この内に市街宮古道が走る。

場ヲIが廃々止とられるので喧i喚量産踏は ※  

感震調ｾ Herbert  Ri mpl  



※  

住居底へ及ぱなし、。 』

市民館を中心どするI f i i 場

に行政鐙下却が位置会占め.

堕佼及運動場は全市に警〈

分記されてゐる。市の各用

途への: 切16は*- のUrJL o

18 % 建築敷地及建梁併l

腐の中庭。

19 % 道路敷地。

4 % 錨遊激rl1l ( 市街滋

滋も含まる )0

3 9 % 公園廷闘。

20% 公共般地。

設初は1925ha の地に1:ね，

∞0人の矯に建設される。従

って1ha に付67人。筒随張

のm西方にE余地古W9iit され

てゐる。

東部に於ては既に建設が

始められた。東織の交通鹿

場の周回に住居施設及び- 必

要な商自製校が作られた。

吏道は建設が進み必要の度

の唱すまで瞥くお〈れる。

道路に面する建物高1，;1: :1階

が固 く守られかくて市街

の高さ正密度が取り去られ

る中心部はm然たる配置を

取り その他は柔か味をも

って織の中に配置されてゐ

る感を奥へる。西南方の休

5草地へは線の歩道が用意さ

れ. 遊園地や塑授は交通直告

と交叉なしに淫する棟計貸

されてゐる。

見取闘( 第 4 悶) . . : :於て

市民館が特に強調されっ

し、で ヒユ 【ゼタノL の日置い緑

地のスポ【ツ腕設が高し 、調

子をもってゐるのが見える

之らの公共施設は住居が建

ち翠股が建ち各地から他民

され凡てが完備L た時之ら

すべてを新L い市に融会せ

しめる中心止なるであらう

( Saukunet  1939より〕

= ・，. . . ｾ Ｎ ・ ｍ 川 ・ ・ Ｂ ・ー- .u'.. .. 叩 M ・M ・-‘

区田川叫日山 一一 叩 山 山・

= 山. . . .' -一 山山山川

区三3鴨川 ー一山山山

( ドイヴ〉 へ) 1 ，. . マン・ゲーリング工場都市計壷

司 ｾ ｉ 市剣道 ＨＱ Ｉ のラ ｻゲー プラノ

向 上 見 取 闘

市民館透覗闘

建 築 家 H 町 bet Ri mp)  
9  XI '  



J  . 陶t J i ll 外 殿

主主。陶のi華街a鍛務コンクリ { ト遣で，外餓;幸一新外墜が煉瓦i ? ( . = 物外部1外び

ＧＭＧ殺列車 ｷ Ｚ ｮｾ コングリ 戸ト の上に白色ペンキ盗仕上，叉パノ ｌ コ］ーの入込み墜は

: 煉瓦色，f t . t i ¥は灰色のステ ーノL サッシユを用ひてある。雲D配置‘ 土住居用D主嬰室

を二階にとり. ---f"yには次/i 5l . L の麗大なテラス及び南寄! がんる。

3  ・玄 関

XI I  1 0  (英 国 ) 住 宅

2 ・耳1 側 外 ffJ1

4 ・2 階 平 間 関

建ｾ家 ｐ｡ｴｲｩ｣ｫ Gwy n n e 及 Wel l s Coat es  



7 ・居 間

居間の窓の上 下 パネノ ｌ は固 定中 央 Ｑ［ＩＺ 上 ｾｮ へ上げ下げ ， 天ＺＱ Ｑ Ｎ Ｒ 走ゲ恨慢

は灰白色，床は世 ｧ ，他 の ｱ 置はクルミ板 ｾｦ￭ ， フア イヤ プレ ー スの周悶

は赤色大理石

7  . 居 間

ぐ 英 国 ) 住

..... 
- 古

5 ・a i ' 平面開

建 築 家 Pat r i ck Gwy n n e 及 W eJl s Coa! ea 
1  1  XJ I  



小住宅の外鍛

セロ子 ツクス曾社製品にて作られた最' H喪住宅の 1 伊j である。

卒面図，こ見られるi盈獲物全盗，床失に煽 41択のE担! 伎にI ra分L 谷部に能

ふ 唄セ ロテ ックス曾枇製品ｾ使用する Ｑ 索試みたもので‘ある。
非常に殴ったプラン占ポーチの巧正利用止は注目に値する。

建 物 の 腹 齢 制立方択。 工髄総額2，5∞弼

( Architeclural  Forurn， Oct .， 1939より 〉

オハイオ州の住宅 ・1. 舛鍛

居 問
同 左

FLOOR PLAN 

左 の 苧 面 闘

SC A. l E  IN f E ET 

-o  ｾ＠ 10 15  

FLOOR DL AN 

④ 

S  C  AL E  IN FEET 

o  5  10 15 

GARAGE  

ｬ ￰ ｾ ｏＢ Ｑ Ｙ ｾ ｡ Ｇ＠

2. 卒 西 国

XI I  1  2  ( アメリカ 〉小住宅及オハイオ刈| の住宅 設計 Wi l r not C.  ｄｯｵｧｬ｡Ｎ 段 繍 ｈ 町 ｲ￭ Ｎ ｯｾ .a F  <! ui l h。 回



@にアメリカ，ガス協曾に依って行h主

れた住宅懸賞競技佳作醤重苦笑を貫施した

ものである。懸賞画案止しては可成に星空

ったプランであるが，敷地の利用，荷車道

経済等の黙は非情に合理的に考へられて

ゐる。

屋恨の扱方は和風建築のそれに倣った

ものがある擦である。

木 造 卒 家 建 工 費 ら lα)J右

( A rchi tectural  Forurn.  Oct.. 1939よ り〉

卒 西 圏

( アメリカ) オレゴン州の小住宅

庭 園 の 一 部

Fl OORPLAN 

西 側 外 観

居 間

E支 計 A.  E.  Doyl e 建 鷹 羽E 務 所
1  3  XII  



居 間

背 面 外 観

口

口

口 ｌ 工 程匡ｾ
山 t ( If'lj I I I ' 口玲》

F F T「 百

口口口

1 階 苧. 面 図

正 面 外 観

アメリカ，ガス協舎の住宅懸食佳作;1ii;

遜翻案の質bili されたもの。

プランは非簡に優秀であるが，外観に

於て失敗してゐるk 審査員は言ってゐる

が， この外慨は必ずしもうた攻ではない正

思ふ。

木造 2階建， 工f( 7，4oO路

くArchitectural F orum.  0 こt. .1939. よ } )

一 一 一ーーーーーー - - - - . . - ーーーーー・司
ーーーーー・ ーーー ーー- ー- - - - ーー 一一 一一

2 階 苧 西 国

XI  1 4  
( アメリカ) カリフオJ L，.':' ヤの住宅

感篠宮ｾ J ohn Eki n Di nwi ddl e 



セントルイスに出来たこの診療所は 蹟1駒でありながら色A な業務が出来る様にな

っ亡を 1);交通行人からのぞき見されるととが遊，すられる綴になってゐるo i :云ふのは

F loor  !t: 街浴上りはるかに上げた L めであり，叉建物の後方は自動車の箇場にあてられ

てゐる。診療室に使いて廊援 ｢￱ の ｅ 震があるがこれは恰変待合索止事主 ￫ Ｎ ｾ の聞にあって

それには調者窓がついてゐる。

この窓から診療DJtl 、障を見ながら留者に患者の用意が出* 1 <ζ 三止や，叉患者にどの

室に入るぺ: r かなど止箔闘 をする え患者のカルテもこの室に会いてあって留者が必

要なればすぐ見られる線にしてある。 (A rchitectural Record.  Sept e: nb町 1939より〉

( アメリカ) 中央のー粘から管理出来る醤者の診療苛 国ＮＱＱ ヨｾ Har r i a Ar m. t r oni  

正 面 外 観

口

1  5  u ， 



] 陽 平 面 悶

Ｑ Ｍｾ 一 一 ｟ｾ ＲＰ

B民 e me nt

階 下 卒 面 閲
ロピ ｾ ￬ＺＺＺＺＺ 通ずる階殴

各診療室を管埋する中央の机

XII 1  6  ( アメリカ〉中央のー鈷から管理出来る盛者の鈴療所
国E毎夜 Harri a Ar mat r opg 



l 診 療 室

震 験 室 の 1 部

( アメリカ 〉中央のー酷から管理出来る聾者の診療所 建築家 Harr i s Ar ms t r ong '1  7  XI I  



古 建 築 新 抄

石 t答 寺 三 重 t答

¥

l
ノ

ハ

υ

1

1

 

，
，

E

t

、
、

義藤 原

石

Ｚｾ＠

l.!3. 建 築 物

五倫滋の]111 きを建築物と云ふのは少々をかしい

事もあるが墓標や記念碑は主主築として取扱ふのが

遁則のゃうであり 、古建築の方でも五輪塔はおろ

か、す・ゐ ぷん妙な L のまで建築の仲間入をしてゐ

るG 日本主主築に石造は勿論少し有名な播潜の石

の:遊殿で L完全な重量勿と云ム事; ま出来ぬ G 大 和 偽

隆寺の石室は 'P : 安時代の主主廷と科されるものでゐ

るが之等は多少主主薬 らし い慮がめる。併 し何と云

ってし 円本石造古 車ｬＱ［ ｾの 護 老号 Ｚま 近 江の石浴寺 、 三

重 塔 でめる。むかし Ｑ Ｑ 司育主が ＸｾＮ 000  1 ; の貧土谷を遣

って世界に飢置し、 日本に は 2 基主主てられi : のが

l  基Tごり洩ってゐるのが之でめると云ム体設を持

ってゐる。高さ約35尺飛鳥時代の作でめる事法疑

ひなし、。比塔は一旦地 中に埋もれてゐ?このが後世

摘出され7・もので、今倫 この漣 りには彩し い石 塔

類が埋浅し、近年嫡 出 され? 二もの敵+ 基が境内ー

殺に並べられである 。 それは鎌含時代から後のも

のばかりであ るが中 には銘のあ る立浪なものも少

〈ない。

上記三重塔のほと りにある

五輪塔 2基 肉 って右の方

のには貞利三年、 同友の方

のには嘉元二年の弟がめる

石 猪 寺 五 蛤 洛

XI I  1 8  



ｮ 町議樽軍士、賓 ｾｅｰ ｬＺＺ喜 一姫路市

背後の山頂にめり室町l時代初

期のもの、塔身の四方にE合議

界四併; の‘ it 宇念事11 してゐる。

安林寺九重士宮ー京都府南桑図

書日宮前村にめる。正終五年の

銘を有する。

一乗寺町石、 橋腐のー梁寺、

右段下にめり 、 白金主一町と

記 し、l町石でめる :t}f. t ; 知 られ

る。正和五年の銘がめる。

ーーi

1 9  XI I  



XI 120 

6  HOURS CONCRETE 

1  :2 : 4 J l m ＶＵＶ 併問 ＲＱＷ Ｇｉ ￁ ｾ 28日410".ノ係

1  : 2: 4 ＷＱｾｴｴＴＵ＠ 6瞬間 300うぷ 288 580' i Affi 

施 工 6 時 間 後

完 全 使 用 が

出 来 ま す



忠 、 ぴ 出 さ る 〉 ま 』 に

鈴 木 忠 五 郎

2500年代最終の年 を主主 る。何 んだか待>>IJ に感 慨

無量。大きな年代 の境なる故か ! 日 の境は依り頭

に上らないが舟末1:' げは少々。更に年末[ ま考へさ

ゼられる o Aに大きく 1-，仕組 合劃すると恩ふ じ

なんだが1止の中が成年こそ一月賢明るく希ヨめ る桜

に凡え 、遺るお持更に 迎 へる気持。思ひ tB さる、

ZJj: 1立: a : に* るべき年への清算の泉持にもなる。思

ひ出さる、ま〉島幸借]と 空間t ' 超越して並べて見

る 。 何 等 か の 纏 り に す る 潟 で な い 猫 り微笑す

る、苦笑する匁かも知れな いが o 2 F - 沼内悶の投出

しが、飲酬の世相が複雑怪 奇、 それ に廃する近、

方法、受賞を? 得なかっ7こに tある絞でめる。この名

言 i複雑怪草子L U濁 b臥 i刈Tごげではない。建築界にも

自主主 -'< 1こる複雑怪奇が見られる。その一つ二つ

を拾J 、て見る。

先つ' 耐火木材 、耐火塗料の件、法規化されなが

らさて賞用にさるべき耐火木材めり やo jilH久性と

耐火性、夏に施工加工を7力IJI法しれ耐火木材をや更

に怪奇なる ことは耐火塗料の正憾の後茨なき4 :Ji 、

J ! ¥l ち化皐成分原素の組縦、 その製治法等のE去来で

みる。防水測にしてもそう Tご1) ｾ、 耐火木材 ｬ ま今や

閥家的問題、科準日本の仕事? こるに、更に工大研

究所の一研究?こる に、 その正惚の苦授を茨がない。庖

〈ぐ， にi模僕倣され てしまムと云ムのカか、も 知れな L 、、。泣

〈ぐ-に白筑't i似以られる位の考案Tなよ らそれでよ いではな い

か.のo i克Eによい考案の生れる 、死馬? 仁: らしめても閥

2家支的に [は立4抗1丸i失 は少いと

E建E築芸家支に い もつと科号皐z的 な原王竣型、f化七喜皐島的基礎カか
、

ら、 力、、る電大なる而. J ' : A( 主主料[ ま納得させてから H¥

Ｒ 去させて、ｊＮＧｚい ＱＺｌ 、 。只燃えない ＭＺＡ｜｢ Ｇｩ ｬｾ りでは 、 ど

うかと忠ふが如何。

:次 に木材統制が笈' 施されんとし更に住宅建築制

限が ｈｾＱ るらしい等 、 吹から次から建築聞係の法規

が ｈｾ る。それも ｈ ｾ るらしし 、 が少しも 建 築技術者が

その法規草案 には除11系がないらし L 、。 技術を含ま

ね技術税制、技・術法規なんか金〈複雑にして怪均

価まると忠[ まれるカ: 。更に W!J /csxj !去、検鈍{ 茸が生

れれと "'，l ) : いてめる。なは苦笑されてならない。モ

デル[ 士、規 格l立、話If 形 l士、キ日包 世t封II に経験全 J踏ん

でから生れる ｌ の。ゐ， Ｑ ＱＮは試自主 ｽｾｩｩ 好打 、 Ｚ［［｜ＺＱ Ｇ乍街 Ｗ ご

と云ふが歪蛍かと忠ふが。本年に於て建築技術者

にすえ ｌ 、 に考へさせ乙れ戎思索の角度をｾＡｩＡへて失ｪｌ

1: 事 lま殺到 、 W:': 督 、技術の外 lこ、製作、工作 、施工

の変際技術が}.:o、に必要にな って氷 1: 事を諜く f吉

守る駄でゐる。防火吹 Ｑｾ 長 ｬ 立公 〈工作の製作の術で

める。設計や位督技術ではな L 、o Ｚ ｊｴＭｾ に 乎 も足 ｌ

ｾｮ せす ｆ 大 いに Ｓ 命じ 、 応、ふ ｴ ｊＱにｾｾ ｈｾ＠ ｈｾｐｉｾ ない鮎でゐ

る。ょして防空建築にし 1: F2， で、更 に*iL' l ，(及ま双方b

コンクリ ート 合外にしに ＱＱ 方火建築 ｲｲ￬Ｚｾ 等 、 疋に 代

用品による@: 築改革主へ、技 術、工作の技術の必要

が次第に明瞭にｾｾ築併によって来 ＱＺ 感が早 ｦＡ へらｊｬ

Tこと f吉す' る o 次に複雑怪奇なる l士事轡にて少かる

べき m築が. t - 'f 古o慌め技術員の不足 fこ困る状態閥

民の ｩｾＨ 用令は第 ｬ 呑に注築技術者に川げられ ＱＺ 。

その"_'ILぬは紹介所b旬、くら募集しでもその必要な

る人駄を 集められなかっ? 二からである主。その必

要なること。戦顎に L 建築は; f ! 圧倒係でな いミIi T: 力

強〈読切されれので 、 これは妨しいが ｾｈｩ 正 、 阪 ｬ Ｇ ｴ

で技術者徐身不足せるに 、否 、不足で仕事にな ら

ぬ答なる にその不足の践が制合 に小さいのには;鰐

3 7  XI I  



〈。何とかなると去ふ宿命韓日からか、非常時色か 居るかの見物がし1: L、様な泉持がする o 17' :/ !I を7

らかは知らな いが不足ながら押し泡ぜるブJ 法、道 H. 'l しに梨園 、議ガス 01ごしれ濁透。こ んどは何の

が建築施工界に設計界にめることだげは、どうし 技術伝 fごすかo 1.11何なる社合相を示すか、火焔砲

でも自覚しなくてはならな いと忠 ふ。 1技用令と交 位ではなからう。殺人光線か、人法人間か、見1:

換 t 云 ふわりではな いに しでも 、同時に技術員の L 、からである。Wi 0 l見貨に見る泉持から。

不足針司王位、政府に献策され退官されて舟らねば 慌1: ¥"し い歳末長々 し つ まらな い回想、に、濁

ならぬ筈でゐるに 、永Tごにその消，Q‘ ない廃合見る 言に時間企 JJl いにZJ ' ; を多謝して筆削聞く。

と被雑怪奇! I J [t 民主からも 凡 られる。

批 判 ー の 建 築 施 工 汗 へ の 異動 油 相 の 力 の 図

認識でゐらう。 4鉱夜、の不足、苦手カの不足、代用品

風 談 議

の使，F! i の前1には或程度の技術工への依w[H: 助長し
将E原市中宮前線合騒4 舎の建築

1: 。技術工作技術に自信のない段む者にしては、

中 筋 麻 ラゲ

この !l4経針策 にはどうして L 技術工日IJ ち下請の政

人、株主主のカを l昔りるの外なかっ1: わりでめる。 こ の ｊｊｖＺＮ 利極原の 地に建て られ ＱＺ 、 交泡 ｭｾ 、

￦Ｚ ｾこ 労力の不足｛主総工へのｬｊ［ｉ ｊ 君、小言 Ｔ になるが 、 Ｑ 宝 Ｚ 原語 ＧＱＧ 宮両 ￭ｲ 紛 Ｚ合続 々 舎の 建築に就いて、 Ｉ ｾｩ 感 ｯ 遁

それによる 能率の低 I、を我慢するわげに行かない べ 1 Ｚ ｾ、。

:R!i7i 、ら 、苦E際地工者の技術的意凡が十日' 誌に主主重さ このi &築がすt' J!i され るようになっ?二 L 、きさつゃ

れにしれ事は否定 HJ
1来ない231' 良でゐる。これが汲' 建築に営つての* の運びに就いて、訟は新nrl 記事

工向上のーj
功E なればよいが; とに反針に忍L、方面

に向ふなれば、どうなるや、感慨無量' . . るものが

ある"
lJtr_ f その針策めりや。! 悦工への陶心なき建

築界、怪奇至極と忠ふが如何。 7 オーアマン、総

長の養成、不足が監督の技術員の不足 以上に必要

でみると云 lまれ出し 1: 。やはり工作技術の必要が

如貨に現滋に起りつ〉ゐる等質全示しにものでゐ

る。併し、逮築界lま工作界ではな L 、。詰長いまそ

の ｾｪ ・ Ｓ 誌の清算事業の Ｑ ，｛Ｑくに、要 ｬｩ 纏りがｻ寸りば大

慌にすむものでゐる。これが大原 l河合なしてゐる

のではな いか。詩笈者( I 染なるもこE作者は 同じ、

独築界の複雑怪 tff も比の設にも少しはめる総? ご。

本AI三は統illlJ の強化に、 その球解と出11致に EE らし

れ感じ 、 ｬ 均火 ￟ｬ｣Ｈ 芯等 、 同ｩＱｾ～，木材 、 Ｑ 反則令等 、 の話

題ｾ多〈含んで 、 物的にも人的にも十 Ｑｾ はしい〈

出られ1: 感じ、どうかして打開し1:.L 、糸持で来春

を待つ様に考へられる。I i : i ，i州椴争の獄大、筆者lま

心力、( ，希還する。それ は地図の色がどう経るかで

はな い。20"1三の濁逸の臥薪嘗胞が何を肢に黙して
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や人の噂によるの外、詳しい事l主闘し 、てゐな いの

で、私がこうでもめらうかと推察してゐる惑を、

もし問主主がゐるといげないから 、念の i : ! ; ) こ、に

記してそれから 1命全準めよう。

組 元 2600年配迎へるに常り 、極原語
'1
'

宣伝中心と

して紳戚及ひその近傍に大地域言十査が企てられ、

その計支の一部として、 こ、に 集る交通機関、省

線、大! 跳、大彼等の騒を打って一丸となし、こ 、

にこの一大綜合股が迭もれ i: 。そのl努舎の官宣言f に

就いて 、 ト ｾｩｪｬ 系ぜられれ人 身 ｛ま多分次のように考へ

られれであらう。 一一〈この意義} 恥 、建築の食い

使命、機能的 な使命Tごりでなく 、締罰'1
'
的 な使命全

忠、ひ、; 又建国首11在iこ居、ひ舎かへしてのなつかしい

紙持 ｬ こ 、 語 ＧｉＧｾ 戒を中心とする大和の天地の大らかな

景1腕にも紛糾的なつながりを欲して、こ れこそ 日

本の現代の建築でめると自責し俳る恕のものを巡

り1:L
、ρ ーー し ま め、こ んな風な意図により言宣

言十を進めら れ1: のでめら うと想像する。

( か〈想像するから こそ、定、 はこの稿を; 草し1:



のであるから 、 この想像にしてもし包・ってゐなか さで、私の筆はもう脇道合過ぎて愈々本筋に近

つ? こら 、 この一文は作者の - fi 演を乞ふ必要はな い づいてき 1: のでゐるが、

のでみる〉。 上惑の茶道の統行 !i ，ひいては数寄屋王監築涜仔

きて、本論に入るに先立ち 、私は忠、ふ: r J i . めつて の: w: 賞金我等の時代にも -1: 乙し; : ことを待記ぜね

脇道から叙述の殺を進め 1: ，、。 ばならぬ。現代の一般人はもとより 、建築家にし

近頃、茶道の涜行は驚〈ベき勢で、 あらゆ る方 て、 この数寄屋建築を? 好まない人 lま少いでゐ乙

薗に 、 あらゆる階級 iこ、猛烈に搬まって行〈。も う。司自なしに 、戎 l計日常の迎白色' つげて、建築

はや、若い娠にお・行儀{ f 仕込む上の方使でもなく 家舎は、これをヶ愛することにか h りきってゐるよ

又守主人の 手すきぴで ｌ な〈 、 有ｾｾ無関 、 老ＡＮｦＮ ｩｾｃ 年 うに見える。語In，、丸柱、色キの組合せを， 1. . つ略化

の，Ｘ ｉ ｊ なく 、 資に多〈の人身が茶事 ＮＱ こ ｪｾＺ 目心，ｾ Ｂ 持ちつ のめる天井、予rr-，、 1: ｾみ、拭きこんど繰民 、 美し

、ある。 私の郷里 lま不1法会の総りの地でめるから い ｩ 宙線 、 庭ｾ，眺めれば 、 愛すべき樹木空つ｜まし

かし知れねが、かかる地方のー 'J 、昔日邑に於てさへ きゐ- f ' まゐ、こんな主にゐ〈ら合組八で、 め、好

茶 l立、日 常の必要JJi であるかの如〈 、或ひ 11又、 い糸持ちだと忠 l立す，首をf辰つにら刀ラカラと首a が

これが日本精刺Ａの ￼￯ｴｾ ででもゐる かの �ｮ < ， m: ん し'i: 、 f i i J の苛か? )1如水nb? のない頭公絞るとこん

せ' られて峡まりつ〉ゐる。戦時になっても 、何々 な不景系な音がするのだそうでめる。愛すべきこ

の献茶でめるとか、何とか彼とかの唱名の1 . . t に れらの建築家建[ ま、 自分等の生f ド刀口を， 1. . 知らベ

キ目 L後ら十盛に行はれてゐる。昔 、武将が、大名 いのではゐるまいか、 自分等の常然背fi ってゐる

が、茶含愛し1: といふ体へ{ r ' もって、如何にも茶 筈: のた問題、我々のまE築、我々の時代の我々のm

が紛糾の純にでもなるかのように云ひ、茶道浸入 築、の ｉｾ Ｇｦも解かすＧに 、 そっ〈りその土〉床脇の地

の非難に重きする唯一の抗桁とする人が多いが、 そ 袋に投げこ八で 、 肩ｾＺ抱くＲｦＭＡたとみ〈ら ｩＧ か ｌ 、て

の武見すとか大名とかは所詮、不自然な無主主な行局 一服すってゐるのでめる。識者詩沼は l欺寄康m築

f 柄にもな い大仕事〉を企んだ ものが、 自らの沈静 の美しいお挺を凡1: G  ｾ その美しい天井の」ーや、

境を茶道1こ求めれのでゐり 、或ひは1止をすね U;主 T h ' い仁、みの床下に 、我々に課せられ1: ったきな問

者主主の逃滋境でめっ1: ので、太陽の光{ f 浴びて、 ｉｩｬｬが 、 まｾＱＺ努力［ 、 むと ＱＺ らしく投げこまれ ＱＭ ，士、 、

人間性の挺貨に少しもさからはす，安穏に ー注 しれも くすぶってゐるのだと考へ乙れよ。

の、I ! [ J ち多くの普惑の人達には、 この) ! 司片一一茶 まことに歎Ａ寄毘 ｭｾ をは盲目建築家のよき ｩｬｬ 溢境

は周ひられる l必要がなかっ1: のでゐる。であるか でめる。我々はこんな境地から早〈足をｾￌＧｗ［ Ｑ まねば

ら茶道の涜行は、 この) ! 司片の必要な 一一陽の光に ならな L 、。手先き苦手用に茶室など主立ってAi- J 1ぱ天

めぐまれぬ一一人身カゆくなっ1: ことをヶ物語るも 命の果せる ttt 、 日本の建築家は誕な刀日のもとに

のであって、私の深く悲しみ袋ひとするところで J生れれのではな L、。我 -'<1: 1 我今に諜せられ1: 問怨

める。然し「やぶさめ」や「げまり J が祭胞に浅 そ解くれめに 、 もっと努カし苦しむべきでめる。

ってゐるやうに 、主主も亦我等の生活に浅つてゐ 1: 今! 時、 ゴシックゃん h ツサンス等に; 学身なやつし

とて. 8IJ段、挺賓の生活に耳目覚にもならぬ。ヵ: 、 そ てゐる人がめれば、諸活はこれを' 明矢するに溢ひ

れは飽くまでも近代に主主る古代の形特定でめって、 なL 、。然し、放宿屋に百平ひしれてゐる人 k ! 立、一

我等が患って後・|日に体へねは' ならぬ阪の「続前jl J ｾめはれまるべき人身でめらう。倣寄屋Ａ主建築家

では断じてない事堂ついでながらこ、に強調して を' 答ねる覚書患でゐる。我々はこれに長誌をとら iLて

おこう。 ゐる問、我# の進歩をとげす、年 t:' げは老ひて行
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くのである。( みまり脅奇心に香いれから 、E費者ーに 味におもねるかの如き方法を以って授表される こ

して憤慨せられる方々もあらう。然し静かによく とがめるのは巡Tご残念でめる。民家f r ' 喰物にする

考へなほして裁きれい ，確かに私の心は解つでも 民家研究者は日本ｾ築主喜界の害虫でみらう。筈虫

らへ る筈で める0) 諸君はつまらぬレンズの幽裂で怒趣味建築家 IこL、

我々は最近、来誌上 lこ、系大宗匠の作と秘する らさ' る材料を提供せ吉らんことを 主主む。か 、る感

築 に拙劣なる茶室主主築一一銘木商のカ F ログ然1: 想、金持つ私のI ' ) i l に、こ〉に問題とするところの橿

るーーを見 1: 。建築家である読者の中にはこれf r ' 原市中宮前結: 合駿キ合力; 、主主' 々と出現しれのでめ

見て柳か情なく忠は i e1: 方もめらう。が、諸君の る。

好しとせられる数寄屋建築でい冷静に眺めるな こ〉でなは、この建築の作者 の意闘をもう一度

らぱおそら〈 これを見ると同じ 程度の不 Ｑｾｾｩ 犬伝味 考察して室ぎを進めよう。

は、れ るF でめらうことを遠慮なく云ってお〈。 作者はおそらいこの大和地方の農民主主築の担

私は本筋に入ると稿写して、現代の社曾情勢の主主 式を採用することによって、建図営i専の宏大にし

築的一角を＿ｾ虚ベ ＱＺ のでめるが 、 七遁の事柄とよく て崇高なる天地に劃する憧れを表現し、且つは絶

似7こことに、古い対寺城沿: 等の形式を新しい建築 元2600
i
l'- の大祭典にふさはし L 、ものでめると考へ

に取り入れて、東洋趣味 と務 し日本趣味 と喝し て られ1: のでゐらう。

ゐ る事官Eがある。こ の問題は論議を設されてゐる 秋 ＱＱ 古れのＡ日を ＿［［ＯＨＧｪｩ 刊の山 野に少をｾ i亙ぶならば誌

にもか、はらや、新興尚洲図を始め東洋の到る主 し い このすみきっ1: 青空が、こ のうれに宏、ぃ果

ころに未Tごに盛に仔はれてゐるのでめる 。そして 貨が、 この隔の穏{ カ; 、 このす V きが、この美しく

最近このなげかはしい事' J l ( に更に l つの新口が噌 :点在Eな農家カヘこの足元の大地が、ー1: が、2600年

へ1: 。我が民民建築型式の現代主主築への採取が そ のjj il から、我々に体へ浅され1: ものと思ひ、我々

れである。この傾向は、ゴルフクラブに、住宅に は2600午前の主主〈澄みカ・へつ1: : ; E_ ，i j 誌を呼吸する税

年と共に疲になって行く。これはれしかに新口で の|自 jj とな泉持ちにもなるのでゐらう。この夢想に

ある。新しい手でめる。而して勅しい乎でゐるに は僅かの談りもなし ¥ 今 我 々 のもっすべてのもの

過ぎなし、。我キはー鰻幾度、古い彩の腐漢を9 " . iU : 1立、 さかのぼ' れば必や2600'.1三の歴史の肉ふに 、26

にひっかぶる運命にあるのであらうか。しかもか OO{ 日新! の それぞ H の前身がめる 乙 とに 問逗誌はな

〉る傾向は、ー欺容屋建築を始め、古制ー寺城公良 い。

家等の古建築の形式的模倣、戒は拙劣なる再現ー が、我 令が今、火利に米て見る大和の建築[ 立、

一昔日の人々によって「国}l l;' J といム すに滋な名のも 建図? 省略の! ( 利の仰ではなくて、支司阿部教文化の

とにー話され? こ淑念として 主とめ られつ、めるの 浸 il 笥せる奈夏時代以降の大和のi主管でみる。で tら

である。ゐ、! るから、この大和良家の迎式を' こんどの百十査に採

近頃I ' . k になって米1: 。農民建築の研究、 これこ 用しれ事は、第 l 義的な失敗でゐつにと考へるが

そ我等が潟翠する日 :本建築暦史の! f t i Wなのである 如何。内部慰問のレリ ーフの考設的なるに到して

が 、 上の ｾｮ < 考へて氷ると 、日 本建築界全慌の1: 外観 J 二の扱ひは一寸見 箔 外 れ で ゐ つ 1: かと考へ

めには、こ の新しい布袋な撃問も早〈見切りをつ る。それに 、大消l農家の鼠烈なる特段はあの屋根

111: 方がよいかとさへ、私は思ム。といふのは、 とあの切妻塁さのみにめるのでめるから 、一一ー外に

民家の研究は良教な態度でなされるのでめるが、 局昔E自明細な特徴カ: 川、ので一一 形惚的に参考と

時としてそれが宥閑的な後茨の方法、Z賞者の怒i思 すべき材料に不足を生じ、作者の強烈なる婆術的
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興奮にも拘はら子、多少の息切 れが感せ' られ1: の

は無理からぬこと、云へょう。

上惑の論旨を車事用するならば又次のように論寸，

るこ t カZ出来る。

即ち 、上述の「奈夏時代以降」でめるが、 「奈

J U時代以降」といっていそれには雄図以来のゆ

かしい歴史が先行してゐるのでめるから 、 もっと

正確に云へ( i r奈夏時代以降J はとりもなほさす，

「建国以降」 に外ならぬのでめる。か、る考ヘカ

によって、容易に理解されるのは[ ! ! l ち、こんなこ

とを? して、我々が古い形骸を返ってゐる事は「現

代を現代で なくしてゐる J といふ事である。ス暦

史を軽蔑してゐる事になる のである。云ひかへれ

ば、我 Aをはこ んな古 い形式をもてあそばなくても

我々のなす現代的なる行; 尽には、2600年の庵皮が

先行し てゐると云ふ事でめる。我身は現代 的でめ

ると云ム事によ って、我々が締罰申的に茨現すると

こ ろ の も の は、主主図以来2600年の郷〈歴史でめ

る。以って、 その2600J拝借] の途中の形骸全逗J 、事

の虫l判 iこ無意義なるかが 了解せ ι れるでめらう。

我々が最も現代的 ならんと欲して行ふところの

現代的なるものにして始めて「図武」なる名若手を

この窓築を見て、手' 1 . ( ま作者・の言十重E的熱意のN に

ま華術家らし L 、興 奮 を 認 め ぬ わ り に は 行 か な か っ

1: 。そこに私と一郎 心の遁ふような紙がし 1: ので

なつかしく思ひ、 己の百富を主主しす; 。平l、の云つれこ

とには間遠がめる か L 知れぬ。叉快諾重役しで或

ひ[ ま作者、殺者の反感5ヶ買っ i: かし責f ! れ山、然 し

ｾｪＧ ￼ まＨＨ工作者及多〈の談者の心をなの心の上に重

ねて我 ｨ の思想合同めて行ｾ 1二いと忠ふのでめ

る。御教示を7乞ム。 ( 14.10.13)

は が き 回 答

御 返 事

本年は我々のやうに暴校にゐる者 L 建築界の

忙しき空気にふれて来まし1: 。

本イド{ ま建築界も戦時1沼市IJ に. I l i t するの逃が!非j(rJ

困難な中にも昨年中頃の如き混沌? : る状態 L

な〈来1 ! 2 . 新秩序の建設の1: めに進む我が産総

界の一方の戦士として着，々とその使命をア呆し

i咋1: ことを最もl市i します。

都島工業努校 主主尾 辰 雄

奥へもれて然るべきであり 、 中間的なる古き形骸 | 鋼材節約方法の賛行

の模倣行然に「闘風J の美名 lま断じて央へること | 建築用鋼材の: t ? 協は愈 k 'Md: ' し〈 危険と綬慣

は出来ない。 I と念日して木造或は側五: : >; : / タ リート3 i i ぞ施

我キ は光輝ゐる紀元2600J時 各A の射程の中 に | 工しつ 3 める L の多 き[土法 1:' 法憾でめる。 漣

迎へて純一杯 の活限公縦げる建築家でみる。古い | か に建築用鋼材酎紛 fijlJ 皮のrlt i;J'[ 'ir> t?，む L ので

形骸の模倣は裂術ではな L 、。裂衡は剣逃でめる。 I μ 。

その背後 に脈打つ 鰍 の 思 想 と 側 一 仰 の こ | 然 し れ 他 方 に 於 て 吾 川 酬 の 側 、 排 除 に

の思想と酬は ＲＶＰＰｾ ドの糊の ー Ｑ ＭＮ Ｑ こ れ ー ほ ほカ ｾｪＹＱ［Ｈ まねばならない 、 株に附の酬に

抗するもので なげればならぬ。 2600年の時刊は1 . I  よって多量の鋭利の百 ｦｈＺｾ Ｑｴらる、取ま附出で

て来7二大きな力、歴史の奥底に脈動して暦史を決 |  ゐる。然るにｾＱＺの賀行せらる、事の微 キ ＱＺ る

定して来1: 大 きな力的 jl らねばならぬ。我々及び I  ( 誠に情げない二次第でゐる 、識者の後f Wt i!止

我荷の子孫こ そ、こ の力金今かも米派永幼に流し |  し1: ぃ。

つ v げて行〈カ白憾でゐることケ白保すべきでめ |  問中nI4'. J'. 10 月15 日

C う。 I 池 岡 宮 彦

ｾ＠

*  

ｾ＠
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鞄 の

1

 

1

 

1

 

口

」の{ 祭! 区! 立、オグそら〈活字の組み迷ひで 、本宮

l士、鞄と事rt といふのではめるま いか、 と諌者諸君

は忠ばれ るかも しれ なL、。が、こ れは決し て問主主

ひではな い。草自の靴の話なのでめる。皮革が統制

されて、幸j乙今の靴も昔 li ど自由には得られらくな

つに。そのにめに 、色々な代用品が工夫 され、 中

年のなりふりかまはぬ筆者等 には、布製や ゴム 製

の靴が歓迎され、若 いおしゃれの人法には、 それ

相般に豚や魚の皮が代用品としてき誌はれ1:。この

時に常 9 Cこれは少し物々し す ぎる云ひ方でゐる

が〕筆者はよい，思ひっき 0 ' 1 l l 行して成功し1: 。 と

いふのは、イ克ひふるしの折徹、はげちょろげ にな

り疲れはで、もう捨て、も惜しくな いような折胞

を靴製造家に提供して、 l 足の靴をつ〈ってもら

つにのである。これJ! I J ちこ、に云ム鞄製の靴、 鞄

の華fr なのでめる。さ t:' めし無恰好な代物が出来れ

らうと 、言者肴{ ま j恨l象されるであらうが ，なかなか

どうして、頗る立? 尽なもので ‘ こ れなら 、 どんな

割上

l坊空j炭習に い その外 のあらゆるもE色、にい この

草包をはいて :Hかげるよう になっ1: 。その必然の結

E  果 1:J: 、 この胞の靴が大徳疲労して氷て、筆者 l H自

の靴の第 2 i止を巡るすこめに 、新しく 、車過を物色 し

なげればならな〈なつ 1: 。古くなって捨て〉も 惜

しくないような胞は、 ぞうきe らにめるものではな

いから 、 この言十査は室長分f.e視 す るま いが、出来れ

ばなんとかしでもう l 足逝 1) 1:0 、と思ひつ いげて

ゐるものTごから 、 このL頁では、 入力: : J : 斤鞄をか 〉へ

て立ってゐるのを? みる と、 め』よ L、靴 になるなあ

と忠ひ、 しまひには、め〉よ い靴をか、へてあの

人は) 1 : って居るなめ、とさへ忠、 J 、よ うになって し

まっ1: 。

つまらない身漣雑事ｾくどくどしく容きし る し

て、申認ない次第でめるが、第一:者の底意lま、こ の

倒によって、工夫すること が、現下の i時局に 於い

て 、 如何に必要でめるかｾ ｾ 皇制し ＱＺ Ｐ 、 のである。

多〈の貴章な表明、埋蔵資源の妥見、 そういふ大

きな事柄が期待されるのは申すまでもない ことな

ヵ: ら、 こ、に記しれような 些細な工夫 守谷人が静

持! t } に }j ぞい て試みることの必要企筆者11痛感して

ゐるのである。

A

ヌ

共-
A  

手.

吋

に ｪｌｾＺ 尽な紳士がおはきになってい又どんな伊主主一
' x_我々 η 直面してゐる時局が俗りに重大でめる

者に[ まかせても充分洲足してもらへる こと詩合で が1: めに、考へ方が一途になり、縫純白夜の妙を、

める。外慨にもまして、筑l挺されるべきは、 その 得ぬことが多 l 、。一寸 しれ工夫合忘れて、途方も

はき心地の断然優秀なことである。安阪で丈夫な ない無理のダい工夫を考へ ｮｾ す 、 といふようなこ

ことは申すまでもな L、。筆者が靴生活を始めて30 とがみり勝ちでめる。こういム考ヘカのJ湿度lま、

年この方 、 こんな足ゲわりのよい ［［［ｦｾＱ まはいれ こ と 倒へ l f 打ち込まれにつに刀全受りることにか、り き

がな L 、。筆者は、 円常中目曾するあらゆる人々に 、 ってゐる受身の姿勢でめる。 l i 1 7 とび下って姿勢

鞄の靴 の功徳を述べれて1: 。電車の中などで 、 こ ピ改めてこちらから打込む積俗的な態度、 そう い

の胞の靴を入荷 ￭ｊ につきＯｉｾして 、 徳に坐ってゐる見 J 、風な態度をもって考へる 、工夫する、ことが必

主uらぬ人身にまで問えるように大きな設で 、飽の 要ーである。近頃方々で質: 施される 、都市家屋の防

靴の一席 ( d詳じゐげるのは司王者近来の1: のしみの 火改修の方法の立f I きいその考ヘブJ に、工夫の仕

一つでめる。この心地のよい干 ｦｾ に馳染ん ｔ ご筆者の 方に 、 もっと妙案がめるのではめるまいか。 これ

足[ ま、遁勤にい毛足早5泡 ひ に い 散 歩 に い この に就L 、て識者の考ヘカ l Hj . ら焼けtJ. い家を作るこ

靴でな付 J 11. fな ι ぬと主張し 1: 。主主には登山にも と、家屋の延焼 を防ぐ ことにある( ，しL、。そして
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燐rt るものは何かとい ふ風に焼げるもの、分析は

試みられではゐないらし L 、。こ、に筆者提唱の考

へ方を進めるならば一一。

燐げるもの、分量は、家屋家財の方が、家屋よ

りも 多いのでみる。でめるから 、一般家屋内に於

げる家具家財の状態を調べる。す，ゐぷん不用の家

具家財が多い。 これを盤魂して必要限度一一最小

限の居住形式ーーにとどめ、不用の分は慮分する

そしてそのE草分なしかねるもので卒素身込におーか

な〈ともよいもの、 何 等 か の 目 的 合 以 っ て 保 存

を要するもの等の1: めに 、都市には市民倉庫を建

設する。この市民倉庫は都市の防火線として役立

1: レめ、ま 1: 地階堂防議室として利用するにめに

餓筋 コY クリ ート 迭とし逗績建築して都市を隠創

する用にも役立? こせる。無論五、、る方法の変施に

は、家具家財の管1里、居住方法の統市IJ などの問題

を伴ふのでめるが、防火改修の費用を以って J更に

有効なる市民倉庫の長列を都市の中央部に獲得す

るこ主は容易なことであ らう。しかも家具家財の

減少により我々の恐るべき火の元は半減するので

ある。

都市家屋の現況を詳し〈見る者 ｬ 立 、如何に ｾ＼

の不用品が雑然と撲にま みれてしまひこまれてゐ

るかに泉づき、家屋と家屋との聞には、如何に 多

〈の導火材料が殺まれであるかに章者〈でめらう。

火災恐るべし、ではめるが、僅かの家具家財しか

色合せね家屋の火災は、 家具家財の充満しれ家屋

の火災と同じように恐れる必要はない。恐るべき

は、押 入一杯につめこまれ、或ひは長押上の棚に

充泌し 1: 自家製の俊英弧でめる。今我々の都市が

空E基金受付 1: ならば、我々の苦s市lま空か C務ちる

焼夷弾より我々が我々の家屋に卒索か乙用意しに

白家製の焼夷弾に身を焼く様な事になるであ ら

う。筆者の提案全用ふるな らば、7ことへ空襲によ

り火災を起す事はめっても被筈は少し消火 L 亦

頗る容易でめ ι ぅ。

ｾ＠ イコ
人

H

A

筆者は岐に' ! : k : i %1 1 l な工夫の必要を設も更に、積

極的な工夫 を例を以って説明し 1: 。最[ 長にもうひ

とつ、工夫 lまポイントを突くベき乙と を説明し 1:

い。これを簡単 lこL 、ふな らば、手 r車rr つ? こり 、足

i " 斬つにりするより 、心綴をー刺しする方が敵を

市IJ すにはよ喜いようなものである。大きな災がめる

ならば、 l誌の小工夫よりしその根元を支除する

にある。大絡を殺せば、敵は紙、溺れになる 、背後

の熱砕を7倒せば、根のない木のようにばつれり缶1I

れもするでめもう。如何なる問題に就いていそ

のポイン トを突し 、1: 工夫でなり t uf 苦手多〈して功

lま少い。この考ヘカを現在人手不足 の建築業界の

事務の上に嘗てはめてみよう。

そもそも 、 用o果すに 3種の手段が ある。 その

l 言語による場合に京都 、て考へるに 、我々日本語

ケ以って自由に諮り、意旨の安表1こ何の不自由も

なし 、。諸外閣のそれと車交べて勝るとも劣る とこ ろ

はないでゐらう。 その2. 自身の移動による場合

はどうかといふに 、汽車、注革、 自動車、汽船、

飛行機とあらゆる使別な交通機闘がめるか t，、我

々は容易に闘的地に迭し、用を果すことカ ; ｈｾ Ｙｦ芝 、

この駄も亦諸外閣のそれに統べて、日本のそれは

決して劣つてはゐない。ところがこ、に問題とな

るのは、その3. 文字による場合である。筆者! ま

今こ〉で日本の文字をd ' I ト閣の文字に絞べて論じよ

うとするのではなし 、。筆者がこう に 云ひ 1:e 、の

は、我々 は片手で文字を香く。言者liH型では 107.);; の

指で女字ケ啓〈。その主主具を我々は何合以ってカ

ノぐーし 1: C，よいのでめらうかを云ふのである。外

閣では、タイプライタ ーは事務 l二、 生活に、我々

のペンよりも自由に j判ひられてゐる o 'fxk にはこ

れがなし、。鋭利なタイプライタ ーがな L 、。翠なる

機 械 l 樋類 の問題に過ぎ八、 と言者二脅 ｬ 土袋ふかも ＿ｾｊ

れな L、。然しこれは大布 l魂7ごりでは片附げられる

問題ではな L 、。我々の居住する家屋にし? こところ

が、 その製作に於いて、 タイプライタ ー に依ら

ｾ Ｍる事務が含まれてゐる以ヒ、我々の 扮ム建築資
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は、我々の挑ふ家 賃は、省然低能率 による不営消

絡 を含んでゐる のでめ る。諸君は、 我々 の生活

に自動車のな い場合を想像し てみられれ事がある

か、文字の世界に於いて、我 みは自動車にもよ七す

〆 きF イプ ライ タ- i' JiJi 宥せぬのであ る。我キの

文字の 他界の交遁機関は駕がめり 、入力車がある

に過ぎ ないのでめる。 これでは諸外閣と 卒等に競

争す ること は出来な L 、。出来る主すれば大 きな犠

牲が梯はれてゐ るに 相違な いのである。

この問題の深刻さに就いては、諸君は恐らく考

へでみられわこ ともな いでゐらう。若しそんなこ

と位 よく知ってゐると いふ人がゐれば、知ってゐ

なが ら道を 拓 くカの無い鮎、筆者と 同 じ程度の意

気地 なしで める。 如 何 に ? 入手不足の誇策合祉

に、 官耳号、に 、事務所に、 あの漆山ならんでゐる印

刷機、ゴ ツチ ヨンプ ツチ ヨン裂 F イプ ライ IJ - 、

あれを援して 10本の指で打つ軽快; 益、速なる本笥・の

タイ プラ イタ ーを利用する主主lまないものか。多〈

の事務所では、カー ポン祈ぞはさんで、指先にカ

をl i / . のて数枚の潟しを諮ると いふ不 i大にして困難

なる 作業によって、明細書と 、 仕様容と、契約容

が作 られる。あれを快速 J，l イプライタ ーの仕事に

移して能率をあげ、入手を省〈工夫はつかないも

のか。 め、何とかならんものかなあー と筆者は

いつも考へるのであ る。 この考へ方はf ! Il ち問題の

ポイン トをついた工夫 1 ，[ : 求める考へ方でゐる。

ｾくの正郎 、 問題にわれって工夫を積むよりも 、

こうして根本問;J ! 町二る F イプライタ ー使用の間短

金解決するならば、 ゐらゆる経轡綬の幹郎{ 主人間

回 顧 痛 快 の 1 年

大 下 )11日 三 郎

永年の問、一般枇舎かも 、 Jt の( ' F 在を軽視され

勝でめっ1: 寄 km築技術者にも 、比の昭和 14{jニの

回顧程、主主に痛快な る l ヶ年は、米吉井な 吾 h には

求Tご嘗てl氷つ? こ事はない。 i 昨年来の時局関係で

或時は「建築技術者よ何慮へ行く」てな事穣左様

に、危憂されれ事さへめつに吾々 の主主 E寄l'こも、正

に坦キ1: る大道が妬かれて、老 も 若 き し ど し ど

しと 吸J ¥主されて行〈慮、貨に建築技術者 の嘗 9<p 

でめっ1:。殊 に過般の図家総動員法に基く徴用令

に於て、1ミ政者が尖の採否i ' 、最後まで淡巡して

居 Tこ、吾今建築技術者t : 、イ也の部門に率先して、

晴の技術戦士 として門 lH し1:事は、民 に腕のす〈

近来の「 ヒッ ト」でめっ? こ。 従来ゃ、もすれば、

建築は恰も不生産的な一分野なる如l く、誤られれ

る淑念を否定せしめれ るのみなら守、此の - J j，; :の

みにでも 、 吾キ建築技術者が、 現 代 社 舎 に 於 て

閣家構成上、如何に重大なる部門でゐるかを再認

識、否、驚異の映を以ってijiii 認せしめ '/ : のでめっ

1: 。 斯 る 好 機 に於てこそ 、 苔々は眼前Iの' ト康 に

ｩｲｾｩ 足することなく 、 愈キ其の閤家的重責に刷、ち・ Ｕ

る研殺を積み、 三長年に渉り山積せる言者紙案、 続

中主主築士法案放に、各官公望号制調憾に於げる建築

課濁立等の貿現に肉って、逝迭すべきでみる。而

を集める苦労から救はれ、核席者は迩日の主主塁走か

ら両手主主されるでみらう。 ( 14. 10. 30)

して比の統制炎破の要締lま一つに 、吾々建築技術

者の俗まさ' る一致悶結にして、之が? こめには荷も

村 里 子 藤 吾 氏 の 言 |  同じ部門内 に於げる恒々? こる理想論に繭ひされる

時局的な刺激も常j慢と成り俳に感想なるもの l

j，無之侠縁関的に建設、経響、披充等もさ |  こ t なく 、 大衆的見地より尖の賀現に最善の努

ることながら「文化」的安図さを伊J と見もる |

、力、 編将官E諸兄 も外国車儲の事事殺など lこそ | 抑抑 ［ Ｑ ま ｾｬａ 恥 惜して 、 意義派き皇紀 ＲＶＰＰ 年
の日かせぎをせや路傍の小石にもするどい淑 |

家、を? 行ム 心を以て次に興る 日本的文化の渇め| の佳春ｾ待選しつ百痛快の Ｑ {手を回顧忘年数し皮

lこ一段の御努力を切;認f士り候 cl L  1 受付〕

L、。
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随
;f:目

ｈｾ Ｇ、

関民の協力: c 求むべきであらう。

ｾｩｾ って沼 、 共の附 Ｑ 系して居る業界の 分野 に於ても

松 本 依 八 事警告以来ヰ目笛の打者さを受げ、一般需要 I:J: 激減を 7F

し、刺さへ人的物的資源の窮屈さに一時は楼染織

僅か一年の聞に三代の内閣 を迎 えると云ム事は 績の囚革( f . さ へ感す， る穫であっ1: が、 それは閣 内の

この非常時帰 に際 して、一寸 ftr兵で しあり 、亦営 不念建築のー怒中止乃? E 禁止 l二、起因するもので

り古Ir のことで L める 、 と考へ られるが、仲々 主主要 大重量築は軒並にス トップを命ぜられ、延いては法

な意味がめる。 作 工 事j J i 百の事業も - 1，頓坐の穏に立到つ -/ : 認でみ

手L は是れに主主して死角の llt 許可011日へ る事lま差控 って、今や建築界の重対 lま: w. m附i潟、 兆産力披充

え るが、これだげのことに依 って い ｊ Ｑ ｌｩ ｬｬｩｾ 霊設と 倒1系及び大陸進出に集中されて居るの現状でゐ

事後心理なるものが、如何に 困難な る事で ゐ るか る。他方、事堅苦以来32船界は、今日 記のそ眠状態

を、考へさせられるのであ る。 から 、依然、活況を呈し、輸出の際興、外貨 の獲

最近図際関係の念; 速なる複雑化 は、 自主苦しし 、 得金目指し、船舶の新規7i l ili 若しく増加し、敵洲

ものがめる 。畝洲の紛争点; 欲米列図をして、東洋 の験惑なる風雲! ま是れに拍車を借りて未曾有の緊

に手 を延ばせまいと云 ム観察lま営らぬ、我々は敵 tt さを貌tHするに; 至 b、従ってこの方面への活作

洲の紛争を針岸の火災 jfl - I J . して舟る認には行かぬ。 事業のま色。11. ¥1ま素晴らし〈なつ1: 、株 に客船は外客

! l J l ち東洋に聖書する Y 聯の動き 、 アメリカの陶心 lま 獲得の一関東として凡ゆる方面で f外閣に主主りない

をだ注目 に値する。こ のj 毒に 我図 の立苦手 い 右 す 関産材を使用する 豪華船多数を7建造する事と なり

べき力、 左 すべきか、1! eに長加11: IJ 1咋な い ものが 業界も猫併の技術を猟ひ 、 共の Ｑ を秀さをｾ 1 ，認めら

あって、弱肉混食が、今 A ｦＱｾ痛 切に感げ ら る、事 る、事と なり ｊｅ に優秀船主主 ｾ ｩＺ往時代の税さへゐる。

[ まなし、。一歩誤まれば、 来事のm設 い 幾向の支 待司 王す べ き は ￹ｾｾｩｴｬｬ 医 ｬ ぞ始め大隊方面・で 、 東民主 ｅ

い英霊置 い 徒 勢 と なり 、 東洋永遠の平和 は還まれ 殺の最前線として逐次軌道に来りつ、ゐり 、 ;I ¥古来

ない。我々は今や抜差ならぬ、大きな暦史の号車換

期に一歩を踏み入れ、好むと好主さ' るに拘らす' 、

防 4 乎ーとして、大目 的 o完途せねばならぬ こと、

思 ふ。事鑓は 凡ゆる 手 i設を殺して、念速に終. ¥i ! ，せ

しむべきで 、一 円1: IJ とも延引を討さない事情 に

のwt 震は内外共 に法目の的である。この新天地に

本絡的立Ａ［ｈＧ，をする時 こ そ ｩ 旬に来 ｾｾￎＮＭＮｭｩ 融合の燃然

1: る技術の花会咲かせるべき 1Iす代でゐらう。

只、 こ、に?宮市[ せ る1ii( f.司王/1 人的資源の飲乏で 、

最近に至り- ) 雪深刻なる L のがめる 、 この絡に業

める ので はな いかと足、ばれる。 昇の脈みも亦相訟な ｌ のでめる。この ｾＨｴ 聞を遮 二

東豆の再建はまEに育iri 盆遼遠で 、第二第三と設多 無二突破するには、! 1 4 常の努力カ ;必要‘ でめる。斯

の難関が行手{ ! ? Rrl んで f苦る。これが達成 l二、 先づ かる悩み ｉ Ｚ ｕ 濁り我業界のみではな ｾ " 産 業 界 全 般

園内機構のめ らゆる部門の刷新統制がもっともつ の悩みでめらう。是れを' 克服する こ と夫れ自身が

と強化きれなりればな らぬと信やる 。 我今に謀せられ1: 、祝賀? 吉碩の草花開で 、交 い 試 練

これを経i質的方面から絞れ I;t' 、事 鐙以来相 蛍統 でも め 9， li! : i l l I . 再建の一歩でもめらうと忠ふ。

制方針は朕大さ n 、最近[ ま一段と強化さ，j1. 1: が、 要. するに斯かる非常時局に除『合し 1: 我有! まうf ! f し

よりーj奮の官 民一欽の努力が、要求されるので は 〈図液に )Im隠し、精し〈も利潤滋及のみ に走らゃ

ないか、着 荷主E施せられるでめらうが、政 1HI 主食 滅 広 米公 、 各々 ｊｾ のさ長 ｴ 以 て 、 長閑 に報 ゆべ きで

し〈右顧左隠する こ t な い 全 面 的 に 且 つ 早 念 に めると信す，る。 ( 11 fj 10 日稿〕
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' " 周回圃佃町国. 圃圃・ぬ4・ ・ - 幽 ・ ・ 回 聞 踊 轟

緑 帯 都 市 が 直 面 し に 1 9 3 9 年 の 出 来 事

この間冊目¥1 ' 1)の第 1t<f- 目の都市立立政治的活動一一;¥寄付4に針する批判

メ リー ラン l、‘ 大皐政治科秋波 ヒ ユ ー ・ エ ・ボ、ン

H lI gh A  Bone: G reenbelt Faces 1939; ー

Ci vi c and Gover nmental  Act iviti es of thi s  Garden C it y's 

1  st  year 一一一 A n Eval uat ion for the  Fut ure; 。

C The  Amer i can  Ci ty.  Feb. .  1939.  P.  59. )  

会f C 図聯邦政府の言十盟主し 1:3個 の 織 僻 都 市 1) の内 j台骨量に過ぎないが行政的な都市終J皆 上 の 型 と し て

で最古の秒、併都市メリ ー ラン F' CGreenbel t  Mar y- 予言るに足るものでゐる。 5 つ の 市 舎 に よ っ て Roy

l and) は、 1937年 10 s  I 目、 倣 迎 仰 に 最 初 の 居 住 者 S.  Braden 氏 が 此 の 都 市 の 経 営4者 と し て 任 命 さ れ

を迎え 1: 。 今 日 で は 約 306械 の ア パ ートメ Y トと れ の で あ る 。 彼 は 助 役 O. Iくline F  ul mer J ¥と 4つ

599戸 の 低 暦 住 宅 の な か に 約3. 000人 の 人 口 が 集 合 のス 9 ツ 7 に よ っ て 援 助 さ れ る こ と に な っ -/: 0 之

する 様 に な っ1: 。比の都市はi t :l原 七に 三 日月 砲をア れ は州 内 に 於 げ る 都 市 組 織 に 闘 し その絡も若者.' 0ll i

して建設され、中心に途立されれ公共建築物u : 、 定 す る の に 比 例 代 決 丹H 剖 eシλ テム CHare System 

谷戸毎から容易に徒歩で主主し伴る距離に倒置され of proport i onal  representati on) 合採用し 1: ところの

て あ る 。 比 の 都 市 の 位 置 は ワ シ Y トン D . C の ド 喰 ー の 都 市 で め る 。 然 し 乍 C比の方法( I i ii 令 議 員

肘f か ら 北 西 12哩 の と こ ろ に 位 し 且 つ 基 本 的 街 阪 が 合法是正する場合には通用しないのでめる。

5 伺 の 優 秀 な る 院 制 〈“ Super bl ock" ) より構成さ l り391 ，1 " に於げる市舎の珠算案は、緩常次CCurrent

れて居る。; 駐日鰐| ・誌は徹底的に従来の形式的方法 municipal  expenses) 土して 72. 00091) の 歳 貨 が 計 上

o泣 げ て 居 る 。 住 宅 l;t t 、づれも公園又は遊園地に されれと百円 lまれて居つれ。悶官官官、テ= ス ・::1 -

面 し で 帰 る o . l l 七の放に勝手口 CService ent rance)  1- ¥ハンドポ ール ・コー 1- ¥及厚0' - 1，令館 Crecreati on 

カ;t 、づ れ も 道 路 に 商 し て 照 る 。 比 の 都 市 で は 歩 道 bui l di ng) 等 の 施 設 は 近 主 将 来 に 賀 行 さ る べ き も の

は必す，しも道路と卒行させないのを' 原則として舟 と し て 考 慮 企 集 中 の も の で あ る 。災 家 牧 路 局 は

るが@! ，は都合よ〈吹いて呉れる。 CF ar m S ecuri ty A d mini strati on)  72. 000郊 の 経 吹

此 の Gr cenbi lt と云ムのは M ar yland 州 の一白 を以って都市水泳 ￬ ｬＱＱ と浴場 ｃｂ｡ｴ ｨ Ｎ ｨ ｯ ｵ ｳ･Ｉ とのｾ

The hOl lses in greei1belt (ace.  the  parl<s and pl ay arers 

1) ｦＡ，帯四ｾ rli のi刊で他の2似の羽;ril ピ云A 、のはウイユコン らンの Greendal e lO:オρ ヨー州の Greenhi tJ sである。 Grcenbelt

Ｚ［ＱＮＹＧ，Ｇ ‘働者事幻視 ｮｾ 昔、 乙 ピして ｦ， ｾｊＱＶＮ 000. ｏｏｏｾｉＺ ω 怨叡モ践して ｴｴ 設されたものである。市 Ｚ ｢ それ注悶 ｲｘＡｦＧ 事 ｩｅＧ ，Ｍ［ＺＧの計 ｭ なのであっ

た此の試験的試みの認に ＱＲＮＲＵＹ Ｙ＼Ｚ Ｑ ＱＱＩ の土地がｾＨｗＺされ・日つ都市の所有ビして耐・合的ＮＳＨＺ主主］ￆ ｦｭ 的 ｭ［ 企 の ｾｬｏＺして ＳＮＶＰＰ Ａｴｩ

町の土地が用意されてあった。 ｩ ｴｌ って品 ｾＱ ，に必要な姉恨のおにも充労なる ＱＺ 地が汀 ｬ ｙＺまされてあった。

続: 者註要参考論文=Gr c enbclt T own :  Amer i can Ci ty.  May.  1935.  p.  59. 7A A l1g. .  1935.  p.  56.  ( 策者探 I宅地

平ｾＺｬｬｦｉ市 ｚ 開放地昔 ｴｾｬＮ 11'i'i ピ碓企 HiHnll 年7月及同10月. ? ! l 野尻三氏新聞回都市グ Y ーンベル ト市 都市問題 sBf l!

141[0.3月 1l 7 N.
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同 国 都 市 の 皐 校 と 公 令 長 ;

築を殆んど完成せしめて居る 。此の/ ] t 泳i也の維持 続でしめると去ふこの三軍人絡的一存訟の Gr eenbelt

決 ＱＱ 、 入場ｾＪ， ｉＮ ' t 以って附ひ得る事自主想されて月号 ｛士、 ｬｩＢ Ｕｪ北本書記が ｾｊｾ 教化される ｪ 志台その法 ｲｾＮ 的Ａ＿ゃ ｊｦ 系

る。倫 lま昨年中[ ま単に水泳用として使用されに人 に於てJ 5xA寺JJIJ なi主合し1: 問題 CComplex Probl ems)  

工湖水の不 ｉｾ 用に阿じて｛主流り件る施設［Ｉ ; 市舎によ と惹起せしめ 1: のでゐる。農家l }¥{I支局 lまl民主誌の代

って次の夏期までに準( I i l i されるでめらう。 りに 、 Mar yland j'I'1 i: PrI nce Geor ge 将との問に 、

比の都市 lま号英語に似する多数の 7. ログラムを以 瓦に相営する徴税問題が窓越することを法怠して

て1939年に直面して舟るのでめる。最初の 15ケ乃 舟つ 1: のでめる。が然し道路や皐校建設といつれ

聞 く1939&1" 1 月まで¥" ) に於げる此の都市の交泡 秘な卒業が除邦一政JH、市合又は Mar yL nd j' I'1 のい

事故としてはf益力、 8 人の長傷者が記録されて居る づれによって事業化さるべきしのでゐるか合確定

のみでゐる o JI - J ; の事!士、此の都市の街路の線、延長 することは、必す' しも容易なことではないのでゐ

が歩行用として殆八ど利 IHされてないと云ふこと る己而 ｌ 比の事情に丹けする無敗の問題 ＱＱ 、 古 ｾｊｩ 仰が

' t 意味するのであり 、 Jlbの司王は都市出来上等閑に ないと云ムことか C 間短を庖' fj( するのに数年間企

p( >tし1与さ' る重要な問題でゐる o l! il ち街路の横断に 要するのでめらう o J' ! I l ち市民が生活の必需として

恥I し、見透し合著しく! i f l ti J : する主主各主主物が際議し 玉fI -r{ すべき他殺が、 ;，11民によって提供さるべきし

て建て込で居らないことと 5 つの徒歩道路が街路 のでみるか、戎[ 土例れかの聯邦' 活用によって百史的

の|ご' t < いってお1]: 交又合なして居 b、 球に街路 さるべきものでめるかに扮しては、 此に 問 題が惹

に接綴して駐車場が建設され R つ交惑に ilfiJ する法 包して居るのでゐる。

ld' J的取締が充分なのでゐつ1: こと等から招来しに 比の都市の教育施設 t しての小泉校並中身在校建

結果でめる。故に此の間に於て比の都市[ ま僅か 10 主主は、探光沼氏に関する科祭的考燈 11勿論tE育 設

名の拘引者を作つれに過ぎないのでめる 。 iliii 等 に主るまでごれが頗る引代n'0 な笠然とし土地

比の G reenbelt ! ま合衆岡政Jr. fが地才。でめり只つ 設なるを以って、その笠然さの主主に泌を苦手lまれる

又家主でもめって他に類例の無いものでゐる。 l pt 魅力ゐ b而 L 合決闘中力、、る鎖倒{ 主見: I : ' t し作な

笠 l ヶ刃 18弗のアパー トメン HJ 、( ，7室 l ヶ月( 炊 いものでめることｾＨＧ Ｎｾ［ｲ［りとして居る。かくして ､｢

房 L 含んで) 40:1IJ の長屋，( att ached  1、ouse) までの の小皐[ 土自治憾の rl' 心としての都市の中 心地に な

階級の家賃を政府が蒐集するのに殆/ しど困難な問 つにのである n JI じの建物の街路lJl1liiii には、 JI七の組

題が惹起しなかっ? このでめる。市 L 居住人の年秋 織の序言と去っ1: ものが戯曲化されて1!U肉彫の彫

白紙、額は僅か 1. ｏ ｏｏｾｬｬ から Ｒ Ｎ Ｒ￻ｏｾｾ に過ぎなかっ Ｗ この 刻が郎られてゐる c

でめる。比の者f > i 甘に於げる市民の不平に siJ する報 高度なる都市活動 2)

告は敬遠に承認し ｒ っそれｾＮ柿正して行つ ＱＺ ので 斯くして新年含迎へ1: Gr eenhell への最 L 絞

める。比の故に一般的感 i背・に於て、米闘政府はよ 符なる税f . f 1土高度なる都市生活と都i I l r . 舌動に就

き地主でゐり且つ又よき家 Ｑ ， ＱＺ ることを、 ＱｾｾＱＺ ので てでめる。 JI 'bの(.，j fif. なる活動力の源泉は 、 最初

める。 “ Green- belt  i15 民協合内に 1字在して居つに。 JI 七の

聯邦政府の所有でゐ1 ) f 1 つ叉 Marylan Mi ' i の聯合 協令の活! I l I J の H 的は G reenbcl t T打の行政的能怒るヶ

註 2) Int ensc C IvI c  ActI vIt y. 
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の Greenbelt 内に於て集合を持摘して舟る。毎 円

1l I i ! のイミに位される 'jlf 'f - 合 CYoung Peopl eSoci cty)  

は比波的多数の出席者に紫まれて居る。

鰐くべき大多数の人身が、彼等自身で音祭や芝

居に紹Ｉ，のｾＡ材、を持って居る蔀が示され ＱＺ Ｐ
Greenbε It  Pl ayers  1士約50名の合員を慨し且つ又彼

等自身の ｾｇＱｾ 艇の ｪ 号 、 大千古 ｢ 合繊げて居る一本物を

iPr Il 'J し1: り又U. ‘ Pl ay Shop"  ｾを Ｇ￬ 民じて舟る Ｐ

，Ｉ＼・ ー ル［ｪ， ｊｾ 模型による佐主主問題の廃史の展示 ダンスバンドは Chamber首鋭気図 ( Chamber musi c 

( 岡 im隼校に於てうつ段階の言十主主として) Gr oup) と同様に演奏合{ e 催し、 合唱[ 習は慰安と

おめ、 市民のｾＺ宗主＿言十 ｨ 、規則を ｾｩｬｊｩｐ 主し市 ｪ しで す立育とそ雪量て背1持活動念品進ーさすべく毎1盟主長舎を

Greenbelt 市民 の一般的 jj ，)i ;ijill: に到するめらゆる備 催して舟る。

へをなす H と云ムこ・とでめっ i: 。而し市民・にして " j f . 育に闘する ものはGreenbelt のJ主治活動中最 L

成年ならば、何人と! j { ; 1， Jl- bの協台、の合員 f: l 5 資絡 頴若なもの' > 1っとして行lまれてゐる。 Communit y

全備へて居るのでめる。協舎は委員及委員有ii によ [ 主厚生位一仔者 5ヶl青して 16ヶJiJ fの遊戯場、 ピ ッ ク =

つで高級なる組織として毎月第 l 月曜日に集舎が ツタ地( i ; 同透に添ム? こ〉綾育施設及一般的 Commun-

聞かれる事・になって居るのである。而も比の集合 ity  festi vals  の生活に常1: G しめて居る。男子郎

への ｈ ｾ 席者 は Ｒ ＰＰ 人を下る ｴ 云ふことｻ主催〈稀で のグル ー7 ・[ 主彼等自身で the ｇｲ ･･ ｮ｢ ･ ｬ ｴ 溜育Ｑｨｾ含

めつ7このでみる o Jl- bの集合「に於付る討論は質に r，5- 2' 組織して Greenbelt rl ' のめらゆ る組燃の内で最

tたなものでゐ 9 nつ又此の都市に於げるゐ らゆる もi古波なる活m: { e 娘げてf f i { - る o J[ じのグル ープ 11 内

合合の内で此のぷ舎は最 L 待妹なる性質と咲能 i' 郊 の 磁 iljjJ としてSl j :t;; j1，1jl 球、ォマウリング及パエケ

持って居るのでめる o t互に之に JJ 日ふるに者j; 市住民 ツ ト ， ＩＭ［Ｇ ー ん等の千 ー ムｾ Ｎ Ｇ組織して舟るのでゐる。

の内 7 オから 21オ 主での小市民への少年 il5民協 テ ーフルテユス( ピンポン〉ソツ方 ー及ノ、イキン

舎は 、淡合的な方法を以て此の若い白治集闘に 3bJ グ等 ｬ 土 ｾｈｾ 的に不定州問 に何日でも行へる他の ｩｾ ， Ｑ

し 、 意見のｾえに ｂｩｊ する ｅ 苦言の経験全波 ＱｾＱ ・し ＱｾＱ る 鋭機耐と同 級されて 1 つ1: 0  _I --i; 日に指摘し 1: ! m

t&舎カヲゃ、 Cれる械な，偽成となって居る 。 く之等の百| 輩! 土、ィパの支までにノ')¥.i止及ポ ート 昔日等

l 遡問 中のカレンダ ーに示され t : J[ - I ; の都市の行 へも J船長される改定となって府る。

司ｦＮｾ，Ｍｾ｜ｾするならば、主主吠倶楽部Ｈト ｬ ｯ｢｢ｹ Cl lI b)  以ヒの ［ｴｾＧ 治動 ｊ 以外 ｬ こ、 1  ; 盟問 5 i記で 3 の岳りの

オマ ーイスカウ [-， Cubs. ガー ノレスカウ 1- ，永抗製 興行を打つ ｊｴｕＡｩＢｽ カ［ゐる ｰ 放に ￯ ｬＵｾの ｍ 人で ｌ 最早

兇設旬: の令 CPre四 School Mother's Cl ub)  * 側、兇立 桜 i舛H力会夫乏の故に昔: : < ｜ｩＧ ｡ｳｨ ｩ ｮｧｴｯｮ へのろと治ｽのｾ

fヨーの作 CSchool Age Mot hel ・s Cl ub) 、 ラテオ依然 に惚育i品切J の賛区! と云ふことがめ! J Ｑｾｴ な〈なつに

昔日 、 グライ〆 ＭＱ 具集部、ｊＡ ｻｩ￬ｈｾ｜ と史郎、同 ｬ 習ほと程祁 のである o ｔｉＡＺにうえお ｅ 助成、ｾぷ邸 ｬ 止広図等への無

Oupl i cat e  Bri dge CllI b、水泳倶楽17[( 、力メヲ倶楽旅 ｾｒ のＡ隙 ｾｬｾ が可能でゐると云 ｪ 、平 ＱＱＱ 史は他の多〈の都

アメ リカ掠悶及常: L s 彼等f具礎部 ( Fct ter  Buyers ￯ｉ￯の ［ｾｉｉ くその股さ反安全 ｬ ぜ ｕＩＺ Ｇｩ ｬｩｬｬ 限 ＭＺ｟ｱｴ Ｍ ＯＺ る厚生計

Cl lI b) 等の行事が示されてめる。 誌でな い全く拘束 さ ｲｴｾＮＨ ると ろの厚生計錠を Ｇ Ｑｭ 霊堂

宗教的要求に憾じて非宗源的 Greenbelt Co mm・ し ｾＡＭｬ る獅しき縫合 ￞Ｚ ｊＱ ｢ の ｃｯｭｭｵｮｩｴｹ に奥へられ

ｬｉ ｮｬｴｹ 数合が建之され且つｾＱＺ Jiおを皐校の太講堂 ? このでゐ c う。

( School  alldit or i um)  としても利用して舟る o :if!: G  reenbel  t  市民によって経験され i: 他の興味め

に又籾の 一 定 し に 減 存 プ ロ グ ラ ム に従っ て居る る ｃｯｭｭ ｬｬｮｩｴ ｹ としての経輸は、予ｾ 阿 保健官 Ｑ 輩 、

Chl l rch School  はあらゆるゴ門前の人々への地伐と 信 用 組 合 リ Credit Uni on)  > > . 様々 な小¥'!U苫及サ ー

してそれを' 獄張して利用して鼎つ i: のでゐる o キ 『γ イス ・λ テージョンカ; 、市民の協同組合として

¥， y  y ツク紋液や L at tr. r Oay Sai nts の Chl l rch of 引総がれる7決定でみる占云ふことでめる。而l ， Ｎ ｾ｢＠

J esus Chri st の合員及1 - 101)' Nal11e  Society 等 Ll: Jl- b の組合[ 土故 Erl warn A.  Fi l ene氏によってわl往を考
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へな い組合とし t 晴E 織さ ，1L  1二1f H是正R 合 CConsumer

Di stri buti on Cooporati on) として経をきされるのでゐ

る。で、若し之等の活動力 f双子主の見込の様にその

成 功 0[ 賢 明 し 得 る も の と す れ ば、筆者は未来の

A mcrican Ci ty 誌上に於で更に此の駄に就て論及

し7こいと，思って居る。

草 生 育 活 動 3 )

Gr ecnbelt 市民に就て、最も t主主的 i i， 興味の一

つは数育に院Jする事柄で tちる。 1938年 9 月に止しの

問題に随従利筈附1系のめる 300名 の 人h によって

なされに f9i 百円「紋育的利筈 t 希望」に封する討論

舎の模様が報告されて居る。第 l 年目の終りに rl1

民協合の教育委員合 ( T he Educati 0nal Commi t t ee 

of the  Ci ti zens  Associ at ion)  1ぶ 子 供 と 大 人 の 匁 め

の、給穏と彫刻に開討する自由主芸術祭級と幾つかの

家庭縫演芸評級 CHome Economi cs ｃｬ｡ｾｳ･ｳＩ を招来せ

しむるに成功し 1: 。昨年 10; 115 日までに Maryland

大祭へ献納する大事として現代政治問題と叙述に

附する名岩手料 COff er Col l cge  Credi t  Courses in  

Cont emporary  Politi cal  Pr oblems and in  Account ing)  

の調笠f r : 行つ 1: のでみる。玖育委員合は 1939!.ro
ま

でに成年者の合議所 、 ｐ｡ ｮ･ｬｳ 及従間討論グＩｾ - 7・

λ ( “ Nei胃hbour-hood ni ght" di scussi on 胃roups) 念

持ち来 ＨＮ すところの見込を ｾ j寸げて尼ーる。

以上に加ふるに 、 ＭＩｾ多理主のｻ兵鑓 ￬￬ｬｫｬ ｬｬ に 多くの

官H主主、制査研究してゐる。日I l ち此の惑を' よく説明

して居るの[ 晶子E会 組 合 CLaunchi ng Cooperat ives) 

に針しでmt.oi i ! 闘な改定: 71訟を持って居る協同飢餓

委 員 合 Cthe ｃ ｯｯｰ｣ ｲ Ｎｾｩｶ･＠ Or gani zing Committ ee) 

と市 ｪｾ の買成 、 酉日給 ｊｚ ， 日 ｉ ｾ 宅等を、相 ｬ￯Ｎ 組合浬Ｓｖ ｊ の可 ｈ

? i t 研究' l ' 問題として居るよき問答 l l U肘 li ( Bett cr  

4 )  

Buyers  Club) 自主 Home Makcrs Club t でめるの

小塁手校 ＱＱ 機能的な昔＼ＱＺｴｾＮＡｊ河内 Ｉ， ・教育の原則に

従って経岱されて腐り皐 目黒 ｵ 勉 ｪｊｾ Ｎ の基礎単位にゆ ｊ

して百十殺されて居る。例へはピック z ツ夕 、 ペェ

ージェ y ト又は花子干闘の中iii 込等の引 f在、!日! ' 買及注

文と去っす; 類ひの各単位カ; ; 1 ，週間 rl ' に 4 乃至 6成

就することを要求されて居る。 去年な どは 5 つの

段階に分って、 ，);' _ ｽｾ択の 模訟をｾ ｩｾＨ って 住宅問題

に関する原ＡＨ吉 ｉｪｾ ，代から現代までの ｩ 忍史的叙述をな

さしめ 1: 。又児支i圭は彼等の王手間品やキ十 y デ ー

等 ｅｔ 賀ふＩｾめ彼等自身で Ｑ￭ 当 ＺＱ ＮＱＨ組合計見な庖 Ｕ ヶ吉生虫し

1: 0  nTi lJ 支 y!( 綴 11 各自 101uI 宛で且つ不IJ j;主 l主任に分

自目されれのでゐる。

1i:1i くの主" き方法によるよえff! こ就ては此の都市飯

に阪からの麿倒的支持合受りにのである。 ｪ 事官 ｾｴ 的

な在来の方法を持泊して米 1: 少年部のみが比の新

しい数育力法に高度な而も瓜Ｇｩ ｾｾｴ に ｪｊｴｧｯＱｽ 的態度をＧ保

建設中のメリ ー ラン ｆ 松制ド都市空 ｾＱｾｾｾ 挺

3)  Educati onal Acti viti es ＴＩ 結 ｴｅ 助成 ｦｾＡｾｾ 部 の 総なものであるま十かＨ郎君 ｻｩＧ￮ 世〉
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ち絞りて来? このでゐる。が然し此の: mが笈は質際

的意味に於て決定的に布利となっ? このである。 』胞

の故 に皐校は!¥係下に於げる尖兄やjjll 階建の訪問を

非常に受げれのである。従って尖兄司11導合 CP arent -

teachers meetings) は常に多くの人々を引き付げて

居り且つ叉Jlもの教授法に非常なる興味を感せ' しめ

f このでめる。

結 露

比の Gr eenbelt の都市並行政Nrli t I J に倒する古iJ 池

の根披に付て、最初の年には如何なる結論ケ誘致;

し符? こであらうか。此の質問 に謝する多〈の容は

いづれも論争的なものでめる。然し乍ら筆者は此

滋に一般的に了解し得ると考へられる観察を提供

する ならば、

第 1 の段階 に於ては、此の都市i i i : ¥: 合lまff Jt状 にお

度な道徳的水準を有して居I ) A つ叉舟住者{ 主安全

性とぼ践 とそして安若手と幸脳とが遮首 に按即され

て享有されるのである。従って居住者の多< 1まt'ff

紳的にも 、経演的にい彼等の今日ゑで経験しれ

限りに ・ 於て 最高の生活標準ｾ集しむ ＲＳＱ 力 ｱｬ Ｍ ｾＪ るの

でめ る。

第 2 の段階 として 、筆者の知1 ) 1与る l浪 b に於て 、

比の Gr eenbelt 1ま他の如何なる都市よりも、更に

多〈のf具紫部や都市活動機紛が各中心地 CCapi ta)

毎 にある。 そして比の都市の市管局は、 どちらか

と云へば輿溜し過京て居ると云ふことが出来る。

何故 7よれば彼等は彼等の希望する以上更に治I授な

る活動にナこづきはるべき 多くの事 ｾｬｲ 十査し ＱＺ り［或

は多くの事会試みれりして居るからである。例へ

ば市民協舎 CCi ti zens A sstoci ati on) が最近在宅日

( St ay-at - home)  i : 云ふものを' 改め定め? こり 、或凶

12月の最後の油開は、都市のあ Cゆる倶楽部と者F

ＱＧ ｮ 活動のモラ トリ アムの繋明ｾ決議しれと云ふこ

とは、むし ろ滑稽でめるが同時に又容易ならさ' る

戦 時 下 事 事 務 者 の 動 態

戦時下の生産蹴充にともなム、現在の産業

戟線 にはー飽どの伎の労務者が動員されてゐ

るか、厚生省労働周捌責の賞: 駄が 11 J1 14 日後

決され級者な移動ｾ物語ってゐる。昨年 ＱＲ 月

末現在の労務者は約 6. 765. 000 人? ごつれが去

t.i' o月末現在の調査に依れば一郎8. 136. 000人

に念テ ンポのmEi aぷ h もっともこの数字に

は昨年末の 6. 765. 000 人には含まれてゐない

XI I  5 0  

問題でもめる o

f f ! : にス多〈の官官分 に於て、Tnの支持し得る財政

の限度をＧ越えて 、 ￦Ｚに多くの事Ｚ柄や言十重 ｉｾ 期待し

て居ると云」、傾向がある ｯ･ｸ に幾人かのￆＺに ＡＱＱｾｾ

ｾ凡 ｩ 査す市民 ＱＱ i彼等の BR識が都市の歳入より以

上に大でめる J I  ! : 云ふ熱心なる迩 '1' に闘し プレ ー

キを ｾ＼Ｑ￨Ｚ てが ｴ ちるのでゐる。

そこで Greenbclt I.: J : 昨年 (1938) からより以上の

程度に比の ＧｭＺｾ 史 的な社合の両日迩性に就て人身の教

育問題が窓起して居るのである。多〈の数育事業

は、者向i の則政的貧困院を協力手段で解決される

以前までは更に貧困の状態にゐつ1: のでゐる。都

市ーは Ａｉ 子ましかちさＧるｩｬｬＧｩｬｬＮｾヶ克服し或 ＱＱ 都市の公共

的防E事告1: 吹誉の問題もよ主じて居るので (1) る。ス常

時の新聞の論調は比の都市はそ九世には存在しf号な

い「ユ ート ピアン J ｩｉｾ生活を以って茨現され且つ

ス可笑しき出来事でめるとして之を' 誇張して体へ

てゐる。

昨年中に質検されれ ｇｲ ･･ ｮ｢ ･ ｬｴ のｦ｜ｾ来事Ａま 、 人

道的に去っても又は心迎撃的に云つでも管し い成

功でめつにと云へる o JI - I : の都市に闘しでは、聯邦

政} 向へ財政日伯母i戻の可能がゐるか戎! : t 自給自足し

作る可能性11単なる想像でしかなかっ1: のかのい

づれでめらうとされてゐる。 i長者の場合若し充分

なる笈験が可能であるとするならば、都市生活を

ユ! p : 新する見込が充分ある とされて尽ーる 「岡国都

市」の勘向に非常なる刺戟を奥へることになるで

みら ｴ うと 、 されてゐる。米閣の都市歴史の長 い ｪｾｪ

間営経過し 1: 都市計主主に 1lfi: .1 して、止bのデモンスト

レージョンカ:様々の失校舎克服しつ h 成功全滅f し

'r::tJr. 0 日目安1ミする前 lこ、祝賀性は之れに mMする漁じ

めの批評と礼闘に償する報導とそして組(f，U/: つに

訪j 査をぱ要求する。( 亀井幸次郎〉

五基業 、 漁業者事務者の約 Ｙ Ｙ ＰＮＰＰＰ 入力 ＺＱ ｊｮｾされ

てゐるが、然も約4土&fニ間に 380'. 000 人がJrJ1J日

し1:ii t; Jでめる。倫之をイ1 ¥;f'1>':11 に凡ると工業方

面は昨年末の3. 855. 000i T: 4.  468.  000入、縦

立たij{rj III ) J 商の436. 000 人/;'474. 000人に時代の

wa児振 り! f 5f.;: してゐるが一方卒梢l産業部門は

ｩ 斬次減少の傾向ｾ辿ってゐる。やはり不定、産

業より ｩ 降局 ｾｾｬｬ 長産業への動きの ｫＮ きいのがわ
.  .  
υ 、心 。



引 張 力 主 ? 受 げ る コ ン ク リ ー ト の 隅 部

本文 は E ngineering N ew Rccord S ept ember  28. jJ .j の公 表

1939に ' D . s. CUl l l cnsky 氏 によって、主主べら れ1: のも之 に

L ので、|担角形 の導火 伎の内問に内路 に よ り引張 作 成 し、

臨 カ 、 曲 げ 阪 カ ｩＧ ｾ ｴ す ， る カ ［ 、 こ れ に 抵抗 する ＿こめ コン タ リ

5 積の副筋法をもっ1: 試験材全作jぷ、試験結果よ 一卜 lまー

き西日筋法 を求 め f: しのでめ る。 締りのも

その試験粉 は Fi g. 2 Ｈ第 Ｒｾ ， ｪＩ に示 す もので商 ｅ のから凡

1sj 法 11 .4 . B .  C .  D .  E のう街がめ る。 ての試総

A の商E筋のもの 11 ;. j; .j の隅1羽合持ち 、 又|偶耳元 ｪｬｾｾ ､ 乍つ

C  Cr 05s b. r ) を持 ってゐる。この酉日筋の L のが四 1: 。コ y

角形 導7)t 1;i'に ま; <月j ひ られる 。 ク リー卜

ｂ の配筋ｻ 立 問 ｪ 郊を持 Ｑ Ｚ ｾ Ｇ ｊＮ L ので、負i; 2 宅入;的重要 打、込 i孟診

さのものに J; )i; 11以西;)に 多 〈 用 ひ ら れ7: 12 のでゐ 氏 7C皮の

るe 汲ぷめる

ｃ の 配筋 ｬ ま ｈ ｩ 材 ｾｈ トるだり総筋合伺かく ｈ 百 ｾￎｊｈＧ 主主1こて試

簡 便 に しゃう と 努力しす Ｚｉｲｩ ｬ Ｍ ｪｦ｜ にとんにＧ自 ｾ ＩＧｪｾでゐる 肢の Ｇ ｉｾ ま

D.  ｅ の富 山 ｩｾｬ ま渋川端の ｩｩ ｪ 刷 ｶｈＮＧ 内 ｪ ｊｲ ｩ Ｇｊ cし、 で保存 し

銭絡の折曲げがー苦1¥に翻ることを! 均ぎ即日五を容易 7Lo 試 験

にし 1: ものでゐ る。 11初 防28

ｚａ 駿材 Ｑ Ｑ 闘の左七部の何 ｊ ｾ 寸 寸去の ｫ き さで 、 こ [J に於て

れば 101! J { 角の導水 省， c同一寸法とし、荷重も' 度以 行つ1:。

の場合のノk の内限つりと 同 じ1:. )' 竜にし 1: 1. のでみる このコン

隅 部のモ { メント [ま Mc = 12. 73T H 封 皮に等 ク リー ト

しい。ここに T l1引張 棒 ( [自に於てPull bar ) に起 の平均強

つに引張 力である。試験の状態 l i F ig. I C第 l 凶 〉 皮 :1

F ig.  1. CDner  speci mcn  l1nder  tens'wn:  

arro、，v indi cates first  crack locat ion  

typi cal l  (or  all . pzci mens.  C百γ 凶〉

に示 す 。 4. 1170 手/口 11でゐる。

谷西日ii 弘法に つ き試験惚は 3 個づっ、計 15筒試験 引弘試験に ｉｐ ，Ｎｽ 合 、 引 民 力 は ｉ ｴ� に つ き ｾｏｏｏ 封皮

し ＱＺ 。型 枠 の 総 ｪ 氏 、 ｾｾ筋の 曲 げ 、 ｩｊ ｑ 筋の組立等 ｊ Ｏ ｾ 町 の制合で制点、し7 Lo 引必カ[ 土二皮"民1，.，ご。 そZt lま

試験骨Eの内隅 lこ最初のf也
( 第二回〉

S o<軒。n A 'A  

T' {j t!  A  

バム:Lmi::: 〉

Fi g.  2.  T est  speci men di mensions and fi ve types of  Corner  rei n( of cemcnt. 

l  裂を" 芯 め7二時と初Hii. ) しれ

Ii守 でめ る。 これが火のf . t 1;

I ; Kに; じされてゐる 。 こ

の試験の結果最も i  l:I Iす

べ き 貼 lよ: l i 封切乃 fi i 1裂が、

総て の ｴ 点検 ｴｬｾ に於 て 殆ど

等しい引応 力によ っ て生

じてゐることでめる。こ

れは総ての試験憾 に 於て

時等し い弧皮でゐる俄筋

とコンクリ ー トの附着服i

5 1  XI I  



カ皮の鉄昭から生十るものと考へ符ーられる。試験 C  D )  Ｓｰ ｾ の折曲げ 6， 100 7，533 

健の終局強度は、附着服カ皮或は、寧ろ銭筋端の C  E )  51i>j の折曲げ 6，150 6，533 

折曲げの コンクリート中に於げる百定着 j J によ るも

のでめらう。

第 l 表 15の試験日皇の 引張試験の結果

百E筋 型 酉E 筋 法 最 初 の 亀 裂 終 局 引張

引張力( 封皮〕 カ( 破壊ノ

上記は 3 個試験鐙の 3 伺卒均の liu

この' . i 3 : / I J " 9 ; から隅官官は完全な輪形に鍛筋をなし、

それにつげ 7J 日へるに隅部に短い隅筋 ( Cr oss bar )  

を入れ、コ ンク リート は隅肉 CFiII et) をつりにも

のが最も 丈夫でめるこ t がわかっ? こ。丸〈輪形に

CA )  Ｕ ｰ ， ｊ の輪形告別の隅ｾ 6，733 22，336 まい7こ餓筋の中に入つに コンクリート が、絵局強

C  B )  Ｕｐｾ の輪形 6，733 10，266 皮を高めるに役立つ 。悶筋は略その挿入isi 1f1の:!il:

CC )  5p' J の折曲'げ 6， 133 8，666 に比例して階部の強さを増加する。( 郷口甚吉〉

共 通 の 中 心 な き 8 つ の 放 射 状 ト ラ ス

サンフランシ λ コの世界博覧舎の首紫堂に風鐙 しでも他へこれが影響しな いやうになってゐる o

hの中心支持が用ひられ1: 0 この音紫堂は桟敷な 迫持の半分でみる 8 つの トラス[ 立、 中心部のバネ

しに 3500人の席を設付、何れの貌eJiJi に於ても音楽 ルを除いて同形でめる。中心部バネルは中心のピ

聴取上最上保イ牛を満足しなげればなじなかっ1: 。 ンが各釣の迫持によって異なる高さになるやう差

この匁には、入角形の卒面が最も綬僚的でゐる。 をつりである。第 2 悶は これ 公表はしにものでめ

この入角堂の、培屋根は、急; に 地感しれ上に築い る。

7こ基礎の不動洗下からの危険i > 遊げ得るやうに機 各 トラλ の床面のドはt ク x 8争力も もなる水平繋ぎ

遣する 必要 があっ1: 。それに鉛して考へられ 1: の 飯を持ってゐる。 この叙[ ま長さ 30吹でピン接合に

が吹の考案である o なってゐる。この繋ぎ鉱は中央の 1;本の杭から号 |

IA') _. 回

F ig.  1. Radi al  trusses are  arranged  

in pai rs  over  the  oct agonal. 

第 二図

第 l 闘に明か かれてゐる鈎に銭綴されてゐる。

なやうに 4 鈎の

紋射状 トラエえを

用ひ各 トラスは

3  ii J i : 迫持からな

ってゐ る。

各到の トラス

はイ也のトラスか

らは全〈分雌し

てゐるので一つ

の トラスが基礎

の不同説下i >起

屋根 ｬ 蔚はｾ ， iコの勾配を持つ。音楽設の天井、持

はテツタ z 類舎はり音響的効果を夏くしてゐる。

このテツタ Z 板は側墜伐間柱に 、天井は;慢の F に

肢もれてゐる。放に トラJえはこのテツタ Z 板の 1.

に露出しでゐる。

八角形のまわりの縫 ｬ 立高さ ＷＲ ＱＡｊｾ で ｬ 卒 Ｍｊ ￭ ｬＡｊ＼ に付

15封皮の風際に当時して設計されてゐる。y . . . 震度

0.1 の 池 袋 に 針 し で も 安 全 な 憾 に 設 計 さ れ て ゐ

る。担遣は基礎の局昔日沈 1二を防 ぐ機筋主主を入れ1: 。

Ctffi 口甚吉〉

Fig.  2. Cent er hinge elevati ons and joint  de!ails for ei ght radial !russes.  
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会 舎 に 読

材 料 委 員 合 C!.ft 8 回〉

時 11 月2 日午後6時50分 - 91時

所 陣防F

日出1席 者 委 員 長 松 久 { 保呆

幹事; 託生悶

rlJ ，(: i 菩 苧 rl'野順次郎 坂 告ｊｩ ｾＺｦｴ

fi! ! l l i ・点三 知口選: ー吉 松 ) H市之助

三浦 7t 矢 口i 絞 殺 司王 rl ' - N  

米 u 成 夫

J. 午 後611寺l 向者爪'i tfr長壬型事! j- r，(ij 安J U品長となり

委 員 秋 問 、 久 保 1>1、州刷、 ，t: ，!j 1:1: 、矢 11-1 :  只 今II' ，)，¥'，'者22名 に し て 定 救 第24伐に fたり評論民

鈴木 ;  定員 43名の 2 分の l 以 1ーの :n席 に 付 本 合 成 立 の

協 議 事 項 j  旨合告げて IJ i J 件全宜し直に議事に入る (1J f. J合中

J. 用材生i i I T 統制規t ! l J に161.1する 1* :  Ｓ 名 ｈｾ 所 ｊ す〉

2. モ ー ラ研究所製金作j に附するイL ] : :  政 案 策 631}l I宿相115{ 存度収支改算の i!f:

常 務 合 (賀i);20回 ) :  日制毛 Ｃｬ ｬＧｴ Ｚ Ｚ［ｾＱＺｾ 務より説明の旨を Ｗ 主ｪｪ［ベ松井京言 Ｑ ・ ｾｩｾ 務

時 1) fl6 日午後5時 10分 - 6時 ;  立ちて各民に回目 ｉＮｊ の原案に Ｑｾ 詳細説明めり＿こる

所 陳列ｾｩｊ ｉｊ 室 j  後 卜 2 内容に付質問ゐり之に封しa義長1並1s' ・1多よ

出 席 者 現 事 片 附 合 J圭 坂 ｩｩ ， ｉｊＧｾｔ ｾミｬＺ i  ｾ符制問診し ｦ 也に質問なさをＧ以て議長より総省

常務ｦｦ，ｉ，回 全 ｾ･

三 i市 中 旬

久保問 =1:..' 十

勉 弁 編 t附

制'tn 椅 編 帆

1' 1、!ll:i ' :i 宅両日

荻 1:1' ot:.::日

松ヲド τt:. ;:i t  

新 名 編 申 立

持11 口 偏 !jiic

五九i' ;'i ｾ＠ Ｈ主 ｨ 兄 Ｔ Ｔ の皇官あり ｈＧ ，，ｾ込者なく ￹ｾｾ 1;'6一

致 可 決 す

ぷ' 家主;1 7  ｴｾ ｽｬ＠ 令技ト制| 有者¥庖程に附する i1
1

総長より FTtt 滞納者のJ i ; 名 11説み_ ! - ぐること 守

主挫へ ｊＱ ｴｦｬｌｊ 二に託くを以て ￭ｾ ｐ ＧｩＱＮ Ｚ［｣ 乞 ｊ 、旨を漣ベ

議 事 i  :Jl:t，l!i 込に Hl 設さr を' 出し 7こるも到底辺みなく .I r.t:

J . 用材生 産統 lIi リ規則に 陶 す る 講 演 合:H1fmの 件 !  な〈定，百; 員'114(1阪により本案を'1元:B し1: る次第を

2 細貝IJ 一 部第更に制するイ' ド i  説 明 し 11-. む1ｾ＠ J さ' るもの t 認め異議哲な〈除名 J.1!!，

3. 建築墜合よ り厚生施設展覧狩共同 一k 他方申: 1 ¥ l 分に PI1 することに可決す

の 件 ! 日記家信 8批 評 込n下! 日以; 選訟に II; IJ するイ! j :

ＴＮ 日 ［ 本技術 協合よりｦ￬Ｇｾ ［ 占火以 Ｗ￭ 申Ｚ｜ＧＮの件 1  ￮ｩ 仰をより許試日小宮口一 、 ｉ ｉＧｾ ｉ Ｇ 主 ｬｩＧＭ ｈｬＨ氏の阿 ｬ ｜ｪ

5. 助手辞職願: l j の 件

6. 合 員 詮 衡

報 告

ｊＮ忠、 癒浴誠 ｉ 寅 ｦｦ 絡了幸 ｉｾ 告

ＲＮｾ 築製合より同消 滅 ｦ￬ 終了扶 ｪｾ

3. 入 管 者 報 告

評 議 員 曾

1. 昭 和 14年 1I fJ Ｖ 日 大阪市 ｾｾｉＧ ，｛中之 ｘＺｩ 3 丁目 3

番 地 朝 日 ピ ル ヂ y グに於て評泌氏合を附合す

J. 出席者下の通評 政 良25名

伊 藤 和 夫 飯 田 賢 次 石 ｾｉＧ 泰正 ｦＡＺ

石 川 克 三 石川純一J i [ ( 大 下PI l' i三W(

岡本松大目[ ( li 附 安 ｪ｀｟ Ｇｪ ｩＧ 幸火 ｈｾ

久 保 問 種 吉 fX!. i'l l  f，if 然日i jx. 

芝同女 ｾｉ ;電 新 名 稲 夫 棚 橋 ｾＡ “＠ 1・.  

今般内務i ! i M噸'1
'
奈 川 !1係に夫れ夫 J 1 . 松任の t: ｬＭＩｾｾ＠

任ト1111' ，めり f壬! l I ] I土向 l ヶ年めるを以て之が fl 日飲

選 訟 の 可 否 lこf. j - ぷ二りにる結果泡常総合に於て柿

快 ｪ 忠弘主Ｇ行ふことにｊ￬ＱＮ［Ｍ［ｾ主すなく可決す

ぷ系弘' ， 9 抑 制I! ! j 1  ￬ｭＧｾ ｾ 区に日 ｩｊ するイ午

ｾｪ ｩＺｊ主より本案 ｬ￬ 緊急、勤続として出家の旨合ｾｬｊｩ［べ

細川知 Ｗ 保 ｱ ，入管の次に舷召及憾 ￭ｾ￭ をｾ } ) 日ふる

こと

日 目'18保' i ' f . !f; 従長の定政を 60名に鎚m: するこ

と

の二1' :.1こH，H7  ｻｉ 爆は最近合員 ＧＱＧ より ｦｴ￟ｩ 召ＺＡｬｬｩＯＡｬｦｦＮ ｩｾｴ

者 ゐ り 之 に 到 し て 人 公 t 向i去に Jt 期1I .1] ' I' frl H'

免除し［ ， Ｇ ＱＸＱＱ 茶 ｬ 土 Ｉｴｬｾｾ ｴ｛多以の合員 ｊ｜ ｴＡｩ ｬｬ ib ｾ脳て ｷｦ

成長の定1J I 文五、 )I'TIJIl.t!- Ｏｬ と す る旨夫 々 ｾＱｾ Ｇｦ ｟ ＧｉｊＮ F. l，を' 市t

ｬ 列して ｾｴ .-rrf !t ｾ＠ ｩｩｾＧｪ＠ 9  '1: るに !j4読 者 な 〈 原 案 に 賛 成
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あり＿こるを以て遁常 ｾ｜ Ｇ Ｑ Ｒｲに提案することに可決 ｩ 釣戸車製造所、松井邦彦前底、 市脊宏 I高山、矢

す '  橋大理石商底、ユニオン トレーヂ ン ゲ コ ン パ =

1. 次で総長より本評議員合議事録の代表署名者 、 ライトラパ ー工 業 合 資 合 祉、 リーダ建材工

ｬ こ 下の二氏を指名し共承諾を＿ｾ尋＿こり ;  業 株 式 匂 祉

中野順次郎君 米 念 威 夫 君 :  中西幹事長、伊東幹事、 小川幹事、県阿幹事、

1. ?il に1 i きて綴長より本日の餓案は以上で全部終; 小林幹事、米 倉 幹 事

時

所

了 に{寸評議員舎は之! { f 以て閉合する旨を宜し散! l. 午 後 611;J 2Q分中西幹事長よりーiおめ挨拶を法

台、す時 に午 後6時50:分 。 ベ諸報告をなす

同材生産続制規則に閲する講 演含 : 1.  今期退任代表者におし謝鮮を述べ新代夫者推

11 刃8 日午後6時40分 - 9時40分

協 合i具鋭部室

薦方法につき絡る

佐久間工業大西氏より前例により幹事舎に推薦

出席者 約250名 i  方を一任し1: しとの談めり満場賛成

ト午 後6時 40分三浦主百日常務より 11f:l 1日より質! 依て幹事に於て協議の結果寸J 犯の遁推薦す

施せられし用材生産統制規則に目下j し営路のブIJ :  大 |波書案業株5 ' ) ; i吉 社

より御解説を奔J磁することとし本タJ l h識4寅 合 ! 河 津 終 的I 家 具 f占

ｾ催すことになりし旨を述べて開舎の鮮となＡ 岡 島 際 用 化 工 株 式 曾 枇

し下記の湿り夫夫講師を紹介す i  ライトラバ ー工 業 合 資 舎 枇

用材生産統市IJ 規則に就て :  1  午後 Ｗ 時一同主主ｾに差是築幹事Ｚｉｬをより枚拶ゐり

大阪府農林産物検査所長 !  r刻宴

地 方 技 師 兵 藤 時 次 郎 民 ! 1. 午 後 8時療省: fmに問宴散命す

木治建築統制規則に就て j  建 築 倶型軽音Il 室 赦 季 大合

大阪府主主・築 謀 j  持 、 昭 和 W f-II 月12 日錦草花の日曜を期して恒例

技 師 宮 脇 H育美氏 ｩ のｻ具望退荷 ｲｾ ｧｑ主催に Ｑ 系る見祭Ａｬｬｩに懇親 ｉ ぬ集合引各北

ｬ 雨講師共共規則に紘て解説的講演めり ｬ￼ 席合 ｪ 紅葉の京都高尾路より浴中加ｾＮ・川￟ＱＧｪＡｦＧ｜ｴ｟清にで開催

員一同大いに科益金得 i す来り脅する者90有段、名近年稀なる康食倒 lこL 、と

1. 午 後 9 時より質疑J ! < . f f ，答に入り多量土台員の質問: ｬ，有意義な一日を過せり下に常日の概要を ｦｩ ･ ｽｦ｟ｾ す

に釣し講師並に検査所員より懇切なる回答を; 1 :  次 第

ｾｩｑ へ ι る :  I時、 14年 I I Jl l2 日( 目〉、午 前 9 j，時40分 集 合

1 . 午後 101待桜由主fi 日常務より講師に; ; gf高宇佐述べ: 集 合 所 京都線西日降車場前

閉合の挨拶めり縫合-f 'l[ Iこっ(1- 意義なる木講演合

{ f 閉づ

陳列宅第二日 含秋 季懇続舎

時 11 M 円午 j走6時2Q分- 8時

月f 風 対 象

見 与3 京都府:前野郡 :1じ111丸太投打賞批共{ 也

中 食 中 )11小拳校にてなす

怒 税 晩 餐 曾 f.k(古 京 都 市 木 監11¥]"御池 r る

合 資 金 三 閲 也 省 章 者 パ ス 往 復 代 及 中 食 晩 餐

型t

出月払' 者 浅 野 λ レート 株式台社、淡11¥]'-1勿j [ 株式令: 此 日 天 ぷil 吉則にして小春日和 ;'IMl 占の見祭日和な

祉、伊 旅 元 商 j占、大阪主主業ー株式台前t、 オ リ エ ン : 1) 午前 9 j，- < ) ; には早〈も倣名の参舎者を見定刻ac に

F ノレ製造所、大阪陶業株式合枇パ可博基宅u11i 家 具 : Ｙ Ｐ 名省』詮パ λ 鮮か ｪ の昔 Ｑ Ｍ ひにより Ｒｾ 差の臨援に殆ん

j苫、木 ド 謹 三 商J占、佐久間工業ほ式合量士、三機白ど{ 言句j の状態にて中川村に向ふ午前 " 時 10分L頁r. I'

工業株式合商士、須賀商台、大信洋行大阪支沼、 : 川小皐校に着、校庭にT耗止の席に l 同着鈴木幹事

泰山製陶所 、 東洋理化製工業所、内外土木建築 ｩ 長本日の催につきーｾの挨拶あり＿こる後同村長山

材料・合資@ 祉、内外木材工事事株式合社、中原家! 本来治氏{ e 紹介、 岡村長l立北111丸太の起源より今

呉基宅前ii .s、 日本響楽肥料除式合祉、日昭ライト i 日の廃況に至る経過及柿林より製品に至る迄詳細

株式台祉、日本金属工業株式台記士、日本陶t制止 i 怨1;JJ 1i る説明と苦心の i結果を物持り ー 問料金する

日;本幹殊磁土株式合剤 、J l 1 滞率三邸前底、平 松 : 慮 不 快b夫より質問J ! 悠谷1差、 小利製材) 粁よりの l F意
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による混き中金 主茶菓ピ ーんなどを喫し午後 1ii 寺

10分間校を僻し敷町経Tごて7二る附近の楠林にて枝

打' I ! l 況を? 凡る 。同 Ji)i- にては経験の村人2人の外村長

自らを垂木に登り特に吾等の錦めに枝打合笈施せ

られれるは一同 L、1: ( 感銘せり此有秘伝搬影せる

者多くさながら競応舎の光策叉面白し夫より、} 毎

71己資況を見つ〉北山丸太株式合自社に至り山なす製

品につき - k 説明及見撃を? なし更に共の1唆僚につ

き認識を ＿深め＿こり 、比ｾにて健脚家若手迷 ｛ま高尾

迄徒歩し途中の風光耳目位する者50宥 絵、午 後 2 ii 寺

Ｓ Ｐ 分頃迎ひのパスに浅総衆車Ｍｾ在京に ｉ むひ京都下

の森町着一同下車 6 i時開宴迄自由行動となる。

徒歩の l 行は栂尾、根 尾、 高尾の三尾 ?:'t: t曜日し

京都着の組は天目的宮参拝共他忠ひ忠ひに散乱、亦

l 昔Eは晩餐合拐に直行し国王手、持 i12L に耽り i時' t ' i告

七 尾 健 三 l居 村 信 - m:i- 4' 駒 rb

原 間 千 歳 f宇 野 良 三 z f - 尾警保

Di!ilii"(j手j 之，克 星 成 文 tiir 崎長: 3. s:

松 尾 橋 梁 株 式 合 批 松 I同 紙 江

三 木 作 三 橋 周 太 郎 三 !I}右: 三日I1

宮 川 蚊 臓 宮 烏 祐 一 宮 後 光 三

森 mf ' 忠太郎 森 本 治 ) 森 木 義 :!;ft

森) 11 要 滋 中 一 文 1l 1111qf 孝} 宮

山吹市治郎 山 本 文 雄 吉 11Ith広三郎

吉 村 主主義 米 ;度 成 夫 減 退 : 義 三

111本 霊長十郎 木 下 昌 次 高 坂 信 次 郎

鈴 木 金 大 郎 高 松 平 太 郎 三 ;m -;.ど

J f : W. 良大和、 戸川、 IJI 内、近j燦

以 上

設 備 委 員 舎 ( 第 7 問 )

つ 、 所開東山三十六峰Ｍｾの魚 ｦ 首席ｻま又絡￭Ｎｊ ｉｊ なり ｪ 時 11  n  14 日午後6時30分 - 81!，j '30分

しが一同の顔持! J ひしは日 夜 後 にで80有 6 名 l市定る i ｊｾｩ＠ 1M誕百日室

や三浦幹事は幹事長に代り挨拶、 高坂幹事よりお i Ｚｉｾ席者委兵長岩尾

IfH呈供) 3の 怒当めり直に倒宴、原岡氏合員の一員 i 幹 事 清 介

として感謝の辞ゐ 9¥rili7M且京都支庖の斡旋によ ! 委 只 石 井、政 I11 、北川

る京美人のサ ー ピ λ に ｾｬ￴ｬＩｦ， ｬＡ ｬ，愈つのり 和気悶々宇ＧＱ｜に ｪ 協議事以

8;i 守傘閉合併 i設 せ り 。 : 1. 防 空泣革佐賀験に附する I!I:

最後に今回の他につき泊初の l‘ J品] 査よりも3 街並 : 2. 防空用減幽に liJ icJするイヰ

に常日の中 ｚ 言及晩餐合 ｬ ょ っき不ｾＡＡ［御即応と ｩ 卸裕畑 ｩ i去骨I j 委 員 舎 ( 第 9 回〉

ＧｴＧ厚手ふせし小利製材 ｊｶｩＭ 殿及 ｲｾ［Ｇ 7}.:.;J¥]l I;( 都 文j占 殿 に お けI. 'f- ]  J .H  14 日午後611，，¥，30分 - 8/1、干

し深甚の謝意を茨し捌rjIす i  )iJi 陳列19VIJ 釜

囚に営日の席 :H者ド 記の刻l し

安宅 ｾ￭ｩ 一 阿部口 IU夫 ) [ 木 久 義

山 席 者 委 員 長 玉 置

¥c'f .:Jj: [1; ｾｱ＠

井 上 客 tw:

首]! ，匝 官E

ヲj' 問 J'Jf. 夫 伊 政 悩 一

岩 尾 保 衛 岩 木 ; 泰三ミ

委 只 板井、 .L'j 山、村 11，、. Ip: !j!-J 、f;'/;U

械 凡

浦 野 府 次 大1、順三面11

大 塚 iHI 三 問 時 JE ｉｉ ，ｾ＠

間本忠、行 Ｑ 長町 ｾ Ａｾ＠ _. 

加 藤 勝 彦 jJ 日納1 f t ー

河津喜之助 わ!J 村 -;;z 

北 思 熊 之 介 北 村 久 男

小 林 部 三 左 谷 陽 充

計司弁: 00三郎 佐 竹 ・ 義 雄

清 水 後 二 百 生 熊 貞 雄

白 石 尖 男 鈴 木 5旦

伊 達 正 信 高永新治f i . ! (

武 関 経 ー 谷 民 議

三百3 石 mJ E  籾 永 閥 次 郎

申阿六I i f l rjl 谷 骨Ef もt

大p ，- 秘昌卒

間村忠、 )

奥 村丈 ったJi ll

川 合安2 ) 三

木 原 佐 官

久保[ : 11稲 吉

佐村木j : (

争ぅ、λι  
正 一

ード 出

住 町 二 一 義

竹 山 汲 ー

塚 本 猛 二 次

中 川 了 文

長 坂 2司ー

協 議7J r.スj'(

ｬ 建 築 ＱＡＱ ｢Ｉ Ｑ 系法令ｾｾ編纂 に 附する科

災害強度委員会 ( お 11 恒i )

1'-¥' 11 IJ 15 日午後611寺30分 - 8/1<')，30 分

所 陳列W;VIJ 室

ｈＮ ｾｮ￬ＧＺ 者委員長 ｩ 良部

Ｋ宇司ｾ i長 野

委只ＡＡ＿，凶 、 ｴ￭ 花 、 矢問 、 ｪｾＨ ＱＱＱ 、長応

ｩ 岳山、 ￬ ｬＡｊ，問、ｊＡｾｬｌＧｦ

協前 ､［Ｚｾ 武

1.主主築物狐皮計算用風堅規準案解説に附する (11:

卜本年度本委員 l予報告に f) f. 1するイヰ

常 務 舎 ( 第21 iTI1) 

/1.¥' 11 JJ 20 日午i走5Ih'f- - 5/1. HO分
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月[ 陳列 i姦1I 'J*

:] 1， 席 者 辺 事 今 林 話'J fr 長 坂 副 合 : 長

民 事 松 本 段 4J王 山 脇 段 ミド

常 務 黙 阿 主 記 f宇 野 三lぇ 記

獄 中 三k 記 岩 尾 主 計

久 保 問 主 計 松 井 * - 言 l'

亀井編! J i i 1 完rr 名 編 申fr

堀 口 編 帆

総 事

トオt 泡 建 築 統制 規 則j にNMする講演合開催の件

2. 法制 委 員 合 より闘替峨入ブJ 要 求 の 件

3. 新 評 議 員 合 開 催 日取に日比j 寸る;((¥ニ

4 助手旅用に附する宇lニ

5. 用 科 講 演 合 講師 謝鵡 の 件

6. 合 員 詮 衡

報 告

ＱＮ 用材，Ａ， ｴｂ 是正先制規則議 ｩ￭ｬｴｦｲｾｾ 了報告

2. (.具禦音1¥室 秋 季 大 曾 終了報 告

3. 入 後 除 隊 者 報 告

通 常 線 合

ト 昭 和 14年 11 }I 24 日大 阪 市 |じ以中之島3T! : On干

ま ｉｾ 籾日ピノレヂ ｹ グ に 於て昭和 ＱＴ 年度遁常組合を

開合す

ｮｾ 席者干の遜合員 Ｔ Ｔ 名

安 宅 li 民 一 浅 野 新 一 井卜主，Ii' 二

伊 ￱ｾ 正文 i源 問 賢 次 仮 子 君 美

i也問主主総 iJl!.岡 弘治E 今 林彦つ!c. l i fl

岩 尾 保 衛 尾勉; 治 l盟J:i B 主主同提之助

対 111 正 明 片 附 5長 品主叫喝さ詳衣郎

:1じ担熊之介 ｦｾ ，＠ i* !iJf ｾｾ同 i立

小 林 後 三 滞 iW' a 之介 菊r ，名 種 夫

鈴木金った郎 鈴 木 孫 市 閣官Ti 1長

問 中 芳 郎 高 木 大 作 玉 置 む 次 郎

号a' 石 重 正 寺 |刈 u:t '1' 烏 喜 平

中 jJ百六耳目 中 村 良 議 長 尾 浩 一

!国， ，¥1 駒 市 羽 原 徳 衛 体 i l l J ' 良三

平 川 援 策 平野 ｊｾ ，、 維 ￱ｾｩ 電Ｚ土希椎

本 同 長 プ ペ 手足升二清之助 三 浦 1支

桜 中 一 疋 111脇友三H! {

1. 午 i圭 51町40分一向者席合長辺司王片 |河安氏 議 長

代 表号署名者 ｬ こ 訣山正明 、 じ ｬＧ 品喜 Ｚｊ ｆＧ ｲ荷認台 ￭ ｾ ｐ 照

ひ致しますから後刻記録カ［ＱＺＱＭＧ ， 旅ましにら ￭ｾｐ 望号

名を駅ひます

ｪ￯ｾ 訟第 ｬ 監事2名j袋詰止

第 2 評 談 員 牛 政 改 選 並 柿 鉄 2 名; 盤以

布一括しで慈母会行ひ i: ，、 と忠ひます ￭ ｾ ｐ 投薬 ｩ 呉

れのつ むは ありませんか若しめれば ｦ 支援団 に ￭ ｾ ＱＱ 投

票を頗ひます

i卸投 諜 i
'
Mt な き様ですから fまから 開誤 lこ移りま

す就ては閲Ａ県立合人を ￭ ｾ ｐ 指 名申 ｊ てげますから指

名の方は直 に 別室 に て ￭ ｾ ｰ 関 主主をｦ［Ｇｩｾひます

J¥¥'"開 演君 小 林 後 三 君

鈴木金太郎君 f宇野 良 三 君

2p: 野忠、士iUI雪

以 上 5名の方に{ 卸! f f i ひ致します

誌 に於て右立命人は投渠闘をかl笠に診 し 直に開

票 に着 手 す

1. 議 長 引 綴 き 殺 事に移 り ま す

第 ｬ 絞殺案昭和 ＱＴ 年度事業報告を ヰ ＺＮｾ ･ よ Ｇ ｊ 致し

ます。三ii li :: tii 日立ちて別 紙:! j i 捻報告をJ i ! J 筑区つ

説明をなす。

議 長 煩事mを泣くる 7こめ報告{ 主要約の みに てヨミ

係 簡 単 の 械 で す が 非 常 時 局 下 に於げる本合の

なすべき相: 省程度の: m: 誌を3 行 ひ1: る旨附言・せ

りiip質 問 あり ませ八か ￭ ｾｐ 質問なげれば次 に 移

ります

第 2獄 議 案 昭 和 13作ー度決算報告に就て主計より

，t 卜げます。松井主計立ちて ))I J J . ¥: : の遁り詳;%11¥祝

日司舎なしれｾ

ｈ ｾｴ 長 ＱＳ ＧＱ 三皮は ｽｊｾ 縫 ｼ 、 に ゐりて合員 ｲＡ ，Ｃ反召等 キ 目

Ｇ￬ｾｾ ゐりＩＨ［ｊＯｻ，界多端なりし ＱＺ め ｦ 次期の収入念 ｾ ｾ［ ｬＺ

!li ft (  ;i:Gめ に |、J切に入 り で 役 員 舎に て限り に賀

行 i決算案を作成し人税に順 服 し て 収 入 と の 抜

ｾ ｩ｛｜ ｾ 考成し Ｚ ｬＡ ｉ ￞ｦ ｾｴｾ トる ｦ ＼ｒＺ lJ 緊縮ｾＮなしｾｾ結果永

J以入を含むと! IH 若干の刺古余金生じれる旨附

言・向合計 内 容 一 切に就 て は 多 年 住 友 信 託 株 式

合祉の合計検査を受げ民会 ｾｾｴ 月しめる皆伝油

J (  

山l時山脇i仕事起立

只 今主計よりの報告内容を> _ . "" 資 制 し1: る結

となり只今出席者37名 な る も 定 款 第24j t長m司? に i 果 肉 ili1:属殺 i&なきことを71夜明 する旨をi ' Li (

より 本 日は 再 反 の 召 集に付 定数に 依 らや j成 立 の ! 議 長 御質問めりませんか ｧｾ 総なし ｧｾｾ 義なし の

旨ｾｾ生べてｼ封 ｪ 合を宜し直 に 殺事 に 入る j  諜ゐり。

目義長 誠司1に 先-<r ち土して本 1I の総併殺事録の j 夫れでは ￭ ｾｐＷｽ 、認として二次の剃倣金 ｬ 品分 に 移り
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ますo !  JR Ｑｭ に Ｑ Ｇ Ｑ Ｚ ひｾ、然的 ｬ こ 定敗をｾ I¥'t 1mせんとする旨

U d 減 議 案 昭利 ＱＳｻｦ ＧＮｊ 変剃鈴金色分の ｩｾｬＺ :  犬々 ＮＡｴｊｾ ＡＮｉ ｒ ｻＡＮ・説明ゐ ｉ［ｲｴ 否ｾＮ FJJ  ｲ ｾＧ＠ 0  Ｎ ｲｬｾｩ［Ｉｩ なし

第Ｔｽ 之の 彪分案 ￭ｾｐｾ 主 ｬ 、 さら Ｚｦ ｬｬＡｻ［ に 訪 ｴｒｉｊ E¥J 1げ る l j 完成なしの吋. ちり。

迄もな い程 簡 単 で め り ま す 。 : 成長夫れでは ￭ｾ ｐＷ ￞Ｍ ｾＺ･、と認めます。乙で議案全

ｅ ｉｬち ＱＳ ｾ ｦ 三 度収支浅 ＱＮ 838. 8511¥i . 前年度繰越 金664. ! Ｇ ｾ｜￭￭ 卸泳認終了いれし ましにので ＱｊＺ Ｑ ￭ｊｪＧ［ｾ， ｴ 了 ｌ ￭［ｾｩＧｴ

19音卜2. 503. 04 i ' 事業費以 l' 三刊 Lこ夫々 r機Ui ii 金 と ! f町休強欲します。

して後立するこ とに放し皮御承認願ひます。呉 j 午後 6A;'f 45分{ lH!Il

織なしのｾめり。Ｚ 1 今林i!;IJ f J 長下j. sJHヶ' まして議長所; に1まき片側誠長

議 長 夫れでは{ 卸承認として次に移ります。 込WJ に 1・j 代 って開業の結果セ技.K. . しま寸 c

第 H j } l 議案 昭 和 15年度牧文f決算の伺ーをよ言1より j l従事 Jj f . J 禁結果

説明 すとて松井 三位百十起 ー立})IJ 京第坊主6J¥とlこより夫

4 懇切なる 言克明めり 。

議 長。 ;本年度舎員委員舎の努力に より差是引 500

;;(:j 倍、名の合員増加 l {e凡向 15"". 皮 L 充分努力し

て合政の精牧を言十り皮依て前年皮より相Ｇ［Ａｾ多

額伝言十上しれる旨 を72主ベーj奇令位の努力と援

助を希望し Tこり。

文 fHに 枕 ては前年度より L 必要の科 Mに若 干

ｬｦｾ＠ JiOをなし時局ドの 活動にU! I i へ仁枝りですo

ｦ 命事業費 ｬ ま ｾｮｬ￯ ・ ｾ ｬ ご 主 ｴｾｩｬｩ して相応の前回 ｊ をな

さん1: めの基本として官 l' 1: しまし1: が知: J 際に

!努 しでは寄附 金K f也のj J 法 に より収入を似る

主主 L 考感含有する旨ケ附言・し質問のγ，.1!!Iiを?問

J 、。

中 西 評 議 員 住 立 建 築 級 研 先誌は 前年 L 問題と

なり 7こる L の なるが印刷合忠告別こてする不使

建築皐研究合との事情 、 大きさ等ｾ考へて建

築と jt J : 合誌に包括す るか又単行本とするか一

考i ' 要 する もの iこヨドらさ' るやと FJ}，Nk す此JJf.( ま

希認として申主.11':; ，る旨の滋言ゐり。

議長御希望. 充分界総する旨田谷:

1仮問評議員起立

Ｚｬｴ本金や職員退服ｾ Ｎ｜ 立金等 に つ きな凡あり

総長経 常談算に ヨ ｉ ［ｾ Ｇ るも資産Ｎ｣Ｎ｜Ｎ，Ｎ ｬ こ Ｕｲｴ す通り夫

々考慮せ られめる旨符J 、。

外に御質 問 なきゃを 問 J 、。呉1iEなし JJ( 君主なし

の主主ゐ b。

日英長 夫れでは御承認と認めます。次に

第 5獄 議 案 細l! リー古¥i 礎f [ に附する件

非同則第 Ｗ ｻｬ葉中入 替の次 に 舷召及 ｩｩ 忽 ｉｾｴ をＮＧｽＮｉ日 ｊ 、。

同第 Ｘ ｻｬ革中評 議良定 員 を ｾ ＶＰ 名に 後ＡｌＡＺ

純I，t交32盟主 1.242袈

内 白 票 18.i¥'i: 

'TK iiA 605禁 鈴 木 一 幸 氏

同 597，誤 井| 二脳波氏

手;忠占 rm 松 本 儀 八 lも

同 う票 111脇友三郎氏

( 以 l' ｾ存〉

評議員半I l 1t J;lc;i.lWIl 禁結巣

ￆｾｾ ， ｴ 史認 Ｓ 士 1. 890: 児

内 白 浜 33，摂

ｊｾｾ＠ 対1 4渓

R"・ i:1 98)'史 宇都宮目安次郎氏

ｾｾＺ［＠ i'ili 94 ＺＮ［ｉｾ＠ 伊 ￻Ｚ Ａ，ｾ正文民

同 9441 
ーー

iiU 7tJ も

同 ＹＳＺＮｾ ｉｦＺ＠ 玉 Ｕ 立引火 ｪｬｬｾｊ ¥: 

日l ＹＲｾｬ＠ '1' 凶 六 郎 氏

同 Ｙ Ｒｪｾ＠ N 手 正 雄 氏

同 9¥j'J  01じ 垣 熊 之 介 氏

同 91'.'史 伊 脳i 武 文 Ji;

伺 ＹＱ ｾｾ＠ n  '1' 1f，] il i J正

同 Ｙｑｾ 史 IlJ )11 疋 5M:j}"¥;

同 9ntz 訳本 ￯ｾ ｜ｩＮ次 ｊＨ

日l 89Si 、 l公 久 保 敬 三 l¥;

ｾ［ ｊ＠ 89(史 初 日j， ￭ ， ｯｴｾ＠ iiitff i; 

同 89 ｾｾｾ＠ 久 保 日l 槌 古 li;

同 89泉 i事 'iii i 笈; 乙介 J¥:

同 ＸＹｾｩｾ＠ イじ 愉 JE rk 代

同 89県 政 | 湖 基 次 氏

同 ＸＹ ｾ 史 Ｑ よ悶ｾ之ｊｬｽ ｊｊ も

同 ｓＹ［ｾ＠ 長 尾 清 一 Ii;

同 89;¥1 j曾 )jユ敏克J : ¥;

総 長 右 2 手|ーに闘し第 7 僚 は最近令長中より 服

召 立色目怒 Ｑ 故者多数ゐ ｢ 之に釣し入管と問機 に ｊ ｉ ｾ

期間中台' m. i ' 免除し第 8 { l 来は最近多数の台員

次 思占 7来工iI 名純子i : Jも み; 鮎4 ＤｊＡＩＮ ミ Ｑ ・ ・ｽｉｬ ｈ 三 日 ｉ ｾｊ ￬［

〈以ド略〕

許誠員前鉄 ［｝Ｉ［ Ｑ 泉結ｊｻｾ
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Ｊｾ，ｴＧ ｴ＠ Ｎ ｾ 史官官 1. 230:区

内 自 主i Ｑ Ｒｗｾ＠

首 選 596京 浅 野 主 ，Ij . ー Ji;

同 ＵＹＳ ｊｾ＠ 3首 陸 二 氏

捗( ，ｾ占 3県 '1
1  同プミ IiI(氏

同 3:冥 別 口 選 ; 官 民

( 以 1・roa. )  

谷 川 一 士It 科 奈 良 ! 際 司 財ifN[( 法|す苛4，寸ii ll佼( 除

ｾ ｽ 記員〉

fお出身 H日 夫f ! 住吉防，阪市PI J 3 /  4  C建 築 持 久;縫

自管〕

川村喜代米; r ，. I{，I' ￍＧ ・ Ｑ 以 前ＧＱ Ｑ 日 明 ￬ｬｴｴ 村ｽＮＮＺＮ字主 ｾ［ｉＡｃ ( ぷ

| 仮電気? 武道株式合社〕

総 本 ; f IJ 夫-F: ' 11‘什ご北河内部三ヲnBl 1ir 1旬以8s9( 危

l 今林議長右之' i l l i Jc ?々 吉選決定主主: しまし1: 。 之 を ! 守口 ＱＴＹ ＩＨ 大 ＱｾＭ ｲＱｔ土木￬Ｇｮ［公匡 ￭ ｊｾｄ

以て本 11の *1日、舎を終了wc しま す。一同拍手 :  (官i ; .IIJ 筑5050)

ｉｉ Ｇ ，ｾ に 午後 ＶＱＱｾｩＵ ￹ II' i  111 {， 正 R 家艮Ａ際機械官附Ｎｾｾ井 町 ＸＴＲ ( 火|妖

工廠技術課〉

4量子

Eヨ 動 奇書貝

入 曾 者

合 員

iヰ11m資 之 介 R 兵 策 撚川澄:11日伊丹! 日I 大) } 1i 門之官ir

三 池 ( 大阪府警察官li 建 築 課 )

新 進 弘 君 京 都 市 アE五iV，:i.白川 j! glnn8 ( 内務

省泊ＧｾｾＱＺ局〉

ii ¥;; lTl II次- - . ; Fl 布泡市｜ｩＮＡ｣代 Ｍ ｉｬ ｾ 1ノ347 Ｈ大阪降ｾ

主主ｽ長以大阪工 ｾｾｪ 主術［民営 ｩｬｬ 矧〉

松 本 質肴 イヰー 占t¥，';_:r恋 合111[280 ( 株式合対. 大

|仮組〉

三 ￐ｾ ｾｾ￭ 一君 旭 ｉ ， ｾ ｾ -1二林;nr 1401 ( 古i器工務) i }j 王監

築 ｭｾ 寸 Ｚｩ ＱＺ )  

柳 1・一 質草寺兵庫脇氏j京都甲山村仁 川 ( 柳ド

質建築事務} ' J f く健仁川 121 )  

浅 野 重 弘 沼 J;l [ ! ルJ; 弓-i工Il1rI 28  ( 点洋紡績株

式' I j 前u差点益課〕

井 戸 間 竜 太 郎 宥 布Ｑｩ ｲｬｾ 市菱屋東 ＵＲ ヲＨ大阪市電［ぷ

周吉十主主 Ｑｴ ｕｾｾ 告 ｩ 繕 Ｑ 系〉

伊 見i ii l ; ; 夫君 姫路市白閤ｾ住枇宅 ｏｬ｛ よ ね筒抜

株式台 耐: 潜占書課〉

午 Ib 修; f j 耳i ｾ［ｉｾ 杉山町大 Ｑ 奴工以技術 ［ Ｂｊ ｦ 岱 ｭ

掛内( 大l仮工服役術課t筆記泌〉

将;1: P1 功 君 語'1' 戸711灘M菊dE家i ' 持町5 ノ 9 ( 松

ヨミ台枇竹中工務J.!i 市'1' 戸支j占( 稔

三宮304)

忠君 尼 崎 市 常 光 寺』草木( 奴洋紡紋株

ヨミ合耐: )

川1 iMi  

111 本 武 夫 胃 府 F 三島郡司欠同 Il1rI 3!  6  ( ; . 義建築

設 計 事 務}ili)

地 方 合 員

)泳 m小 二 fili 拘 束努r: 鶴市桃 ill 遁

安 政 能 大 日1<手i 兵庫 ｬ 服飾磨 郡 ｪ 資村府畑 ￬ ＺｲＮ ｴｾＱ 也事 ｒ 府

知 ｬｬｾ 張 ｽｩ ｊｩ内〈鴻池組成
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5.用材生産統制規則第 2 傑 J 規定エ依J レ指定ノ件

長休省告示第 364盟主
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同僚ノ規定= 依ル検査ヲ受クルヲ要セザル素材

l  御 料、 閣不j.叉ノ、道府県孫右= 廃 A l レ素材

良 林 J d主 . 伍 堂 ｾｩ 雄

2.  ｩ 雫 Ｒ 寸永 ｩｬ｜ｾ ］Ｍシテ元日径四寸表制スノ、長六尺長洲ノ，Ｑ｜，業椋ｪＢＯ素材 Ｑ 日シ ｩ 会ニ夜リテハド江ｼ寸 Ｊ￙ ｾｬ =-
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5. mi l 1材及j低利
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l昭和 14年 10 月n 日

1 . 御料 、 図白及準IHJII採有= 鴎スル 決材

Ｒ Ｎ 銘 オ ￧ｾ

ＳＮ 廃材及府［ｪＺｾ

農 林 大 臣 伍 主: 半 土佐

4. i関葉樹( りやき 、 し{ まぢ、 やち 1:' も及かし7 ' [ ，氏ヲ〉のfP2村

5、用材生産統制規則第 5 保第 2 項ノ :規定ニ依ル指定ノ件

! 見休省告示第 366 ｾ涜

用利生産統制規則貴; 3  { 隊第 2}民ノ規定 ニ依 1'- Ｎｉ￬Ｆ責 Ｗ 受クルヲ要七ザル ｊｾＺＮｾ ト左ノ渇指定ス

l1fl:f.tJ I4
1
1' 10 月13 日

農 林 大 医 伍 ｾ＠ J1s. 雄

l  製材 I !生産者ガ 1 ｾ ｊ 王 ｦＨｻ ｪ 100 石 7 ｩｊＺ ｾＺｩ ェザル ｾｩｾ 閣ニ於テＺｊｴＭノ生産シ担 Ｉ ｌＭ ｦｾ 材 ヲ 原料叉ハ材料トシテド ｅ

用スノレ1括合

3  



4  

2. 同11茶第 1: 項ノ規定= 依リ良林大臣/ 定ムル規格= 依リ生産スルヲ要セザルモ ノ ト指定シタノレ製材

二係 J レ接合

6.用 材 規 格 規 程 ( 室長222fUE)

第 1奪 素 材

ｾｉ 僚 ; j ; j 種ハ丸太= 在リテノ、 i主= イ夫九拘11角 ニ 複 リ テ ハ l幅二依リ之ヲプ王 1 3稲 =-1品分ス

1 . 小 Ｖ 寸永 ￹｜ｾ ナルモノ

2. 11
1  6寸 以 七 l 尺 未u¥'.j "}- Ｉｾモノ

3. 大 I R 以 上 ナ ル モ /

貫主 2{隊 形量ノ、樹皮ヲ除キタ ノレ材 11在日分ユ Hi !iI ，ｩ 草 、 ｉｾ 耳、 ｨ 又ノ 、丸 身］ 依リ之 ヲ 民五 分ス

第 H 茶 丸太ノ Ｑ ｭ ノ 、利ノ最小 ｾ 卜 λ ＱＮＱＳＮシ長 ＱＵ 尺 Ｕ 寸以上ナルモノエ ＱｊＭＺ リテハ材ノ長ノ ＧｉｊＪ］ＭＩ 冷ケル ｬｈｾ

小館 、精 J 高官li ヲ附シ F ルモノニ 私 リテノ、元日・ョリ凶凡ノ昔日分ニ於ケル最小館 トス

前 項 / 規 定 = 依 ル最 小1笠ガ b 寸 以 ヒナルモノニ 在 リテノ、最大径' 卜 最 小 径 トノ 差 ガ j t ノ最小館 /

100 分 ノ 20以上ナノレトキノ、 英 ノ 卒 均歎 ヲ以テ共 ノ館 トス

* 41l茶 布I1角ノ ) 享及l隔ハ最小横断面= - 於ケル漣 ノ妖 ヲ補ヒ IJ Ｉｾ方形ノ短 ｩ 傘Ｈ厚〉及長法〈悩〉 ト ス

第 5係 長ノ、末日ト元口トヲ結プ最短直線ト ［＼Ｑ 旦シ ｾｪＧｪ 端吉日Ｈ直径 ｬ 寸以下Ｏ古 ｬ￭ 分〉 又 ハ ｢ 頁 巾苦 ハ目度

子L ノ昔E分 ヲ 包 含 七ズ

第 6{床 単位寸法ノ、筒、 ｗ ｘ ノ、 ｬ 陥二 百五 リテノ、 Ｕ 分 、 長 ニ 在リテノ、う寸 ト ン 単位寸法二 ￹ｬｾ j I ザ吋;ii 数，、

; 乙ヲ 匂j 拾ツルモノ トλ

第 7 {深 丸太( 科、端官fi 7 ' 附シタルモノ 7 除 ク ) Ｑ ，ｦＮＱ 主主ノ、ｦＮｾノ自［ＺＮｦｾＮＺＮ長 γ 衆ジ布 ｉｊ 角 ＱＮ 利政ハ厚及悩ノキ日

ヨE積 二 長 ヲ 梁 ジ 計 算 ス 但 シ 長 15凡 5 寸以上/ 丸太= 記リテノ、FS ノ白 乗 / 10分ノ 8.:. 長 ヲ 衆 ズ ル モ

ノト λ

前 項 1 ; f ，j " { 責/ 数量二{ サテハ右( ＱＰ Ｚす ｽｪ 尺〉ヲ ｾｎｾ 1 単位トエ

第 8係 柏角ノ形長三ノ、共ノ最小横 ｾｩｲｮ￯ = - 於ケル設ノ: 妖ヲ柿ヒタルカ形/ 四没ノ利ュ針λ J リし/ 方形

ノ 法 ノ 飲 / 和 パ 00分主幹 = 依リ 司王/ 丸身阪分ヲ 附 λ ルモノ トλi f i シJt パ 00分3f1ガ20二iIお 9 ザルモ

ノ =在 リテハ Jl七ノ限- ，伝ラズ

1. '1、丸易 ＱＰＰ 分率 Ｒ Ｐ 以上 ＴＰ 永 ￹ｾｩ ナルモノ

2.  III丸身 ＱＰ Ｐ 分 ｾ｜ ＴＰ 以上 ＶＰ 来 ￹｜ ＧＮｪナノ ι 毛Ｏ

3. 火 丸身 100分主}l OO以 上 ナルモノ

ｾＺＱ 議ニ於ケノレ欽ノ、丸嘉ト若倣ス

第 9{宋 品質ノ、左 1 :各盟主= 掲グノレ鉄勲二依リ之ブ| 品五分λj l oi .シ長ノ吉十算_ I -.除外二〆 1呼ベキ音li 分ユ於ケノ1- 七

ノノ、之ヲ鉄車い、若{ 伎サズ

ト官官

2. 幽

3. 木口制又ノ、百| 抜

4. 同勉i



5. ＭｴＺ口 二Ｉ冷ケ ｊ ｉＮＮｾ ぇ，、空腕

ＶＮ 焼 、 飲［ケ 、 穴 、 」迫 ｾ ｕ ，ゑ又ノ、初前二於ケノｉＮＮｾ

ＷＮ 枯材 、胸打、 摂レ 、 入皮 、 際官 官、 ｾ［ＧＡＺｩ 等二シテ頼者ナルモノ

第 10係 筋二付 テノサ ｉ ｾ /  lltt 、 其ノ長径及共ノ存スル粉 llii ノ数= 伏リ飲駄ヲド付ス mシ長: ?f ! : ; 分 - tぷ8 ザ

ノレモノ= 在リテハ比ノ! 浪= 存. ヲズ

死節 =在 リテノ、 Jt ノ長僚ノ、生節/ 2 f i 存ト若倣 A

第 11古来 幽= 付テノ、根5長ヲ含マザル内曲面/ : 最え 欠 高 ノ 最 小f寺f ニ 封λ ) 1.. 100分;;(1 ヲ以すま貴重Aヲ附ス 1l 1.

シ究ノ ＱＰＰ 分率ガ針葉樹］於テノ 、 ＱＰ 、 潟葉樹ニ於テノ、 Ｒ Ｐ ユ ーＡ ｾ［、 Ｙ ' ! I ' ルモノェ在リテノ、 J出/ 限= 杭ラ

ス.

第 12j 燦 木 口 劉 = 付・テハソノ: 長二塁司スル制/ 長ノ 100分. 1fl ュイ友人目砲 =-1寸テノ、其ノ ?IJl 長 ノ 材 ノ 末 n

ノ用問/ : 長二針スル 100分率二依リ飲鈷ヲ 附ス 但: / l : c パ 00分京ヵ・ 10 =- 尚 9 ザルモノユ在リテノ、此

ノ限= 在ラズ

木 口 剣叉ノ、目砲= シテ同 ! 端= - 2 筒 以 上幸EJ L. トキノ、 Jr. / : 最長ノモノ '1 !C ノ: 長トシ f4'P ，出=- Ｍ ＨｾＺ＠ " トーY

ノ、各端= 於ケル尖/ : 最長ノモノノ ;1羽ヲ ;J Cノ長トス

引抜ノ、木口剃ト若[ 政見

第 13{際 木 口 = 於 ケ ル lsf 又ノ、空 洞 = 付 テノ、;J t / 面積 ( 2  ｦｴｩｩ 以 ＱＧ ，手ス ｊ ｉＮＮ ト午ノ、 ｊｉｾ ノｩＱｩ ｈｩｾ ノヰ ［Ｑ Ｑ 可ノ Ｒ 分ノ

l ノ末日飽iilii 桜 = 針 λ ん 100分 率 二依リ狭鮎ヲ sHス

ｾＱＴｪ 康 庇又ノ、鉄ケハ ､ ｬ Ｚ ノＺ長 ＱＧ ｩｩ ノ￱Ｚｬ 、 火 、 品目氏叉ハ利而］Ｍｾケ ＱＱＮｴ 定ハ ｝Ｑ ノ長 ｾｾ ｩ ［ ノ Ｒ fたノ釘卜電子倣ス 1u.

シ初 ノ利 用 ヲ 妨 ゲ ザ J C モノノ、此 ノl茨= イ士ラズ

Ｑ，ｪｾ＠ 1う{際 丸太 / ｲｾ Ｏ ｒ ノ、之ヲ Ｔ 等級］分チ快貼ノＺｦｪ ｦｩ 煩及 ｲｮ 皮］十［ｪＢ［在ノ鉄則前 理主 主 ξ］ 依リ Ｑ Ｑ Ｚ ノ筒敬 Ｗ 計算

シ官官スハ出! ノ侠駄伝l 盟主ナクイ也ノ i険対五箇以 1、ナルモノヲ一等、節スノ、出1ノ快鮎 l 筒 こ シ テ 他 ノ 飲

駄 3 恥1必)， I・ナノレモノ長官ii 事LJ 、fh'i / 快鮎筒数ナクf也ノ侠主主 4 筒 7'.; 主主 6 筒ナルモノヲ 2 等 、節 JI._ ノ、的

ノ; 快主占 2 fti ユンテ f也ノ炊生占: ; ￭ｾ ｩ 以 ＱＺ ナルモノ、街 ｾ Ｈ ..1、flll ノ飲鮎 l 筒= シティ也/ 飲助 4 ￭ 者乃ｾＶｦ ｩｾ

サルモノ及怖叉ハ! l I l ノi切と貼倒防、十ケイ也ノ飲対 ftil 富士 7 f ; i 可以上サルモノ' 7 : ; ，等トシ l 等乃; . f i 3  ｾＧ［＠ =.; ¥ 

'ii; 七 lf ん壬ノ' 7 4  ｾ事 卜 Ｗ Ｎ

積 主R

節 ( 針葉樹〉

し ーーと一一一一一一一 度 一一|筒吹

|  小 丸-l( I  ［ｪ［ｪｩｉ￬ ｩ ノミニＨＢｦシ［ｖｾ / 長僚が 5 分ヲ超ユルモノ又ノ、隣接

I  ｾ阿Ｏミー ｊ 腕ガ ｬ す ヲ起…ノ
2 初 酉 ノミ二 i T = スルモノ又ノ、 3 村雨[ 普ノ、 4 材碕. =-"{半シ Jt

l一 三l 寸ヲ即 日 ノ

ZJ 度 7 起ェテ育: ス J L モ /

!  中丸大 l 材函1ノ ミ 二 存 科!t ノ長1iHガ | 寸 ヲ 趨 ユ ル モ ノ ル 側 索

Ｒ 村両 ノ ミ ヱ Ｍｲ ｲ シ ｾｲ ノ 長然ガ ｬ 寸 Ｕ 分ヲ超ェザルモノ

'予

』

3  

2 利 刑 ノミ ュ了ι スノレモノスハ 3 利: i i i 1t-ハ 4 Hi 可=- rt : ン X I  2  

ノ長俊ガ l 寸う分ヲ超ェザルモノ

前 2 獄ノ限度ヲ走B. =テrr スルモノ 3  

C- : .  

" . J  



6  

ｩ 珠ｾ妥 Ｒ 利市ノミ二存シ Ｎｊｻ ノ長径ガ Ｒ 寸ヲ超エザルモノ |  
(  ( りした l 同 一…… |  

2材函ノミ; 0-t: ス ん モ ノ 又 J 、3 ;例1買[ 脊 J 、4 材 I百= 存シ A I  2  

!  ノ長( ] ! ガ 2 寸，;n包 エ ザ ん を ノ |  

|  前 2 獄ノ! 恨皮ヲ湿ェテ存スルモノ I  3  

節 ( 慨 樹 ) I ノj、丸大 l 柵 ノ ミ = 存 ス 日 ノ 1  

州

'lt 丸 大

! 燐持 2村商ノミェ佐子 λ J レモノ )1... ノ、2材l百ノミ: : . ＧｾｉＺシＺｬ ｴ ノ

長官? カ. 2 す 7 趨 ェ ザ ル モ /

前 2t武 ノ 限 度 ヲ 超 ェ テ 存 ス ル モ ノ

1  ｾサ商ノミュ了下スルモノ

隣接 2 Hi 1 i i ノミ= 存 λ ルモノ ス ハ 21サmi ノ ミ = 存 シ lt ノ

二良俗ヵ・ 3 寸 7ll 葺ェザルモノ

両ir 2  ｩＡ ｩｾ ノ限度 Ｗ 起ェテ Ｍ￧ｰ＼ ) レモノ

大 丸 太 l 料 商 ノ ミ = 存 ス ん モ ノ

除後 2 村百ノミュ存; < . Ｉｾモノ又ノ、 Ｒｍ 而ノミこ Ｈｦ シ其Ｏ

主主iIii ガ 4 寸 7 超エザノレモノ

自iI2 ｾｾノ限度ヲ趨ェテ存スルモノ

ＱＰＰ ｪｊＭ ｾｩ ガ針変 樹二・作 ーリテハ ＲＰ 、 ｩ 間紫 樹 ］ 荘リテノ、 Ｚ［ Ｐ ［Ｐ ［ｉｾＧ［＠ !il ザ Pレ

モノ

ＱＰＰ 分 ｾｩ ガ霊 ｮ 定例］司ＮＮリテハ ＲＰ 以上 ＳＰ 円 ・ おタザルモノ ｩ 制呉説］子宮 ｅ

P テノ、30以 上40 ;0 ￹ｾ Ｇｩ＠ !il ザ ル モ ノ

2  ｍｪ 百二於ケル育分ￆ［ ｾＱ ノ Ｚ 和ガ ＲＰ ｃｾ 刻現樹］荘リテノ、 Ｓ Ｐ Ｉ 以上二シ

テ ＱＰＰ 分業Ｏ小ナル ｊ 何百二於テ ｊＱｾ ノ ＱＰ 以 ヒナルモノスノ、前披ノ限

度 ヲ 超 A ルモノ

I  2  

I  3  

l 2  

3  

2  

3  

コ-k lJ 望日u I  100分 部20 ;0 ｩｩｾｾ＠ !il ザ ル モ ノ |  

|  100分三120以 上 ナ ル モ ノ I  2  

H  ｾ＠ :  100分 率 20 ;0 ￙＼ｾ＠ i' ザ ル モ ノ

100分 ヰ¥20以 上30 =-泌 9 ザルモノ 2  

一一一一上100竺竺; ヒ七七一一一一一 一一一一一一ーしこ

づtc lJ ; 0 於ケル腐

c，、ノ、空l問

100分不 10 ;0 ｩｬ｜ｾ タザルモノ

Ｑ ＰＰ 分 家 ＱＰ 以卜 ｾＲＰ ::. ＺＧｩｾｾ ♂ザルモ ノ

100分' ; f ¥20以 上 ナルモノ

第f 例 7 誠ノ I  1磁毎ユ

鉄ぷ

?  

3  

部 ｲｾ 頁ノ ＺＡＧｽｴ 鮎 ￎ ｜ｩ ｗｸｽ ，ノ命ノ袋、将皮ノ m; ; o 掲グル官官/ ; 長在日ノ限t i ! : ノ、大丸大fデ l 尺 5す 以 上 ノ モ ノ = 円 :

リ テハ生命Ｏ場合ユ ｉｾ リ 什奨樹二 ｉｪｾＷ ノ、谷Ａ寸 、 ｩ 倒英樹］於テノ 、 各 Ｒ 寸ヲ力 ＱＱＷ

長1叫 t:i=15: リデノ、 2 ｾｧ［［ｯ 相ｾｾＮスル Ｓ 初 ｩ￬ｩ￮ 無 ＥＢＵ 利又ハ Ｓ 等ニユ相Ｇ日スルＡ鋒従 Ｒ 村四五百 ｰ ，ｪ サェシ ＭｊＭ ｬｾ ノＺ長

］妻ｽシ節ノ秒、ヵ・ Ｑ ＲＱＢＭ ニ ｈＲ 間以内ナルトキノ、 ｬ 等Ｎｾｾ 7  1-. ス

1印刷封A 丸太=. " { - : : . リテノ、 F ノ 長 = 劃 シ 生 節 ノ 敬 カ，(J  f<_ =- f寸1 ｴ￟ ナル Ｒ 等ユ相富スル ｾￆ 寸 ｩ ￮Ｚｦ無 ｨｬ￭ｦｾ U  



尺 ］ Ｈ寸 Ｒ 筒以内ナ，ｾ 3 等= キ日常スル! 礎柊 2 村荷無官町村ハ各 1 Ｚ等級 ヲ ー ｉ ｾ Ｎ ス

i < : 口制又ハ第 9 {l 華第 7 J i } 1ノ鉄則=伏、J 付ノ手Ij ｦｦｩ￭ 即白ヲヨシク低下ヒシム，ｾモノハ事ＡｊＺｦＮ Ｎ 、 Ｒ 事 Ｓ 項叉

ノ 、 が ｊｾ 頁ノ［規定］拘ラズ之ヲ ａ 等 ト ス

筒、空胴又ノ、英ノ他ノ鉄車占= 伏リ寺IJ 用シ得ザ J z... ri侃' 王子ガ ー兵村積 ノ 100分ノ iOJ 江 l' ヲ占ム L モノハ際村

トス

第 16傑 ［ｦｬｬｊ角ノ品質ヱ付 テノ 、丸 大ノ品質二関 λ ル規定ヲＡＺｦ問ス ｭ シ第 ＱＱ ｉ 際 小最 Ｔ 、 Ｑｾ ト アノレノ、之ヲ厚Ｚ ト

ス

第 2 章 敏 材

第 ! 71際 ｾ ｾ樋ノ、左ノ遁之 Ｗ 限分見

l  板無最小織・ ｾｩｩ 酉］於ケル ＱＱＱ 品、厚ノ Ｓ ( ; ¥' 以上 トス

( 1) 侭 厚 l 分 81点以 lニ9 分以「、問 4 寸以上トス

( 2) 小幅板 厚 1 :分 8 .lffi 以上 l 寸 1 Ｇ， ｾ以下、 Ｑ 陥 ｬ 寸以ト Ｎ Ｔ 寸ーすし Ａ出 ト ス

( 3 ) 斜面板最小横麹I百二於ケル梯形ノ ";';3 寸以 L トユ

Ｈ Ｔ Ｉ 厚［ＮｦＱｾ厚 ｬ 寸以上 l 寸 5 分以下、幅 4 す 以 t トλ

( 5) 恕 厚 2 す以上 トス

2  挽i制喜剖t頒 最 f小、も般も!当獄B析iii而在ユ於ケ 2ルレ l方Ij白E形z ノ 1  ｾ逃金ノ ｊ長壬 Ｒ 寸 ｴ去く人必 Ａ ｊ エシテ ｭ昭 ｅ高 ｦ ハｾ f昨f汽:サ去ミ乙U吋叫.リ治山山l止ri?'

(υ1)  'J小、 剣 最，小!ト、ば法:萄引I雨商. ニ於う .ルレ 1寂F主: 力'1.診長 / 1  j澄丑ノ長 6 う分〉干脊主，ハ、9 j}- 叉ノハ、厚 4 う分，j 5  ｉｾ卸 ｌ甲 ｆ 以 )-_ 9  }分H幻以I.i十ド‘ご，、 4帆l席高

l 寸以上 2 づ以 l' トス

( 2 )  '1 '  剣 最小 ｦＧ 日［町エ於ケ，ｾ j E j j f::長ノ l 法ノ長 l 寸以1: -.;>(ノ、)享 i す以上 、帆 l 寸以 トー 2 す以[ .

トス

0 )  WU 厚 1寸以上、腕 2 す以上 4 寸以) . トス

Ｓ Ｎ 挽角煩最小横 ｾｩ 商工 ＱＯＺＺ ケ Ｇｃ ｾ ｽ ｪ 形ノ科泣Ｏ :長 2 寸以上ニシテ l尚ノ、! 京ノ 3 (; '; ・}、 Ah トス

( 1) 正 角最小被告ｾ商工於ケヰ主力形ノ Ｑ Ｚ［Ｚ 笠ノ長 Ｗ 'U- 以 l‘ トス
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り I 2分 下す一|付 i  「 : Z 77 1一つ「

1  _  _  I  7寸 I  j-一 一 一 一 一 一 一一一一一一一一一一

第 8 盟主 I  2分 1  5分 I  - .  I  I  16  I  12 I  8  

(  4  ) 厚 キ反

芳三

惇

!  1寸

!築

回 一

河Z

青瓦 /  人 数

長 ノ 臥 分

峨 i  てi - - /6R. 5-高 l.:-T恋Z51可2石訂7

1;寸 - - ＧＡＭ ｾ尺 ＡＭ Ｑ Ｗ Ｗ Ａ Ｕ
14 寸5分 6尺3寸 10 I  7  



5寸 6) ミ4・J. 8  6  4  

5すう分 6尺5寸 8  6  4  

6寸 19尺
7  5  3  

6寸5分
I  10尺 7  5  3  

7す 10Jミ5寸 6  4  3  

7寸5分
。12尺 6  4  3  

銭

1 8寸
;  12J { 以 上5す 述 5  3  2  

9す !  14尺以上尺 建 4  2  2  

' I尺

A  3  2  

!  I.R. I寸 4  3  2  

1，R_2寸 3  2  

|  l 間 以ーl 惜 同信 問手f 同省

- 一 一 一 一 一 一 一E  

l寸 i分 :  ｾ寸 7  5  .> 

l 寸2分 1  4寸 5J J
7  5  3  

第 i寸3分 5-1" 6  4  3  

5す 5土F 6  4  3  

6す 6  4  3  

6寸5分
6  4  コ

2  

I  7寸

弓
3  2  

7す 5j士 5  主 2  

8す 5  3  2  

量主 1;す

4  3  2  

I R  4  J  2  

1 1尺 l 寸
3  2  

i l 吋 以上寸逮
同省 同;{i・ おd:; 釘

l寸5分
ゐ+

3、
2  

第
6寸 4  3  2  

7寸 4  3  2  

3  2  

3  

9す

3、
2  

3  2  

量覧 l  尺 l寸J 2  

υ ミ ｾｉ 寸以 ｴ す 鐙 |司 令 同{ i i司ヲ釘

一 一一

備考耳熔セザル淳板ノ幅二{ ナ テハ l 京= 入ン F ルモノノ l陥ノ平均ヲ以テ英ノ l 来ノ i享飯ノ l悩ト λ

(  5  ) 議

苦手 1孟

j享 中直

2寸 6寸

2寸以上う分主主 6寸以上す主主

1 3  



2 挽 制 緩

(  1  ) 小 部

| 形

積 類 1

1 厚 | 幅

三:主_I_ Ｔ ＵＱ ど ＺＺ｟ｉｾ 寸扮
対 2 抗 I 5分 1 1す」分

I  6分 I 6分

言語33!，i I  I  1寸3分

l寸7分

￭ｦｾ＠
、
J

、
j

、
3

2

7
e

，
‘

J

J

T

 

『

'

'

n

k

u

n

u
，，

9分

l寸

l寸2分

l寸坊、

l寸7分

l す8分

トナヲ分

2す

4  

盟主

(  2  ) 中 部

;詮

長

6尺

6Jo 寸

7]ミ

9R  

10尺

10尺5寸

12尺 以 t. 14尺 迄

5寸建

l izlj  
JO7つ -2 -1- 一 一一

50 

24 

16 

ハ

U

n

u

n

H

S
作

ム

U

A

υ

〆

o

r

0

1

J

Z

J

今

3

7

V

1

l

i

t

i

-

-且

22 

22 

22 

16  

12  

12  

12  i  

25 

12 

8  

戸、
J

弓

J

'

ヲ

ヴ

L
M

υ

0

0

0

0

0

0

O

I

l

-

-

4豆 類

一1

I寸 l 分

l

u  

ｾ Ｓ ＳＺｴｩ Ａ 百 Ｑ ＱＱｩ ｺ
第

4

披

l 寸3分 l寸3分

l寸4分

l寸5分

l寸7分

第 7 3J}t

1
I寸6分 111; ;

竺じ士一目仁

量;

長

6尺

6尺5寸

7尺

9尺

10尺

10_R. 5寸

12尺

12尺 以上 14尺迄

5寸主主

:: l l; l  

ｩ［Ａ［ｾ＠ 1  

〆

O

K

D

r

o

r

D

i

l

l

-

今

，

“

今

/

“

今

〆
M

内
ノ
“

I

l

l

1

 
9  

9  

9  

9  

9  

9  

9  

9  

1 4  

8  

8  

。D

O

O

R

u

n

o

6  

6  

6  

6  

6  

6  

6  

6  

4  



( 5 ) 喜リ

種 類

l享

百主

lド晶

"  111 

長

議 13t}t庁コj1扮 日; ｬｬ ＭＭ ｬ 一一 ｾｾ ｟ｊ ゴ Ｚ
山 111: ;152 iji l i l j | j  

1キ〉

I寸・4分

l寸5分

2寸5分

コ寸

; | 1 3的
3寸5 j寸

|  ム寸8η

3寸5YJ

省主 4 就 3寸8)}-

4す

一

3  i先 戸j 主高

(  1  ) 疋 角

ぜt 主百

主昼

話 l 扮 1 2す

苦手

ノ
長

ヱ-L U - -竺と一 一 一 一 一

必 3  務 I  2 寸均

7 -JE 下一 日分 一一一一

手 5 務 | 3寸 l

負'i 6 獄 I 3 寸3 d l

弟 7 獄 - 1-3Ez- - 一一 一一一!

ぷ
8 技! 3寸

8β

第 9 獄| 4寸・

ぷ 10 誠| 附 分

治 II 減
1- - 5す 一|

第 12 減

I
5-J- 5分

第 13 獄

I
6寸

必 14 獄| 附 分

約 15 撚

I
7寸

同 考 お'i 1  ｾ成］ ｦ ＭｊＭＷノ、 ｉ ｾ ノ入盟主ヲ Ｔ 卜 λ

6尺

6 尺5寸

7  j '.!.._ 

9 尺

10凡

12尺

13尺

13尺5寸

14Fι  

17 R  

20尺

量

長

1 5  



1 6  

C  2  ) 卒 角

R窃 手足

ぷ l 減|

議 2 獄 |

鉛 五 誠 |

第 4 貌 |

必 5 務 |

戸事

2寸

2す5分

ミす

3寸-5分

3寸8η

官主

一 一 一 一一一 一 一 - ー

議 6 減 | 4寸

弟 7 獄 I 4寸5分

鉛 8  奴 |  うす

弟 9 減 | 叩 月

第 10 減 |

弟 11 鋭

弟 12 減 |

6寸

6す5分

7す

2す5分

3寸

4寸

4寸 5j }

5寸

5寸5分

6寸

6す5分

7寸

l臨

7寸 以上2尺 迄 寸 建

第21{ 1傑 品 質 ノ、左 ノ 各gj .A! ニ掲グノレ欽鮎= 依リ之ヲ位五分ス

1  a官

2  丸身

3  木口筈リスハ目色I

問

主主

6尺

6尺5寸

7R  

9Jと

10J ミ

12尺

uノ叉

!3尺5寸

ｉｾ ， 尺

17尺

20尺

主注

20Jミ以己尺主主

4  抜 節、 腐節、抜ケ お キ節、 腐、鋭 、穴、孔、 鉱山、; f j 面= 於ケル絞ケ 、汚主主、 入皮、H旨笈

5  ｦ Ｇｩｾ 、 Ｚｪｾレ 、 反り、重 量 色等］シテ願者二ナノレモノ

第22{l茶 第 10( 際第 I 項本文/ 規定ノ、製粉ノ節= 付之ヲ準用ス 1Ji '" 1J 目録i ノsi白・ = 付テノ、英ノ能I史小十 !I - I  

利面ノミ= 付鉄車占ノ i箇数ヲ 計算ス

第 23(!傑 挽割支i i : . &l l ' t角簸ノ ;丸身ノ、材ノ最小横湖面 ニ於ケル溢ノ i快ヲ補ヒ !J J l- 方形ノ 4 設 ノ 利 ζ お λ ル

英ノ方形ノ議 Ｏｪ 扶ノ和ノ Ｑ ＰＰ 分率 ］依リ之ヲ計算ス ｦｾ シ挽角Ｏ Ｂ 丸 ｊｂ ］Ｍ 付 テノ、英ノ各縦二於 テ 材 長二

ノ10分ノ l ノ部分ヲ除キ最小棋連liiiii=; 定ム

J依類ノ J丸身ノ、利ノ: 最小横断面= - )j モケノレ長方形ノ妖 7 補ヒタノレ短、退 = 謝 λ ノレ英ノ逸ノ itlt ノ 100分.W

4 炎リ之ヲ百T主主兄

第 24(! 傑 第 12{1傑ノ規定ノ、銘 1 ｾ京 Ｑｦｬ 格 及第 Ｓ 項 Ｗ 除キ製材ノ永口制及目抱ニ付之ヲ準用 λ

第2う[傑 抜 節、 腐節、抜ケ A キ節、 腐、氏、 穴、子L、 弘政又ノ、初 iii i =- 於 ケル欽ケ = シテ他面ニ貫通七

ザノレモノノ、英ノ長径ノ 11白半ノ節、汚 痕、 入 皮x ノ、脂査ニシティ也商= 貫泡七ザノレモノノ、英ノ長官g

ノ3 分ノ 1 / 官官ト宕品k"-

;1f!; 26{傑 品質ノ、小幅板= シテ主主 1ｾ成乃至第 Ｓ 鋭、ノモノヲ除キ之］［ 3等 級 = 分 チ飲 鮎 ノ樋 頒 及;佳皮 = 付

友 ノ鉄 則 箇 数 表 = 依日 尖ノ箇敏ヲ計算シ節以列・/ 妖星占箇数ナキモノ= ; 1等、丸 JB ノ扶助 2 箇( 但

シ挽角類 = 在 リテノ、H車〉及木 口 制又 ノ、目廻ノ飲鮎 2 箇ヱシテ茶ノ他/ 絞駄節目れーキモノ ' J 2 毒事、



丸身 ノ妖星占 3 箇 〈但 シ 挽 角類 = 夜 リテノ、 2 箇 〉木 口 制若ノ、自砲 / 妖駄 3 箇 叉 ノ、 英 ノイ也 ノ扶鈷 1fl蔀

以上ナルモノ' 7 3 等トシ l 等 及 2 等= 付テ ノ、節/ 妖貼箇 敗 = 依 リ] l ! = - 之ヲ分チ尖ノ欽結節歎ナキ

モノア無節、 1  i笥ナルモノ ヲ上小節、 2 箇ナルモノヲ小節、 3 箇以上ナ ノレモ 'ノヲ並トス但シ挽制

類及挽角類ノ 2 等 =在 リテノ、節ノ飲黒占箇歎ナキモノ 又ノ、1i述ナノレモノヲ無節、 2 筒ナノレモノ ヲ小

節 、 3箇 以 上 ナノレモノヲ並 トス

手jl¥ 寝
度 | 箇歎

節
板

類 尖 ノ 長 径 ガ 3 分ヲ趨エザノレモノノ! 数 5 以でナノレモノ

其 / 長 径 ガ 5 分 7 超 エ ザ ル モ ノ ノ 数 7 以 F ナノレモノ
2  

前 n露ノ限度ヲ超ェテ存 A J レモノ
3  

t挽免制角類 及 2 材菌ノミエ存スルモノ 又ノ、3 材 商 二存シ共ノ: 長径ガ 3 分ヲ

類 越ェザノレモノ

3 材百= 存ス ノレモノ 叉ノ、4 ;f;1 面 = 存 シ 共 ノ長 {空 ガ 5 分ヲ超エ
2  

ーヂノレモ ノ

前 2 減 ノ 限 度 ヲ 超 ェ テ 存 λ ノレモノ

3  

丸 身 板
類 100分 率 10 5' 超ェ30以下ナノレモノ

100分 率30 ' 7超ェ 50以 下ナルモ ノ
2  

100分a'ri50 '7 超ユルモノ
3  

t免 制 類 100分 率 5 ' 7趨ェ 10以下ナノレモノ

100分率 10 5' 超ェ 20以下ナルモ ノ
2  

100分 率20 ヲ超ユルモノ
3  

挽 角 煩 100分 率 10 5' 超 ェ30以下ナノレモノ

100分 率30 ' 7 趨ユルモ ノ
2  

木 口 劉叉 ノ、
割板類頬、挽 100分 率 5 5' 超ェ 10以 lごナルモノ

回廻

角 類 及 挽 100分率 20以 F ナル F

2  

100分率20 5 ' 超ユルモノ
3  

第 21{Jう条銃第 4 盟主

及 第 ノ鉄

罫占但定シ第ス25僚 l 種 毎 =

= 規 ルモ

ノヲ除ク

前項ノ i狭量占箇数ノ i指ノ項、程 度ノ欄= 掲グノレ節/ : 長径 パ浪皮ノ、被類ノ ltffi 8 寸 以 t ノモ ノユ在 リテノ、

各 2 分ヲ力日 7 、板 ニ在 リテノ、節/ :長後 ガ;!: t ノ限度タ ノレ長 / 2 分 ノ l 以 「ナノ川、 キノ、 2 箇、 4 分ノ l

以 下 ナ ノレトキノ、 4 筒 7 以テ 1i迩 ト若 倣 ス

l 等主主= 在リテハ第 1 ｾ氏ノ規定斗 ＧＨｩｪ ラズメ ｢ 身ノ飲鮎 又 ノサ ＨＱ コ制若ノ、民廻ノ ｩ 淡墨占各 Ｑ i菌、抗剖類ノ 2

等並ユ在リテノ、丸身ノ飲慰 1m1i、 主義211康第 4 波 及 第 5 盟主( 11;1.  :/ 第 25{' 探= 規定スルモノヲ| 徐ク〉ノ鉄

総 1f笥以上ヲ許容ス

板ノ小節こキ目嘗スルモノニシテ節ノ! 飲 2 館以干グールトキノ、上小宮古= 、並こキ日常ス ノレモノ= シテ l 寸

2 分以 F ノ節 2 箇 以 F ナル トキ ノ、小節= 上ス

1 7  



第 3 竿 補 則

第27{l革 本規程二於テ材面ト格 λ ルノ、丸太ニ在リテノ、縦直線ヲ以テ Ｔ 等分シ ＡｊＩ レ ｴｾ ノ菌、板 、 小幅板

及斜面核 ］ 主主 リ ダノ 、 材ノ Ｒ 卒菌 、 尖ノイ也ノモノ ］ 在 リ テノ、材ノ縦薗 Ｗｾ ｲ， 7  

第28ft葉 用材 = ノ、製材= 在リテノ、友ノ各昔話/ 事項ニ付、素材= 夜リテノ、第 3 波及第 4 E;武ノ: 事項= 付11禁

示ア翁ス コト 7 要ス

l 樹 種

2 材 種

3 形 量

4  品 等( 但シ l 等 及 2 等= 脇スノレ素材= 在 リテノ、節及曲以外ノ鉄刻ノ箇数ヲ附 λ 〕

5  板 類、挽割類及 l 逸ノ: 長 2 寸 ノ正角ニ定リテノ、東ノ入f J rk

6 製 材 者 ノ氏名叉ノ、格 鋭

ｾ ＲＹ 燦 小」走中 ノ素材 ノ品質ノ :規格= 付テノ、地方長官JJI J段/ 定7 ' ) 号 ν fJ )1.. トキノ、第 9 係乃至第 161燦 /

規定= 拘ラズ共ノ定ムル}j J j =. 依ノレモノ トλ

第 30U策 用材生統制規則第 3{隊第 1 ｾ頁ノ規定］依リ農林大臣ノ指定シタ ルモノ以外ノ i間葉樹及長 6 f'_

Ｊ￹ｾｩ ノ 針葉樹ノ製材ノ規絡］付テノ、地方長官，ｬＡ ｉ ｊｬ設ノ定ヲ処シＱＢＩレトキノ、第Ｒｊ孟ノ規定斗 Ｇ 旬ラズ共

ノ定ムノ1. . J'J fニ依ノレ

大 阪 府 用材 検 査 規 員リ

第 1章 検 査

第 1f! 傑 用材生産統市i J 規制第 2{保及第 311革ノ検査ノ、本則ノ定ムル脈 z 依リ之ヲ行 7

第2i l 華 検査ノ、用材生産統市IJ規則j 第4i I 革ノ :規定= 依リ農林大臣ノ定メタル用材規格規程ノ規格= 依リ

用{オ検査員( 以下検査員ト 稿写 A ) 之ヲ執行ス 但シ同規則第三保ｾｾ 1項但沓; ノ :規定ニ依リ前市1

7 受ケ F ノレモ } = . 在リテノ、共ノ規線、 同規則第 3fi 傑第 I ｾ頁本文ノ ［ 規定］依リ良林大｛ＺＱＮノ指定シ

ｉｪｬＩ レ以外ノ潤葉樹及長 Ｖ 凡朱 ￹ ｾ イノ Ｑ 針葉樹ノ製材］在リテハ ｚ リー定メ告示シ ｆ ノレトキノ、共ノ規絡

=依)1. . 古ItJ項ノ用材規格規程第 9 { l 華乃至第 16係ノ ;規定ノ、小」走中ノ素材ノ検査= 之ヲ適用セズ

他道府県系ノ検査ヲ綬 Ij l )レ用材ノ、本則= 依ル検査ヲ受タルコトヲ要セズ

第Ｓｦｴ来検査 Ｗ 受クル ［ 者ノ、様式第 ｬ 青島］依ＩＱＮＮ申請書ヲ機 ＱｊＮ ｾ 検査員馬主 ［ 住 所二提出スイシ 検査員駐在所

ノ婚官; 区域ノ、>>I J = . 之ヲ定メ告示 z

第 4 {際 検査ノ、用材生産 地 抱 ＱＸ ・検査員馬主在 ｎｩ ノｬｊｾ首 ｬ 説域内］於ケルま も お｜貯木場 、 製材ド Ｇｊｲ 其ノイ也之］

il' 色ズノレ主f } J5tr.=;. 於テ執行z

検査員ノ、必要アノ 川、 キノ、検査ノＡＡｾ ｇ 又ノ、場所ヲ指定スルコ 卜 Ｗｴｾ

第 5 {際 生産地権蛍検査員駐 在 所ノ 抱 ｾＢￄ Ｇｉｾｾ 域外］於テ検盗ヲ受ケント λ ル ト キハ様式第 Ｒ 獄］依 ι 受

検地聖霊夏願書ヲ生産地l i 11l1i・検査員尉J夜所= 提出シ承認訪印ノ t
l
l' 1奈ヲ受クペシ

1 8  



前項ノ嘗頴ノ、受f余地婚営検査員駐夜 所 = 提出 R ル申 請書こ之ヲ添付エ ベシ

第 61尿 検査員ノ、職務執行ノＡ祭様式第三苛括］イたん核査員設ヲ携帯ｾＯＨＮ - "シ

第 7 ｦ 探検査ヲ受タル者又ハ具ｾＯ代唆人ノ、検立］ 立 合シ検査員ノ指 揮ニ 従フベシ

第 81傑検査ヲ受クル者ノ、様式第四鋭ノ側二依リ ?泉 メ用材規絡規干星第281保ノ標示 ヲ 渇ユペシ

第 H 茶 検査員ノ、検査二合格 ; ; /1) ル用材= 様式第 5君主ノ i澄印ヲ 形 量 標 示 ノ上 部 = 押捺 λ ペシ

第 10係 検査ヲ受ケタノレ者検査ノ決定 =-Jk議アル トキノ、兵ノ検査ノ日ヨリ 10 日以内二夏= 検査ノ$ 詩

ヲタ寄ス コト ヲ符

第 I l{際 償 管、逗 搬、解束英ノイ也検査執行ノ ;均要ユノレ1' ( 用ノ、 i検査ヲ交クノレ者ノ長捻トス

検査執行ノ 7寄生ジタル損害= 主主シテノ、賠償ノ責= 任ゼズ

第 1211華 左ノ各盟主/ 一二該蛍 ; <' 1レトキノ、検査ヲ執行セサルコトヲ件

l  第 711革ノ規定= 依 J レ立合 7 舟サズ又ノ、指揮= 従ノ、リールトキ

2  第 8 i保ノ擦示不' 前ナル トキ

3  製材ノ乾燥充分ナラザノレトキ

第 13係 友ノ各童話ノ l こ該首兄ノレ トキノ、夏ユ検査ヲ受クイシ

I  I 束= 入レタルモノノ l 部 ヲ 鎚!EシF ル トキ

2  第 9{際ノ設印明カナラザルトキ

3  形質ヲ損傷シ IJ.}レトキ

第 2 章 取 締

第 14ft華 検査員取締上 Ｑ 必要アリト認ムル Ｑ ・ Ｍ ｜ ｾノ 、製材所 、 居宅 、 念 ｩ 京 Ｚ ｊ ｊＺＮノ他用料ノ所在月ノレ場所］臨検

シ用例ノ i位3皆、 改束、保管若ノ、、運搬fg ; 止ヲ命ジa ; Ｙｻ 保Ｏ 設 ｾｉｊ ノ ｪ Ｇｬ ｪｬｪ，余ヲＺ受ケ ｆ ノレ刑判 こＰＭキ夏 二

検査ヲ処シ叉ノ 、 必要ナル ｜ｈ ｾ 類共 ノ他ノ物件ノ提示ヲ命ズノレコトヲ Ｔ 司令

第 15j際 主ｉ｢ｾき染者叉ノ、 ｩ Ｉｅ ｩ 念取扱き持者ノ、 ［ 左ノ各競ノ ｉ ］Ｍ該 ｉｾ スノレ用材ノ迩 迭叉ノ 、 迩 ｩ 丞取扱ヲ ナ λ コ ト ヲ

1'!{・ズ但シ第 5 保ノ承認、ヲ受ケ 1) } I . - モノノ、比/ 限=右 手ズ

l  検査永沼、 ノモノ

2  第九係ノ i澄印明カナラザノレモノ

3  阿保ノ規定 z 依 ず 保 管又 ハ淫倣 [喜 U- . 7 命ぜラレタルモノ

第 16U華 業務用ノ ｊ ｊＵ ｴ 料又ハ材料トシテ用材ヲ使用スル者ガ ｬ ケイ ｬ 三間百石ヲ超エザルＺｬｲｾ園二於テ自ラ生

産ジタノレ用材 7 使 用 λ ノレ場・合= 於テノ、様式第 6盟主= 依リ併設検査員駐在所二之 7 @出ズイジ
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第 3 章 検査手重量料

第 17{保 検査ヲ受クル者ノ、左ノ剣合ニ依 リ検査手' l t 'crl ヲ納付ユベシ

1. fl シ第 14{1際ノ規定 =-{?(J レ検交= 附シ テノ、比ノ 限ニ 在ラスー

素材 j ; 石又ノ、其戸端倣= 付 2 銭

製材 1; 石叉ノ、 兵 ノ端数 =- H4 f，霊
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テ器内 ｩ 寸スＢＢｾノ

両iE民ノ校長氏ノ、用材検資ノ 41 ｾ ｾｩ＠ =- 乙ヲ [1，1;1、J;<. ベシ

検査員申請 Ｇｬｾ ヲ受理シタル時ノ、如何ナノげ ｾｬ 由アノレモ検君主手 ｗｈｬＷ 滋 Ｑ ・ ｪ 七ズ

第 ＱＹｦ 際競 ｦｊｾ￮ｦ 捌人ハ ｪ 併 ］於 テ指定シ之ヲ告示月
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第 21'U築 資捌人ノ、意紙額面金額 7 以 テ 設 紙 / 賀捌ヲ然ス イ シ

第22僚 破 損 叉ノ 、 汚染シタル詑紙ノ、之 Ｗ 資捌又ノ、使用エノレ コト ヲ ｴｾ Ｎ ［ ズ

第 231保 設 続 交 捌 人 ノ、左ノ ;筋合= 於テノ、詮紙ヲ返還ユルコ トヲ 件

l  資 捌 7 際 止 シ ! J ) レトキ

2  資捌不能 ｬ 、 ｾリタル ト キ

罰 則

左ノ各務ノ 1 =. 該笥; ; < ) t - モノノ、50闘以ドノ罰金又ノ、拘留若ノ、科料= 民主ス
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第 15係 ノ 規 定 ζ 逃 反 シ !J )t-者

第 Ｑ Ｖｾ 議第 Ｑ ｾ頁ノ回出ヲ匁サ ズ シテ用材ヲ使用シ ｆ ル者

第 ＱＶ ｻ 様第 Ｒ ｾ 買 Ｏ詮印ノ押捺ヲ拒 ミ 叉ノ、妨ゲ ｆ ノレ者

第 Ｑ Ｘ 保ノ用材検査手数料収入誼紙ヲｻ思詑シ又ハＨｾ詑シダルモノヲ使用シ ｆ ノレ者

検 査 7 受ケタル用材= 不正ノ: 手段ヲ施用シ ! J ) レ者
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大 阪 府 告 示 第 千 三 百 五 拾 変 披

昭和 Ｑ 十四年十月大阪府令第五拾五日見用材検査規則第 三 線第 二 攻用材検査員ノｐ［ ｴ 在 ＩｩｬｩＧ ノ名僻位置及 ｬＨｾ

営 阪 城 左 I ; [ [ Y 定 メ 昭 和 十 凶51ユ十ー 月- E1ヨリ 之ヲ焔行ス

昭和十四年十一月六日 大 阪 府 知 事 4'  1

 

4

サ

ノ

主

円・
1

名 置 t鐙 F五. 域営

! 大 阪 市 凶 刺

ｬ 大阪市 東淀川ｾｾ［

ｼ 火阪市 ｾＧｌ 花阪

|大 阪 市 西 淀 川 以

| 大 阪 市 制

大 阪 市 東 成 悩

大阪市住吉川 、 珂Ａ氏ＱｉＱｾ

大阪市西 ｉｉｾＺｾ

|刑制;

大 阪 市 天 王 寺1広

大 阪 市 渓 法 以

J三|奴市 'ittl Jt J 1  ｜ｾｾ［ＱＡＡ ｍ ｪＨ以北

大 阪 i¥T ? l i : l J ' Z川築港線以雨

Ｑ Ｎ ，｜ＺＮ阪市 ｊ ミ ｊｅｉ ， ｾＺ［ Ｎ 泉 ｊｕ 二議、 ｊ泉矢尾中主蓮 ｅ 、 泉毘松
|  之 肌 J以畑州j込収は悶k沼犯澗兄応則:1酬!

4遁温、三 杓'友商ノ l町、 F南有引J糸長尾悶111町町町f 、 小 林 南1泡昆

|  小 林 中 泡 、 小 林 b

ゾ火-:.¥i l阪i浪:lii市¥'i Ｉ，刀主 ｔ い以［え ［ＮＮｾ￮ 泉 ｵ 尼も引 Ｔ竹 ｪＧｾ 乙土ｩｉ出川 ＱＱ川 ｬり ｪ 、J i j 毛裕之PIJ 、北

泉 尾 i旬 、} 込尾: 弘通

大 阪i¥f 大 正ETlι 11: ;怒川1仏 大 遇、 思 加 j L 元11汀、

オじ ｾＱ ， Ｑ ｝｛ＮＱ ｓＺｩ 抗議遁 、 川南町 、 大正淫河北極
大正運河閣議 ｩ 、北 恩 ｪｊ ｜ｬぬ浴 ｾｩｽ 、千歳沼通
小 林 北 謡、 小 林 中 迎、 小 林l事誕

:  )-:.1町 ¥i ＩＭＺＮｊｆＮ ＱｾＱ Ｑｬ Ｈ｜ 滋温 、 抗総qψH訓肌i

1  Ｚ大 ｊ大Ｈｾ誌泊 ｩ白 Ｑ 、 -千F歳 E中P、泡通、 千主歳岩令判沖ｼド Ｑｾ 泡 ｅ 、 西 見 町、 3京
;主:  

号室粂111] 、 凶王室司ミ11汀、 大 正 渇、木 津 川 窪 河

線 以 南

大 阪 市 大 正 1，'，:; .1有慰 JJnX: ，町、平尾町、 - * 玉入

l灯、 商 玉 入 町、"f' - ) ' s 西之町 、平尾瀬: i l l i 、

χ 疋 怒、うIj:烏 IUJ 、w芸量殺町 、 西蓬栄町

大阪市大正 ｉＮ Ｇ Ａￌ ［ ｟今木 ｉ ｬｉ ｦ 、 ー ｈ Ｚｐ げ 、 千泉 ｭ 、 ｾ ｦ ｾ
波 品 11汀、三小千三L消:il l l 、三 肝 家l町、 三oll Yiミ

来 l町、 新訪守屋町、 中日 11汀

大阪市大正 ＱＱＧ Ｑｾ 小林大主主 、 大正橋 、 千歳大泡
千於上語 、 刃 ｌＲ 割引町 、 西室長茨 ｉ ｾｊ 、 芳島町
永酋 I! 汀、 千 .' ; : ; 大木場町、 千 j占中橋、千 品

Ｇｬ Ｇￎ ｩｾ 豆 、 千 ， Ｅ大ｉＮｮ

三 島 部 品 木 村

岡 部 高 槻l町、 JI. 鎖 村

同11日常問 IU丁、 II，ij l ¥o¥;野村、安 威 村、三 Sb村 、

三 箇 牧 村、 鳥 飼 村

同 郡 丸 山 村 、 石河 村

同' 11日紹 介 村、 終 日 村

大 阪 府 農 林 産 物 検 査 所 | 大 阪 市 京 阪 大 手 前 之 町

周 材 検 査 員 大手 前 駐在 所 !

同 長 柄 橋 駐 在 所 | 同市東 淀 川 1:屯i"l :t l町

同 亀 甲駐 在所ｼ 岡市比花魁亀甲 ｉｾ ｊ

同

問

問

問

問

問

問

問

問

問

同

同

野 里 駐 在 所 同 市 西淀川原里子笠IHJ

今 瓶 駐 在 所 岡市旭 照 的 見 町

』券 山駐在 所 同 市 東 成 区 猪 岡 fi' IUf

イ主 吉駐花月f 同市住 吉 原 汐i 口中 1丁目

商 主 主 堀 駐 在 所 岡市 西 ｌｾ 長煽 ｬ ｲＮ話通

高 津 駐 在 所 同市南l高高津田I

円 ttt 駐 在 所 同 市 天 王 寺 阿 南 円 東 町

新 川 蚊在 F! i 同市浪濯 ＱＧＺ 下新川 Ｓ ・ ｮｾ

境 川 駐在 所 同市巡回; 北焼 川 IHJ

羽 i朝駐在所 岡市港官75- 入刈田I

J長 尾 駐 在 所 同市大i F . ｾ ， Ｚ［＠ )， 0-. ｪ 盈 Ｖγｾｉ

梅 之 町 駐 在 所 同市同 ＱＱＧＱｾ Ｎ ｾ ｽ￧ ｦｩ 計年之 ｕｉ｝

BZ 歳 駐 在 所 岡市同 ｉ ，ｾ［［ｾじ 恩 ｊ ｊｮ， ＥｩｊＡ［ 歳遜

耳育1 11日駐在 所 同市岡 l以前i町

南 恩 加 為 駐 在 所 同市間隔 大 正 逼 2 了目

林 駐 在 所 同市悶悶 千 .%1町

芳 島 駐 在 所 岡市問 lぷ芳烏 l町

同

同

同

同

同

問

問

問

山 崎 駐 在 所 | 三 .(:i 都 品 本 村

高 槻 悪 事 駐 在 所 | 同 部 高 槻 町

2吉田高軍駐在所| 岡 部符 問 IIIJ

間

同

丸 山 駐在 所 | 同 郡丸 山村

和 弁駄在所 ｼ 問者 ｾ ￆ 筒 井村
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lm同 日 村 玉 怖 村

同郡山閉村、新 阿 村、三 宅 村、 !，jd' 苛村 、 l床

4主村

間宮日清渓村、世 川 村

同iI s 吹同町、千 里 村、岸部村

政中市及収能 ｾｭ 中ｾｾ Ｎ ，ＷＮ Xh村、開llw，ei 村 、庄内

l灯、小曾根村、地神村

t也岡市型能郡安野村、箕面村

敏能郡東能勢村、 It - . k呂美村

同郡東郷 村、吉 川 村

同君聞大厄 村、 同尻村

同郡西能勢村

堺 市

泉北部｛恥 ｬ｡ｲ 、 浴寺町 、 路ｾ村 、 来百舌鳥村
深井村 、 入図誕村 、 ｾｾｪ 込町 、久 Ｍ Ｑ 止村、取
石村、高石町

同li R美つに多村、 J ニ紳谷村、 西陶器村、東陶

器村

岡郡和泉町 、信 大 村、南王子村、大津町、

忠、問F汀

悶'!m南松尾村、北松尾村、北i也岡村

同郡横山村 、 南i也岡村

同郡山総村

同昔日南繊 111村

岸存関臥泉南ｾＺ時木 Ｑ 町 、 ＱＱ Ｑ 直町 、 時守

泉南部貝塚田f

同郡熊取村、{ 主野111J

岡部口根野村、大士村

悶 ｾｭ 上之郷村、刻家村、長潟村、南中遁村
岡 ｦｊｾ 村

同 ｾｉ 日信持村、ｪｊ，ｩＱお 幸村 、腕 潟村 、 両信蓬 村
被井村、総 信2主z村

同 ｾｉ 日来鳥取村、 ｛｟ｉＡ￭鳥取村 、 尾崎町

同' 11日深日村、多奈川村、孝子村

同部淡 F献す、下f E E 村

同 ＿ｉ 問 ｴ ， ｨｾ 初 ｉｾ ， Ｊ Ｍ ［ｌ 有民 ｷ］村

南河内郁夫凡村

同郡三口市村、 j10武田村

岡郡高向村

同郡長野 l町、天 野 村、ー! 代同村

岡部川上村

岡部千早村

岡部赤i荻村

同部白木村、河内村

岡部縦長 村、 111岡村 、石川村

阿部茨木町

同署日 111 阿村

木 駄 在 所

阿駐夜月{

茨

山

問

問

村

町

浅

間

消

吹

市

郡

部

中

問

問

問

所

所

所

在

在

在

段

段

駐

渓

問

中

諸

情

吹

幽
叫

同

町

同

村勢

村

能

村

村

勢

町

東

郷

恒

一

能

鳳

市

郡

東

歌

西

市

郡

閏

能

那

郡

部

北

池

旬

開

同

町

堺

泉

所

所

所

所

所

所

所

在

在

在

在

在

在

在

駄

駐

駐

駐

駐

駐

絞

同

勢

郷

包

勢

能

能

池

東

市

肌

肺

m

西

堺

鳳

問

問

問

問

問

問

悶

同' 11日美木多村美 木 多 駐在 所同

同部和泉町

南 松 尾 駐 在 所 | 同郡南松尾村

横 山駐在所| 同郡横山村

山 総尉; 在rJi- 11苛郡山i施村

南 横 IL i 駐在所 11司郡南絞山村

岸 和 岡 高t 夜所 |岸和岡市

耳I 烏耳淵; 在F'Ji" I 同事[1束鳥取村

深 日駐在 所 |同郡深日村

淡 輪 駐 在 所 1 r司郡淡輪村

東 葛 城 駐 在 所 |同署[1東葛城村

天 見A駐在所| 南河内郡天見村

三 日 市 駐 在 所 | 同 部 三 日 市 村

高 向駐在所| 同郡高肉村

長 野駐在所| 同' 11日長野町

川 上駐在所| 阿部川上村

千 早駐在所| 同郡千早村

亦 !仮駐在所 Ir司君日赤! 仮村

白 木 駐 在 所 l 岡部白木村

磯 長駐在所| 同部磯長村

町

村

村

塚

村

野

制

貝

取

根

之

郡

熊

日

上

南

那

郡

都

内

山

問

問

問

所

所

所

所

在

在

在

夜

駐

駐

駐

駐

塚

取

野

郷
根

之

貝

能

川

目

上

同YI s 信注村

泉駐在所

主主駐在所

稿1

信

同

問

問

問

問

問

同

問

問

問

同

問

問

問

問

問

同

伺

問

問

問

問

問

問

2 6  



阿 部25聞やI ; lll]" 、 新 堂 村 、 彼方: 1，: <1、 川 西 村、

何 ii林司、喜志村、 錦 部 村

岡郡古 ｲｲｪ ｕｬ ｊ 、 ｾＺｮ Ｉｊ寺Ｇ村 、 ｅ 雲 井寺 村 、 問分村
高鷲村 、 駒ヶ谷村 、 ｾｪ 同 巴 村 、 Ｑ 童生村

同 部'広 岡 林111]宮 岡 林 駐 在 所同

同部 熱 111村 、 狭 山村 、 大 35E村、 卒 尾 村 、 野

閏 村 、 丹 比 村、 丹 南 村 、 南 入 下 村、 |じ入

下 村、日 程 荘 村

同部 中 村、 大 f宇和! 、 東{ 際村

布純i市

中河内部柏原、l町、長吉村 、 大 正 村 、 瓜 破 村

4ミ岡 村、 悪 我 村 、 三 宅 村 、 天言色村 、 131原

村 、 布 忍 村

同事H入 尾11汀、 樹高 安 村 、 落; 安 村 、 時 川 村 、

能 楽 町、 久宇f寺 村 、 加 美 村 、 奨 村

同部 縄手 村 、 三 !fu: 郷 村 、 西 部 村、 若江 村、

枚 岡 町、子L令 街 村、 大 戸 村 、 英 岡 村、 盾

i初i"t _玉)11村

:1じ河内郡枚 力開T

Th駐 在 所 ! 同 郡古 i!iPlJ

山 尉ー在 ｪ 肝 ｩ 同 ｾｉ 日狭 山 村

! t t 在所 11司郡 中 村

施 院 在 所 | 布 施，!5

原駐在所 ｼ 中河内郡柏 原 ｾｬｲ

尾 駄 在 所 閃都 八 尾 111]

狭

入

中

布

柏

同

同

問

問

問

同

同郡宇土岡町

j j 駐 在 所 | 北 河 内 部 枚 方|町

四 段 在 所 11司郎星岡村

阿E主在J i ff枚

牧

星

問

問

問
同 部尽一間村、 水 本 村 、 友呂岐村、明野村、

見 定川 村 、 九 筒 荘 村

同1! 日間{ 的廃刊 、 l聞係村、 a 遁 IUJ 、 南 郷 村、

淡 田 町、 三 郷 町、二 島村 、 大 和 岡 村 、 四

宮 村 、 門挺 III 丁、 圧!i主村、 守口 l町

同部医l原本j

向者R氷 室 村 、 ? 世間村 、 交 野 町、 菅 原 村

係糊即割純在舟所il同君部R

原 駐 在 所 11同苛官滞H回原 村

回E坑主夜所 |同? 郡! 瓜日津悶村
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木 造 建 物 建 築 統 制 規 則 大 阪 府 施 行 細 則

大阪府合第六+ 回線，

木造建物産築統市IJ 規則施行細則友/ 遁定ム

昭和十四年十一泊 二十 四円 大 阪 府 知 事 中 井 清

木造建物建築統制規則施行細則

第 l 保 木造建物建築統制規則( 以ド' ! [ i . =- 規 ii リト都ス〉ニ依ル許可申詩書又ノ、届特ノ、木法建物( 以

下車= 建物卜構ス〕建築地所持警察署ヲ経由シ笠: 際=提出ス イシ

第 21: 傑 本令= 依 H許可申請又ノ、届出 7- }毒ス者永成年者若ノ、禁治産者ナルトキ ノ、: J t ノ法定代理人、

準禁治産者ナ Ｒ 川、 キノ、兵ノ保佐入 、 委ナ ｊ レ トキ ノ 、 Ｚｊ ｴ ノ夫ノ迩号ｾＮ 7 要ス

本令］Ｍｾ友リ許可申請又ノ、届出ヲ Ｇ 尽ス者法人ナノレトキノ、共ノ名料 、 事務所所在地及代決者ノ氏名ヲ ｈｃ

戦 スベシ

第 311際 規 則 第 3{I燦乃至司; 6 係又ノ、第 10j際ノ規定= - 1 ，ルレ許可申請書ノ、} J IJ 記第 1 ｾ成様式］依リ正 ｾ｜ｉｊ 二

遜ヲ提出 λ ベシ

建 築 = 付米位、耐火木材、釘、権 鋼、補強用繊 物、部鋼板、 メタルラス 、 ワイヤ ーラZ 、銅製戸、

石総スレ ー ト又ノ、セメン トヲ使用シ又ノ、電気、 武M若ノ、7k ノ供給ヲ受クル設備 7 ;1$サン 卜A )L- トキノ、

ｂ Ｇｊ ｾＸ 第 Ｒ 競様式 ］イ衣ル脊商 ヲｊ￬￭ ｊ 項ノ 許可 申 請啓二添附スペシ

第 H 条 規 則 第 1i康第 1 ｾ京 、 第 Ｒ 係第 ｬ 項、 第 Ｕ 係 、 第 Ｖ {I際又ノ、第 1011傑/ 規定=-{! l ; )レ許可申請ユシ

テ支障ナシ ト認 ムル トキノ、建築許可読 トシ テ申詩強ノ WJ 本= 別記第 3 ｾＺ戒様式］依ル建築許可読印ヲ押

捺シ建築主= 交付ス

前項ノ場合= 於テ第 3 保 第 2項= 掲グル物資巾使用シ4斗J L- 物資ノ種領、 寸 法 、 数最1立z 使途ノ、許可

申詩書ノ副本 こ記殺シ之 7 指定ス

第 5 i際 規 則第 ｬ 傑 第 Ｒｾ 賞 、 第 Ｒ ｻｩ 保 第 Ｒ ｾ 頁又ノ、第 Ｗ {I傑ノ規定= イたん厨脅ノ、別記第 l 様式= 依リ正市IJ

Ｒｾ ヲ提出スイシ

官iJ 項ノ j百出ノ、起工 10 目 前 =之ヲ銭ス 4 シ但シ待= 必要アリト認ムルトキノ、起工期日ノ延期ヲ命ズル

トア ノL- -' シ

第 Ｖｾ 条規 則第 ｬ 傑第 Ｒ 項、 第 Ｒｻ 隊第 Ｒｾ 頁又ノ、第 Ｗ ｻｉ 氏ノ規 定］依ル周 ｈｾ こシテ文節ナシ ト認ムルト

キノ、建築屈演設 ト シテ居容ノ ｨＱＱ 体］別記第 Ｔ 鋭 様式ニイわレ建築図、 ､ 評議印ヲ押捺シテｾ築］ｴ］Ｍ交付ス

第 Ｗ 傑規則］依ル 許可申請又 ノ、屈 ｾｐｊ こシテ 尖ノ建築 ］ 闘シ臨時資金調幣法 ｊｾ ノイ也ノ法令］依 リ Ｚｯ ｴ￵

務大臣 ノ許可又ノ、認可 7 受ケタル者ノ、之ヲ λ 読ん= 足 J L- t書類ヲ添附 A -， ν

貫ｾ Ｘ 傑建 築工事中ノ 、工事 務］Ｍｾ築ノ許 可 又ノ、足｜￬資 ノ 詑印アノレ Ｖ｜ ｉｊ 本ヲ ｕ￬￮ ｪ へ置キ蛍該官支又ノ、支員 ノ

要求アリ F ノレ トキノ、之ヲ提示スイシ

第 9傑 必 要 ア リト 認ム J 川 、キノ、首該官支又ノ、支員ヲシテ建物叉ノ、建築工事. - 付臨検セシムルコト

アノレイシ

前 項 / 場 合 = 於テ建築主、途築工事詩笈入、重量築工事管' I _ ! J ! . 者又ノ、建物/ 所有者普ノ、占有者検査 = 必

要ナノレ準備ヲ命ぜラレ 9 ノレトキノ、之ヲ拒ムコトヲ待ス・



第 10隣 市 街 地 建 築 物 法 令叉ノ、府令主霊祭取締規則 = 依リ 知事ノ認可ヲ受ク ペキ産物= シテ規則= 依

リ建築ノ許可ヲ受ｾ J l- '7 要スルモノナルトキノ、英ノ法令= 依 J l- 認可申請容= 規則所定ノ事項ヲ具シ併

セ 申 請スル コ トヲ ｱｾ ま

前 項ノ規定ノ、市街地建築物法令叉ノ、府令建築取締規則］依リ 知事 ］認可申詩 又ハ回出ヲ要ス ｊ ｬＭｾＮｦ お

こシテ規則 =依 リ建築ノ届 1:1 : ' ，ヲ要スルモノ= 之' 7 i作用 λ

第 II 保規則ニ依リ許可ヲ受ケ叉ノ、届出 )jl J l- 産物ノ逮築= 付市街地建築物法令叉ノ、 J( 'f 令建築取締悦

則二依リ英 ノ工事ノ: 竣工叉ノ、厳罷ノ届出ヲ然スベキ場合ニ於テノ、同一四番 7 以テ規則 H依 J レ工事竣工

又ノ 、 ｬＱｉ罷ノ ｝ 百出ヲｾシ Ｉｪｬ J レモノト宥f故λ

附 則

本令ノ、公布ノ日ヨ P 之ヲ施行 λ

域 1 ｾ露草壁侭 ( 語審縦， (，，) 

年ト at: [ l l  

球 ､ 議民ｾｾ以毒自主主

Ｍｩ＼単品ｾｾ持 品臣

山

岳

山

ぃ

}

告型紙 4ti ⑤ 

除忠告!挺

会話 ｾ＠ i!I- 古E

制 縦 t k t E〕 部

論［ￌ￱ＧＭｭＭｾ J止 国

〔骨< (，! ' i 童謡) ｉｾｲ＠ "h'  

燃 IIきi設! 陸軍 11 ｾ長］ 泉純Ｈ骨 ＼ｱ 浅民基ｾ 1/: 経営、お! 裂〕

制 時 制 緩 事 担 j長:57遺品村長TS唯dit 貯金事選 11 議=- ¥

¥隷! 裂)CK( えをEZ紋 ¥1ｾ事ＱＯ Ｚ 怒］Ｍｾ言語 Ｊｈ 鵠ミト ｊ ・、 、広告 ｪ

組

一

線

一

時

週

-

E

M

鰐

ド

品

物

叩

H

P

一

度

一

時

告

一

-

N

Jれ

A

ヘ

ヘ

一

ヘ

一

行

同

容

一

容

一

一

同

ι

一

一

線

λ

謝

一

組

一

寝

中

持雪空

| 件反 却 さ … 州 支 憾 〉 山 魁〕

告3
島

哩2・ l!k( 

き言 害者

ｾ＠
湿ミ

〕
学

"" 

i i | l  

I  I  I  I  

I  I  I  I  

2 9  



他

ノ

法

令

ノ

遁

用

ノ

有

無

臨

時

資

金

調

笠

法

(

叉

ハ

俄

鋼

工

作

物

築

港

許

可

規

則

、

銅

製

品

製

法

制

限

=

陶

ス

ル

件

、

米

松

阪

貿

取

締

規

則

)

fiiH 考
百日

我

，(j '、

ｾ ｬｽ＠

-

建

物

ノ

用

塗

ハ

成

ル

可

ク

詳

細
-
一

記

入

ス

ル

コ

ト

鍛

工

農

林

水

産

業

用

産

物

ノ

場

合

成

ル

可

ク

臨

時

資

金

調

整

法

ニ

基

ク

事

業

資

金

調

整

標

準

ノ

部

門

別

、

業

別

、

細

目

別

-

一

依

ル

コ

ト

2

鉱

業

用

建

物

z

在

リ

テ

ハ

拙

刷

業

法

又

ρ

砂

織

法

/

遁

周

7

受

タ

ル

卒

業

ノ

用

=

供

ス

ル

建

物

又

ρ

生

産

援

充

工

務

ト

シ

テ

指

定

ヲ

受

ケ

ダ

ル

モ

ノ

住

宅

一

一

夜

リ

テ

ハ

厚

生

省

斡

旋

一一

係

ル

州

労

務

者

住

宅

ナ

リ

ヤ

否

ヤ

ヲ

備

考

欄

一

附

記

ス

ル

コ

ト

3

所

定

側

内

二

所

定

事

項

ノ

全

部

ヲ

記

入

シ

難

キ

ト

キ

ハ

遡

{

R

別

紙

ヲ

用

ヒ

常

該

記

入

欄

こ

主ハ

ノ

旨

附

記

ス

ル

コ

第

二

減

税

式

(

崎

哨

築

又

ハ

改

築

用

〉

ハ

第

二

務

用

紙

美

浪

剣

〉

材{ 各 l 粉、
ト増 在

支 許

11 i 、

λ  築支

用 i
現

米
ノ、可 大

府阪

存

ノ、
居申 ｾｆＭ

事ノι き吹)  各

ノ ノ

出 青

知
機

事

数 階 !
用 位

建

セ
事

月

総 i
由ン

途 置 項
建

床 物

築

併) と歪J J  

商 l

積 l 木 日

一 一
主主

r 、苦同抱h  

用 i +束 建
叉 殿

l 数 |
物

可

途 |一一一一

築)後〆'ー築t、へ狩、、
ｾ＠

ノ、

築統

申 {主

ノ叉
告IJ 号z青 ifr 

mノ、
規

棺:

町〔¥ J 会lt中卒3 階 床 附ーノへ、
f、会、-攻__， 

一一 ｾ従 ｾ＠
築ri僚七-、叉ノ、、夏"?急語。竺古

--1 !  1  O  

m 

工事' J すZ- 型f車竺ノ :第

築

) 方 - l ii' ii i  I  
rl' 務{一第ｾ＠ 可許項l  

oI'. 

ーー .  

ノ克二 申 =

( 米ノF
Xf.'i!5項3青依

主 主|空 l  
ｮ ｾ ￇｩ リ

叉 =

を4
ノ、依基

電

( 米守主計十 l  イt
r1!l" リ "

言舌

則上築狩 叉

坪 方 |  |  宅

第 吹
¥』J

粂

二支 築ｍｾ ，＠ 1 紙、 総 後取 用

重量

rー賞ノ、 、
床而 I 床iN 被 ノ務 = 叉

ヰお 容
依攻ノ、

積 税 l 富 士 建 (
f 司、

リdぎ"'，.. 第

物叉 叉

地 苦手 @  
ノ、 ノ、

築上曾r-， ｾノ Ｔ、

吹 長 又ノ、 保

( 米卒
♀うlt' ド

y告包，之 屋
又 第 一

坪、ノ中γ J  

、J 、J

' - - - - ' "依〉 カ|

ω  

。



考 備

ノイ也 Ji IJ 

ノ ー一

法

ヰf 令

ノ

一

遜

無用

( 米 卒

) ( 米平:方ルrt:i;

ぎ 方

イ3キL時資

ノ、金

米 捌

松宮室

阪 法

ｾＨｉＧＢＢＧＮ＠
I紋叉

和(;ノ、

規11K3銅2  ♀、ノ米歪.I J  ♀、...1米歪ノJ

) 工

作

物

院にニ米EヵF  Z乙E会fCJ力F  

築

許主位

可
( 米平

ｚ乙ｾＪ 卒方

規員リ

坪、J 」.IJ  

又

ノ、

む日米て平おz乙:1米 卒方
銅

製

nロu  絡、 続、

製 床 床

逝 百 商

市IJ 積 右E

限

ｾｈ＠
3え ( 会! t司王 ハ会! t 卒

坪、J 白15 宮L子:. 1i 

記

車E

i !J、

4宅主

-

建

物

用

途

ρ

成

ル

可

ク

詳

細

-
一

記

入

λ

ル

コ

ト

鍛

工

、

農

林

、

水

産

業

用

建

物

ノ

接

合

ハ

成

ん

可

ク

臨

時

資

金

制

繋

法

-二

悲

ク

事

端

増

資

金

制

慾

標

準

ρ

部

門

別

、

業

別

、

細

目

別

ユ

依

ル

コ

ト

2

精

築

叉

ハ

改

築

別

途

ガ

鉱

工

業

用

建

物

一

一

夜

リ

テ

ハ

M

m

業

法

又

ρ

砂

鍛

法

ノ

適

用

ヲ

受

ク

ル

事

業

ノ

同

=

供

ス

ル

建

物

叉

ρ

生

産

鏑

充

工

場

ト

シ

テ

指

定

ヲ

受

ケ

タ

ル

モ

ノ

住

宅

ζ

在

リ

テ

ハ

厚

生

省

斡

錠

一

二

除

ル

努

務

者

用

住

宅

ナ

リ

ヤ

否

ヤ

ヲ

備

考

捌

-

一

一
附

記

ス

ル

コ

ト

3

現

存

建

物

中

木

造

以

外

ノ

構

造

ノ

途

物

ア

ル

ト

キ

円

北

ハ

ノ

総

械

敏

及

総

床

面

積

樹

三

指

弧

ヲ

附

シ

内

認

ヲ

m

N

Z

コ

ト

4

同

一

敷

地

内

=

於

テ

本

則

施

行

ノ

日

以

後

新

築

、

増

築

又

ρ

改

築

ヲ

府

川

V

M

タ

ル

モ

ノ

ア

ル

ト

キ

ρ

共

ノ

ヱ

市

営

者

手

年

月

日

、

総

床

面

積

(

許

可

ノ

モ

ノ

ρ

許

可

年

月

日

及

其

ノ

存

鋭

、

届

出

ノ

モ

ノ

ハ

悶

受

均

年

月

日

及

北

(

/

番

銃

)

ヲ

備

考

欄

-

一

附

記

ス

ル

コ

ト

、

許

可

ヲ

受

ケ

用

訟

ヲ

袋

変

シ

タ

ル

モ

ノ

ユ

付

亦

悶

ジ

5

所

定

制

内

=

所

定

事

項

ノ

全

部

ヲ

記

入

シ

総

キ

ト

キ

ハ

遡

{

凡

別

紙

7

町

川

ヒ

所

定

制

-
-

1

ハ

ノ

旨

附

記

Z

ル

コ

ト

F

一

第

二

披

様

式

ヘ

新

築

、

精

築

、

攻

築

叉

ハ

/

/

用

法

制

禦

夏

ノ

場

合

=

併

用

¥

(

美

話主

ｾｊ＠

量 数 及 法 寸 ・頬 極 ノ 資 物 ル ス 要 二 事 工 積 言生

言「

及

?添 布百 1事 釘 而t 米 工

1虫

事

火 言「

鋼 用 釜E

銭

木
/  

j蹴

板 物 鋒1 材 キ公 煩 要

f史

f- I- I 治

寸

||  
一 一一 一 一 一一 一一 一

E文

言青

ω  

-



式様批三第

籾 五 ・Ji.怨

式様枕四第

:t! 'II 五 ・3I.傑

! : 明

其 名言青 エ 務 7k 名主主 名官Z

ノ 務 質

着

及ヲ 務 新 京ヰ集.

イ¥11.

」主人 イ主供 &. ヲ : 及ヲ

f主ア 手 所給 f圭供 イ主供

必 ｲｾｲ＠ Jレ 及 7 、

月r*合 所 給

要
竣 2し ス ヌ.

キ 工 者 2し ノレ

ナ
J 、

ノ ノ
者 者

Ｉ ｾ＠
尖 官民 民 ノ ノ

事

ノ 定 名 民 氏

氏 E寺

、
名 名

宅頁 名 期 名

、 、

トー一一一一

苓干

劃k

ト一一一一一

1i:: 
工

話

事

苓子

fi8 

軍兵

心

得

l

本

表

ρ

一

様

毎

-

一

作

製

ス

ル

コ

ト

2

所

定

欄

内

一

一

所

定

事

項

ヲ

記

入

シ

雛

キ

ト

キ

ハ

遁

党

別

紙

ヲ

用

ヒ

サ

凶

該

記

入

欄

=

英

ノ

旨

附

記

ス

ル

コ

ト

ｴｾ＠

N  


